


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　Contents





LESSON 5-1

LESSON 5-2

LESSON 5-3

エピローグ

あとがき









[image: 小春原日和の育成日記(5)]







[image: LESSON 5-1]













　　　０




『菜園部』の部室（プレハブ小屋）は水を打ったように静まり返っていた。

　耳にシンと響ひびく静せい寂じやく。

　辺りには外で元気にフル稼か働どうしている脱だつ穀こく機き（むきむきくん・命名日和ひよりさん）の音だけがグゥオングゥオンと響き渡っていて、だれも皆みな最新式冷蔵庫ベ●ータで急速チルドされたムール貝のように口を閉ざしている。

　そんなどこか重苦しい空気の中。

「あ、あの、ひめんというのはどういうことなのでしょうか……？」

　おずおずと口を開いたのは日和さんだった。

「そ、その、むずかしくてよく分からないのですが……た、鷹たか匠じようさんは生徒会長をやめさせられてしまうということで……？」

「それは……」

　どうなんだろうか。

　掲けい示じ板ばんにあった張り紙にはただ『鷹匠光琉ひかるを生徒会長の任から罷ひ免めんする』の言葉があっただけで、詳くわしい状じよう況きようは分からない。

　だけど罷免という言葉の一いつ般ぱん的てきな意味を考えると、それは職務をやめさせることを表しているのであって……

「う～ん、そうゆう簡単なものでもないんだよ～」

「え？」

　と、そこでそう声を発したのは唯ゆい香かだった。

「あのね、言葉では罷免って表現を使ってるけど、今回の場合はそのままの意味じゃないと思う。たぶんだけど生徒会長の不信任決議と同じ意味で、正確には生徒会の解散総選挙って言った方がいいのかもしれない」

「解散総選挙……？」

　何だその昨今の国会とかＡ●Ｂとかで話題になってそうな単語は。

「うん、姫ひめ乃の宮みやではね、生徒会の人たちについてはこう定められてるの。『生徒会の役員がその任を辞させられる時は、それが生徒たる身分を剝はく奪だつされる場合を除のぞいて、常に全生徒たちの信任を問うことになる』。だから罷免の宣告が出た時点で現生徒会はその活動を一時的に停止して、解散状態になるの。それでその後に一ヶ月くらいの時間を置いて生徒会全体の総選挙──『薔ば薇らの祭典』が行われることになると思う。単純にやめさせられるっていうのとはちょっと違う意味合いだよ」

「そうなのか……」

　なんか色々と複雑だが、それなら今すぐにあの黄金お嬢じよう様がどうこうされるってことはないのか。

　とりあえずは少しだけ安心というか……

「そ、そうなんですか、ひめんというのはそういう意味で……」

「避ひ妊にんはきちんと手続きを踏ふんでやらなければなりませんものね～」

「手続き保障は正道の義務と言えますものね」

「…………ひとあんしん、です……」

「この姫ひめ乃の宮みやではそういった手続きは何よりも重んじられるますから」

「何であれ、すぐに光琉ひかるさんがどうにかなるのでなければよかったよ……」

　日和ひよりさんたちもそんな声を漏もらす。

　なんか一人ちょっとアレなことを口走ってたのはまあいつも通りとして。

「……」

　とはいえそこまで楽観視もしていられない。

　鷹たか匠じよう光琉の突とつ然ぜんの生徒会長罷ひ免めんと鷲わし津づ初うい姫ひめさんの特別理事への就しゆう任にん。

　これらの一連の出来事が無関係ってことはないだろう。だとすれば事実を総合して考えれば、当然一ヶ月後に行われるという生徒会総選挙には鷲津の派は閥ばつも関わってくることが予想されるわけであって……

　これから先の未来を思って少しばかり不安に考えていると。




「──そうね、おそらくは次つぐ姫ひめさんが生徒会長候こう補ほとして出て来ることになるでしょう」




「！」

　そんな声が部室内に響ひびいた。

　決して大きくはないけれどよく通る凜りんとした声。

　振ふり返かえって部室の入り口のところに目を遣やると……そこにあったのは腕うでを組みながらこっちを見つめる鷹匠光琉の姿だった。

　いや……どうしてこの黄金お嬢様がここに？

「光琉ちゃん、どうして──」

　その意を問おうとして。

「──（ギロオッ！）」

「あ、あー、いや、ゴホン、鷹匠さん、どうしてここに……？」

　あ、危ない危ない、つい先日の海の家での呼こ称しようを口にしてしまった……

　化身した般はん若にやのごとく睨にらまれて慌あわてて言い直す。う、うう、ちょっと口が滑すべっただけなのに何でこの人こんなに怖こわいんだよ……

　心の中で少しだけ涙なみだ目めになる俺おれに黄金お嬢じよう様は咳せき払ばらいをして。

「……コホン。貴女あなたたちに事態を説明しに来たのよ。貴女たち『菜園部』には『リトルオクトパス』と『冷れい凍とうマグロ』の件でお世話になったわ。そしてその関連で鷲わし津づとの間に溝みぞを作ってしまった……。だから今回の件について私の知っていることをきちんと説明しておくのが筋だと思って、ね」

「それは……」

　海の家での一件は俺たちが好きでやったことであってお世話だとか何だとかなんてこれっぽっちも思ってないんだが。

　だけど今の状じよう況きようを説明してくれると言うのなら助かる。

　皆みな何よりも気にしていることだし今回の一件について一番事情を分かってるのはこの黄金お嬢様だろうし……

　そんな俺たちの顔を見回して、鷹たか匠じよう光琉ひかるはゆっくりと口を開き始めた。

「今回の件だけれど……さっきも言ったように一ヶ月後の『薔ば薇らの祭典』には会長候こう補ほとして次つぐ姫ひめさんが立候補してくるでしょう。私を正面から打ち破って自らが会長になるために。そしておそらくそれだけではなく副生徒会長や会計、書記……それらの他の役職の立候補者にも鷲津の派は閥ばつの者が名乗りを上げるはず」

「え？」

　次姫さんだけでなく……？

　俺の疑問に光琉はうなずいて。

「ええ──そう。彼女たちの目的は鷲津派の、派閥の復権。姫ひめ乃の宮みやを鷲津派という一つの派閥でまとめること。そのためには絶好ともいえるこの機を逃のがすはずがない。かつてその手に収めていた──初うい姫ひめさんが会長を務めていた生徒会を再び席せつ巻けんするために、動き出すでしょう。それは間ま違ちがいのない事実だわ」

　俺たちの目を見ながらハッキリとそう断言する。

　確かにこれまでの鷲津派の動きを考えればそれは十分にあり得ることだが……

　だけどいかに大きいとはいえ鷲津の派閥からの圧力（？）だけでそんな罷ひ免めんをはじめとした一連のアクションが実現できるものなのか？

「……少し、目立ちすぎたということかもしれないわね。この姫乃宮には、鷲津派ほどでなくとも、少なからず派閥というものを支持する層が存在する……。『罷免』はいくら特別理事に就しゆう任にんしたと言っても初姫さん一人の力だけでは実現しない……。今回の罷免には鷲津派だけではなく、その派閥を支持する者たちの意向も関わっているということなのでしょう」

「鷹匠さん……」

「だけど私は諦あきらめないわ。改革というものは最後までやり切らなくては、それは最初から何もやらないのと同じ……。だからたとえ何を敵に回そうとも、このイノベーションを完かん遂すいしてみせる」

　真まっ直すぐに俺おれたちを見続けながらそう言い切る。

　その凜りんとした表情には不退転の揺ゆるぎ無ない信念が垣かい間ま見みえて……




「あ、あの、鷹たか匠じようさん……っ。そ、その、わたしたちにも手伝わせていただけないでしょうか……っ！」




　と、そこで日和ひよりさんが地味な感じにそう声を上げた。

「あ、え、えと、もちろんお邪じや魔まにならなければなのですが……。その、鷹匠さんの力になりたくて……」

「うん、やっぱり生徒会長は光琉ひかるお姉様以外にはあり得ないと思うもん」

「避ひ妊にんは避さけなければなりません～」

「輝かがやける光の先頭たる存在は、確かにあの方にふさわしいと言えるかもしれませんわね」

「…………たす、ける……」

「光琉お姉様の他にだれが生徒会長に相応しいと言えましょうか！　否、言えるはずがありません！」

「初うい姫ひめ姉様たちの起こしたことは、妹である私にも責任があると言わざるを得ない……」

　唯ゆい香かたちも口々にそう名乗り出る。

　うーむ、何だかんだ言ってもこの黄金お嬢じよう様は皆みなから好かれてるんだよな。怖こわくて厳しいけど意外に面めん倒どう見みはいいし筋は通ってるし……

「貴女あなたたち……」

　その言葉に光琉は少しだけ驚いたような顔をしていた。

　だがすぐに目を伏ふせて。

「……ありがとう。貴女たちのその言葉は嬉うれしい。──だけどそれは気持ちだけ受け取っておくわ」

「え……？」

「確かに貴女たちの応おう援えんがあれば助かる……だけれど……それだと派は閥ばつと同じになってしまう。数と集団の力に頼たよる鷲わし津づ派はと同じ……それでは意味がない」

　きゅっと唇くちびるに力を込めながらそう口にする。

　確かにその言葉はその通りだった。

　これ以上ないくらいもっともな正論。

　理り屈くつの上ではそれは間ま違ちがいなく正しいのだろうけれど……

「──鷹匠さんの言うことには一理はある。だけどその『薔ば薇らの祭典』とやらまでもう一ヶ月くらいしかないんだろう？　やることも色々あるだろうし、現実問題として一人じゃきついはずだ」

「それは……」

　光琉ひかるが言葉に詰つまる。

　相手は聞いた限りで鷲わし津づ派はの総戦力だ。いくらこの黄金お嬢じよう様が有能だと言っても、単身で渡わたり合あうのは相当に困難だろう。

「それに何だ、うまくは言えないけど、鷹たか匠じようさんは派は閥ばつっていう言葉にこだわりすぎてるところもあるんじゃないのか？　俺おれたちは派閥を作りたいわけじゃない。純じゆん粋すいに、鷹匠さんの手伝いをしたいだけだ」

「は、はいです。わ、わたしたちはただ鷹匠さんの力になりたくて……」

「これは派閥とかじゃなくて、私たちの自由意思だよ～。それに応おう援えん演説者とか補ほ助じよ者しやとして支し援えん枠わく──『薔ば薇らの花はな弁びら』が七人までなら認められてたはずだもん。それは正当に権利として認められてるもので、派閥とは違ちがうと思うよ～」

「同じこころざしを持ったお仲間ですね～」

「この選ばれし者としての私の光の力を大いなる祭典のために振ふるうこともやぶさかではないですわ」

「……協力、したいです……」

「光琉お姉様、どうかお姉様の思うがままに私の身体を使ってください……！」

「私にも……何かできることがあるかもしれない」

　日和ひよりさんたちも一いつ生しよう懸けん命めいな表情でそう言ってくる。

「…………」

　それを聞きながら光琉はしばしの間目を閉じて沈ちん黙もくしていた。

　何かを考えるような長い長い沈黙。

　だがやがてゆっくりと目を開いたかと思うと。

「……そうね、佑ゆう介すけたちの言う通りかもしれないわね」

「え？」

「……確かに私は派閥という言葉に囚とらわれ過すぎていたのかもしれない。派閥というものを否定し過ぎることは、それは逆説的に派閥というものの存在を際立たせてしまうもので、かえって可能性を狭せばめてしまうもの……」

「！　じゃあ……」

「ええ──」

　その言葉に光琉は身体の前で手をキチンと揃そろえて。

「──貴方あなたたちの力を借りることにするわ。というよりもむしろこちらからお願いいたします。勝手なお願いだけれど……私に貴方たちの力を貸してください」

　そう言って深々と頭を下げた。

　むう……この黄金お嬢じよう様がこんな風にお願いをしてくるなんて……

　なんかこんなの初めてでこそばゆいというか……。ともあれ元からそのつもりだったし、こっちの協力を受け入れてくれるってならそれは願ってもないことだ。

　なので俺おれは少しだけ声を大きくして。

「それで俺たちは何をすればいいんだ？　時間もないんだし、何でも言う通りにするぞ」

「は、はいです。お～るおっけ～です……！」

　俺たちのその言葉に。

「──そうね。本音を言ってしまえばやってほしいことはたくさんある。諸もろ々もろの細々とした雑事、改革に向けての意思を伝える伝達手段、演説の補助……どれも私一人の手には余るものだわ。──でもそれよりも前に」

「？」

「『薔ば薇らの花はな弁びら』として、何よりも必要なものがあるわ。それは──」

　俺たちの顔を見渡して光琉ひかるが口にした言葉。

　それは──







　　　１




　ヒヒヒヒヒヒーン！

　どこかノンキさを感じさせる間延びした鳴き声が辺り一面に響ひびき渡わたっていた。

　同時に漂ただよってくる干し草と太陽の匂におい。

　見回せば辺りはどこまでも続くようなだだっ広い牧場で、その緑の大地をたくさんの馬たちが元気に走り回ったりもしゃもしゃと草を食べていたり発情期の、その、アレなアクションをしようとしたりしている。

「わ、わあ……お馬さん、とってもおおきいです……」

「……」

「ひづめも大きくてたてがみさんも立派で……こ、こんにちはですウマ……」

「…………」

　隣となりの日和ひよりさんが謎なぞの馬語（？）で挨あい拶さつの言葉を呼びかける。

　周りを囲う木の柵さくの脇わきには『ニコニコ青空霜しも降ふり乗馬牧場』、の看板。

　ここは……姫ひめ乃の宮みやから電車で八駅ほど行ったところにある乗馬教室のある牧場だった。

　幼稚園児から還かん暦れきを迎えたご老人まで、幅はば広ひろい年ねん齢れい層そうが通うという人気の乗馬教室。

　何だって俺おれたちがこんなところにいるのかというと、もちろん地味な日和ひよりさんが突とつ然ぜんまたシルバーな趣味に目覚めてしまって馬主になるとか言い出した……というわけではもちろんなく、それは昨日発せられた光琉ひかるの言葉に起因していてわけだが──







『──『薔ば薇らの花はな弁びら』として、何よりも必要なものがあるわ。それは──馬術よ』

『え、馬術？』

　って、馬に乗るあれだよな……？

　馬に乗って走ったり飛とび跳はねたりする……

『ええ、そう。姫ひめ乃の宮みやの一員としては基本的かつ必ひつ須す的てきな嗜たしなみ。ゆえにこれはまあいちおうの確認にすぎないわ。もちろん佑ゆう介すけたちも習得済みでしょうけど……』

『いや習得済みじゃないよ！　何だってそんな……』

　思わずそう返す。

　すると光琉は驚いた顔になって。

『あら、そうなの？　てっきりもう授業でやったものだとばかり……。だけどそれは困ったわね。『薔薇の祭典』においては、基本的な活動をする際に候こう補ほ者しやも支し援えん者しやも皆みな例外なく馬に乗って行うのが姫乃宮の習わしなの。もちろん選挙活動全ぜん般ぱんや応援演説も馬に乗って行うの。ゆえにこれは何があっても外せない絶対条件よ』

『……』

　……何だその戦国時代か中世ヨーロッパかっていう馬至上主義は。

『なので『薔薇の花弁』に名乗りを上げてくれるというのならまずは馬術を習得してもらわなければお話にならない。手間だとは思うけれど、知り合いの牧場を紹介するからそこに行ってらっしゃい』

『……分かった』

『……は、はいです……』







　──というやり取りの末の結果である。

　いやなんか乗馬が三輪車レベルで当たり前に習得してる前提だったが、これまで生きてきた十七年間（日和さんは十五年間）で乗馬なんてビーストテイマー的なものやったことが一度たりともあるはずがない。せいぜい子供の頃ころにデパートの屋上にあるスプリングで動く馬の乗り物にまたがって「はいよシルバー！」とかのかけ声を上げたことがあるくらいである。

　ちなみにその光琉の言葉に唯ゆい香かたちお嬢じよう様たちは全員こくこくとうなずいていた。運動が苦手そうに見える日向ひなたやましろまで。皐さ月つきに至っては「乗馬ができないなんて言っていられるのは小学校一年生までですわよね」などと言っていた。うう、相変わらずこのナチュラルボーンお嬢じよう様グループの中にいると何が一いつ般ぱん常識だか分からなくなってくるよ……

　まあそれはこの際ともかくとして。

　とにかく乗馬未体験な日和ひよりさんと俺おれは、まずここで最低限の乗馬ができるようになってからでないと、『薔ば薇らの祭典』に参加することすらできないとのことだ。それじゃあもう協力以前の問題だ。

　何とかがんばってお馬さんと仲良くならんと……

「……」

　ちなみに与えられた期間は三週間だった。

　まったくの乗馬素人からとりあえずの乗馬初級者になるための期間としては短く思えるが、本番の総選挙が一ヶ月後に迫っている以上それもやむを得ない。それこそ馬の鼻先にニンジンを吊つるして走らせる勢いでやるしかない状じよう況きようだ。

「──ええと、晴はれ崎さきさんと小こ春はる原ばらさんの二人はあなたたちでいいのかしら？」

「あ、はい」

「は、はいですウマ……っ」

　と、そこでやって来た乗馬教室のお姉さんに名前を呼ばれて返事をする。

「はじめまして。私はここでインストラクターをやっている霜しも降ふりと言います。ええと早速だけど、お二人とも乗馬はまったくの未経験ということみたいですけれど……」

「はい、そうです。こうして近くで馬を見るのも初めてで……」

「ど、どきどきしていますウマ……」

「ウマ……？」

「あ、あー、いえ、それはこっちのことで」

「……？」

　インストラクターのお姉さんが日和さんの謎なぞの馬語に首を傾かたむけていたがそれはそれってことで。

「──そうですか。分かりました。それじゃあお二人とも未経験でしたらまずは基本的なところから始めてみましょう。大だい丈じよう夫ぶ、すぐに乗れるようになりますよ♪」

　インストラクターのお姉さんがにっこりとそう笑いかけてきて。

　かくして日和さんと俺の初めての乗馬体験が始まったわけだが……







　最初にやったのは、エサやりだった。

　ニンジンを自分たちの手で馬に向かって差し出し、食べてもらう。

　これは直に触ふれ合あって馬との距きよ離りを縮めることで、まずは馬に慣れることを目標とするものであるらしい。

「はい、それじゃああげてみてください」

「分かりました」

「は、はい……っ……」

　インストラクターのお姉さんにうなずき返して。

　少しだけ戸と惑まどいつつニンジンを差し出すと、馬はそっと顔をこっちに近づけてそのままムシャムシャとニンジンに口を付けてきてくれた。

　おお、なかなかにかわいらしいもんだな。思った以上に大人しいし、こうして近くで見てみると意外につぶらなかわいい瞳ひとみをしてるし。何だか親近感を覚えるかもしれん。

「うん、案外とっつきやすい感じだな、日和ひよりもそう思うだろ……」

　二本目のニンジンを差し出しながら隣となりの日和さんを見てみると。

「……さ、さあ、どうぞですウマ……お、おいしいですよウマ……？」

「……」

「……に、にんじんさんはお嫌きらいですかウマ……？　え、遠えん慮りよなく召し上がっていただいていいのですよウマ……」

「…………」

「……日和さん、さすがにその距離じゃあ馬も届かないと思うんだが……」

「……え……？」

　……日和さんは驚くほどの及および腰ごしだった。

　馬ば房ぼうから一メートルくらい離はなれた位置からおっかなびっくりといった感じでもにょもにょとニンジンを差し出している。その手は少しだけふるふると震ふるえていて……ああ、うん、ウマウマ言ってるからあんまり分からなかったけど、怖こわいのか……

「大だい丈じよう夫ぶだって。見た目よりも全然大人しい感じだから」

「は、はい……でしたら……」

　恐おそる恐おそる手に持ったニンジンを差しだそうとすると。

　──バクッ!!

「きゃあっ……」

　ひと囓かじりで全部持っていかれた。

　バリバリと満足そうな顔でニンジンを頰ほお張ばった挙げ句に、さらにブヒィブヒィーン！　と鳴いてベロリと日和さんの顔をひと舐なめ。

「……」

　これ……文字通り完全に舐められてますよね？

　まあ動物はそういうことに敏びん感かんっていうか、最初に上下関係をきっちりと決める傾けい向こうがあるっていうからなあ……身体がちんまくて存在感も希き薄はくで地味な日和さんが若干下に見られるのはある程度仕方のないことなのかもしれん。

　そう思ってもう一度日和ひよりさんの方に目を遣やると。

「……え？　そ、そのキュウリさんをわたしにいただけるのですか？　あ、ありがとうございます……ちょ、ちょっとあおくさいですけど……」

「……」

　……逆に餌え付づけをされていた。

　オヤツ用なのか何なのか厩きゆう舎しやの中に置かれていたキュウリを日和さんに向かって馬がくわえて差し出していた。

　ブヒィブヒィ、ブヒィーン!!

「あ、そ、そんなにぺろぺろしないでください……く、くすぐったくて……」

「……」

「あ……や、やんっ……」

「…………」

　これは、ある意味気に入られてるのか……？

　何というか、シュールな光景だ……







「それでは今度は実際に馬に乗ってみましょうか？」

　インストラクターのお姉さんに言われて厩舎の外に出て。

　次は実際に馬の背に乗ってみることになった。

　とは言ってももちろん一人で乗るわけじゃないし、乗っている時もインストラクターさんが隣となりで手た綱づなを握にぎっていてくれる。

「サラブレッドは背が高いので、乗る時はこの踏ふみ台だいを使ってくださいね。足を踏み外さないように気を付けて」

「はい」

「わ、分かりましたですウマ……」

　言われた通り足下に気を付けつつ、背中に乗ろうとしてみる。

　やってみると意外に簡単に昇ることができた。

　おお、馬から見た景色ってのは地面にいる時とは全然違ちがうんだな。高くて流れてくる風が感じられて、ちょっとした非日常体験のようにも思える。鞍くらが当たって尻しりのところがちょっと痛いがそれくらいはそれこそ玉に瑕きずってもんだろう。

「鐙あぶみをはめて手綱をしっかり握ってください。姿勢は真まっ直すぐにして前を向いて……うん、そんな感じですね。じゃあこのまま少し歩いてみますね。馬のお腹を足で軽く蹴けってみてください」

「はい」

　指示に従って鐙あぶみ越ごしに足を少し動かすと、馬はゆっくりと前に歩き出した。

　顔に当たる風が少しだけ強くなって、いつもより少しだけ高い視点の景色が後ろへと流れていく。

「おお……」

　気持ちいいな……

　ちょっと歩いただけだってのに気分爽そう快かいだ。これでもし思うままに走ったり跳とんだりすることができたらきっとこれ以上ないってくらいに心地いいだろう。

　しばしその爽快感に身を任せながら、そのまま何となく隣となりの日和ひよりさんに目を遣やって。

「……よ、よいしょ……よいしょ……」

「……」

「……ん、んん……も、もうちょっと、です……ウマ……」

「…………」

　……まだ騎き乗じよう途と中ちゆうだった。

　どうやらそのちんまい身体ゆえに、なかなか足がまたげる高さまで上がらずに苦労しているようだった。

「あの、小こ春はる原ばらさん、よければお助けしますよ？　身体の小さい方は一人で昇るのはなかなか大変ですし……」

「……い、いえ……さ、最初くらいは自分一人でできませんと……」

「ですけど……」

「だ、だいじょうぶです……あと少しでいける気が……あ、あうっ……」

　ころりん。

　足がその、短すぎて馬の背をまたぐには足りなくて見事に滑すべり落おちていた。しかも落ちる途中で馬に襟えり首くびをくわえられて助けられるというオマケ付きで。

「あ、あの、小春原さん……？」

「……だ、だいじょうぶ、です……」

「え、いえ、でも……」

　結局何度も昇ろうとしては落ち、落ちてはまた昇ろうとして再び落ちて馬に襟首をくわえられるを繰くり返かえして。

　とりあえず馬の背中に乗れるまでに二時間ほどを要していた。

「──そ、それじゃあ、このまま少し歩いてみますよ。いいですか？」

「は、はい……っ……りょうかいです……！」

「い、行きますよー……」

　さらにようやく馬上の人になることに成功したものの、馬だけにウマくバランスが取れないのか。

　ころりん。

　もう何度目かになろうかという落下を見せて、馬に襟えり首くびをくわえられていた。

「う、ううう……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　慣れてくればすぐにバランスを取れますから……！」

「は、はい……っ……！」

　インストラクターのお姉さんの励はげましも空しく。

「……う、うう、は、はいよ～……はいよ～……」

「……」

　最後の方にはたてがみに全力でしがみつくかたちになっていた。

　乗馬というよりもほとんど運うん搬ぱんされている荷物状態というか……

「…………」

　そんな感じに。

　……何というか、初日は前ぜん途と多難どころか全難な様相を呈ていして終了した。







　　　２




「──ふう……」

　桜さくら乃の日和ひより荘そうの自分の部屋のセンベイ布ぶ団とんにごろんと横たわって。

　俺おれは筋きん肉にく痛つうになりかけている太ふと股ももやらを手でさすりながら大きなため息を吐ついていた。

　思い返しているのは当然のごとく今日の乗馬教室での練習風景。

　もう少し正確に言えば──日和ひよりさんの、その、ポンコツっぷり。

「……」

　う、うーん、大丈夫なんだろうか……

　文字通り馬が合わないとしか思えないダメダメっぷりだったんだが……

　何でもインストラクターのお姉さん曰いわく、馬に乗って活動やら演説やらができるレベルに達するには、最低でも乗馬三級ライセンスレベルが必要とのことらしい。

　この乗馬三級ライセンスレベルというのは基本的な運動を含ふくめ各個にて駈かけ歩あしの発進、維い持じ、歩ほ度どの伸縮が概おおむねできる、巻まき乗のり半はん巻まきができる、地上横木の通過ができるというのがだいたいの条件になっているとのことだ。要するにおおよそ初級から中級者レベル。最も簡単な五級程度なら三週間でも何とかなるらしいんだが、さすがに三級はその期間ではなかなかに難しいかもしれないという。

「…………」

　今後の展望を考えて多少暗あん澹たんたる心地になっていると。




　こ、こんこん……




「ん？」

　と、部屋のドアが地味にノックされるのが聞こえた。

　こんな時間にこんな地味な鳴らし方をするのはこの桜さくら乃の日和ひより荘そうには一人しかいない。

　俺おれは布ふ団とんから身体を起こして。

「日和ひよりだろ？　入って大だい丈じよう夫ぶだ」

「え？　あ、は、はいです」

　ちょっとだけ驚いたような声とともにサボテン柄がらのパジャマ姿の日和さんがドアを開けて入ってくる。

「こ、こんばんはです、おにーちゃん……。あ、あの何でわたしだって分かったんですか……？」

「ん？　そんなの音を聞けば分かるって」

「そ、そうなんですか……」

「ああ」

「……（ぽっ）」

　いやそこで何で顔を赤くするんですか日和さん……

「それでどうしたんだ、こんな時間に？　明日も学校だし放課後にはまた乗馬の練習があるんだから早く寝ねないとマズイだろ」

「あ、は、はい、それはそうなんですが……」

「？」

「あ、あの……」

　と、そこで赤くした顔のままちょこんとこっちを見上げてきて。




「……わ、わたしといっしょに、夜の営みをしてもらえないでしょうか……っ……？」




「！」

　い、今何て言いました……!?

　俺の耳が今日の帰り際に馬の一匹（♂）に色っぽくフウっと吹きかけられた吐と息いきのせいでバカになってるんじゃなかったら夜の営みって聞こえたんだが……

[image: ]

　突とつ然ぜんのことに半ばどうしていいか分からなくなる俺おれに。

「そ、その、今日乗馬教室で教わったことを自分なりにノートにまとめてみたんです。それでその、おにーちゃんにいっしょにチェックしてもらえたらなあって……」

「え……？」

　チェック……？

　だ、だけど今、夜の営みって言わなかったか……？

　その突つっ込こみに。

「??　辞書で前に調べた時には営みとは前もってことに備えることという意味だとあったんですが……」

「……」

　営みにそんな意味があったなんて初めて知ったよ……

　だってさ、営みといえば普ふ通つうは何かをやる行こう為いを指すものだし……その、夜のって枕まくら詞ことばが付けばなおさら、ねえ……

　俺は気を取り直して。

「……ゴホン、分かった。そうだな。そのノートを見せてくれ……」

「は、はい、これなんですが……」

　こっくりとうなずいて日和さんが差し出してきた一冊のノートのようなもの。

　そこには見慣れた地味な字で、びっしりと書き込みがなされていた。








　＊乗馬のポイント




　一、準備運動：普ふ段だんは使わない筋きん肉にくをつかうので、にゅうねんに準備運動はしておきましょう。とくにこしまわりを中心とした下半身を意識するのがポイントです。




　二、騎き乗じようは落ち着いて：騎乗時には、さらぶれっどさんは背が高いので基本的には踏ふみ台だいをつかいます。この時がんばりすぎると足をつったりしてしまうこともあるので、注意しましょう……うう……




　三、姿勢を正しく：乗馬において姿勢は何よりも大事なものです。前ぜん傾けいになってしまってはバランスが悪いですし、後ろに傾かたむいてしまってはお馬さんの脚が前に流れてしまいます。おしりの真ん中に重心が来ることを意識して乗りましょう。




　四、発進と停止：発進では手た綱づなをひっぱらずに、落ち着いてあぶみでお馬さんのお腹を押おしましょう。停止では、手綱をしめてお馬さんをまたいでいる両足のふくらはぎでお馬さんのお腹を押しながら後ろに身体を傾かせましょう。この時に姿勢が崩くずれて重心がずれているとお馬さんの脚がきれいに揃そろわないので、注意が必要です。




　五、常なみ歩あし：お馬さんが前に行くのを邪じや魔ませずに、つねにしっかりと前に進む命令を送り続けることが重要です。手綱を引っ張っていたり、お馬さんに、その、下に見られていたりすると、おかしな方向に行ってしまいます。また身体に力が入ってしまっていたり、姿勢が崩れてしまうとうまくいかないので、気を付けましょう。




　六、方向転換：曲がってほしい方向にお馬さんの首が曲がれば、自然にそちらへと曲がってくれます。開き手綱をうまく使ってお馬さんを誘ゆう導どうしていくといいでしょう。




　七、軽けい速はや歩あし：速はや歩あしの前段階です。速歩におけるお馬さんの負担を和らげるために、この軽速歩が必要となります。お馬さんの動きのタイミングに従って、あぶみの上で『一、二』『一、二』と立ったり座ったりしてみましょう。この時も姿勢をきちんとして崩さないことが最も重要です。




　八、速はや歩あし：速歩においては、鞍くらからお尻しりを離はなさないで乗ることが重要です。ここを意識しないとお尻がとっても痛くなってしまって大変なので要注意……。感覚をつかむにはバランスボールなどを使ってお尻を着ける練習をするといいでしょう。ここまで来たらあと一歩です！




　九、駈かけ歩あし：いよいよ最後の関門……駈歩です。今まで覚えてきたことを全て出しつつ、姿勢をしっかりと保ちましょう。速歩とはまた違ちがう反動があるため難しいかもしれませんが、ここまできましたら反復練習あるのみです。









「ど、どうでしょうか……？」

「うん、いいんじゃないか？　うまくまとめられてると思う」

「ほ、ほんとですか……？」

「ああ、この一週間で達成しなきゃいけない内容がキチンと把は握あくできてる」

「え、えへへ……♪」

　満面の笑みを浮うかべる日和ひよりさん。

　それは多少の身内の贔ひい屓き目めはあるだろうが……本当に上手に要約されてると思うんだよ。

　簡潔で分かりやすい説明。

　重要なところにはイラストやマーカーで（地味な色だが）目立つようにポイントがされているし、何よりも教わったことをそのまま書き写してるんじゃなくてちゃんと全部自分の言葉で表現されている。

　それは言われたことをただ書き写しているだけではないってことだし、何よりもキチンと言われたことの要点を捉とらえてるってことだと思うんだよ。

　考えてみれば日和さん、こういう風に自分なりにまとめるのをよくやってたもんな。

　姫ひめ乃の宮みやに入ってからというもの、社交ダンスや菜園の造り方、百人一首など様々なお嬢じよう様スキルを習得してきたが、その度にいつもそうだった。いつも自分なりに習得すべき内容をかみ砕くだいてまとめる。言ってみればこれは日和自身の、『小こ春はる原ばら日和の育成日記』といったところか。

「……」

　それにしても日和さんも変わったもんだな。

　ほんの一年前だったらこんな絶望的な状じよう況きようだったらどうしていいか分からずにおろおろもにょもにょするだけだったろうに、今はできないでもできないなりに、自分で解決方法を探ろうと模も索さくして一いつ生しよう懸けん命めいにがんばっている。これならもしかしたら今回の乗馬も何とかしてしまうかもしれない。そう感じさせる何かがあるんだよ。

　目の前の地味っこの地味に著いちじるしい成長っぷりにおにいちゃんとして感極まっていると。

「あの、おにーちゃん、一ついいですか……？」

「ん？」

　と、そのグロウアップ日和ひよりさんが手をぴょこんとあげて質問してきた。

「ここの騎き乗じよう後ごの姿勢のところなんですけれど、鞍くらの上でのバランスの取り方がよく分からなくて……その、言葉では分かるんですが、感覚的に……」

「あー、それか」

　今日は日和さん、まともに馬に乗るところまでほとんど達しなかったからな。

「何ていうかな、こう、重心を尻しりのところに集めて、馬の揺ゆれに身体の軸じくを合わせる感じで」

「身体の軸、ですか……？」

「ああ」

「え、ええと……」

　微び妙みように首をかたむけながら、日和さんが身体とお尻を左に右にぴょこぴょこと傾かたむけたりする。

　頭では分かっているが、どうにも実感が湧わいてないみたいだ。うーん、こういう場合どうしたらいいんだろうね？

　何と説明したらいいか頭を捻ひねっていると。

「あ、そういえば姿勢の練習をするには何か不安定なものに乗ってバランスを取る訓練をするのもいいとインストラクターの方は言ってました。姿勢はとにかくバランスが命なのでそういったものもやくにたつと……」

「おお、なるほど」

　さっき『育成日記』に書いてあったバランスボールとか、ロデオ●ーイとかジョー●とかか。

　だけどあいにくこの桜さくら乃の日和ひより荘そうにはそんな高級健康器具的なものはないんだよな。

　となると何かで代用するのが一番なわけだが、とりあえずこの部屋の中にあるもので馬の背の感覚に最も近いものといえば……

　全体的に貧相な感じの部屋をグルリと見回して。

「…………」

　……と、そこで一つ思い付いてしまった。

　馬の背中の感覚に最も類似する利用可能な代用品。

　だがそれは割とチャレンジングな選せん択たくで色々と道徳的というか倫りん理り的てきに問題があるかもしれないわけだが……

「……」

「……おにーちゃん……？」

　黙だまり込こんだ俺を訝いぶかしんだのか日和が首をかたむける。

「…………なあ、日和」

「はい？」

「やっぱり……練習はしておきたいよな？　時間もあんまりないわけだし……」

「あ、は、はいです。今日の練習ではわたしは遅おくれぎみでしたから、明日までに少しでも取とり戻もどせるものは取り戻しておきたいです……！」

「そうか……」

　きゅっと唇くちびるを結んだ一いつ生しよう懸けん命めいな日和ひよりの顔。

　少しだけ悩なやんだ後に俺おれは。

「……乗って、みるか？」

「え……？」

「……その、だな、馬の背中の感覚を再現できればいいわけだろ。だとしたらそれに一番近いものは……やっぱり同じ生き物の背中が最適だと思うんだ」

「は、はい……」

「それでな、端たん的てきに言えば……」

　そこで一度言葉を切って。




「──その、俺の背中とかがいいと思うんだが……」




「え、ええええええ……っ……!?」

　大きな声を上げる日和さん。

　そりゃあ驚きますよね。口にした俺自身だって何言ってんだって感じだ。

「い──いやその気持ちは分かる。だけどこれが一番いいと思うんだ。今この場にあるものの中では最適だしプライスレスだし……」

　そして一つだけ声を大にして言っておくが……趣味でもない。ほ、本当だよ……？

「で、でも……」

「俺のことなら気にするな。日和は軽いから、腰こしにも何の負担もかからない」

「そ、それは……」

　日和さんはけっこう長い間（時間にして八分ほど）悩んでいたようだった。

　だがやがて何かを決意したように顔を上げて。

「……わ、分かりました……や、やらせてもらいます……っ……！　お、お願いします、おにーちゃん……」

　ぐっと両手でグーを作ってそう言ってきた。

　そんな次第で。

　日和と二人で騎き乗じよう姿し勢せいのためのバランス訓練をすることになった。







「そ、それじゃあ、いきますです……」

「お、おう、本物の馬だと思って、どんとこい」

「……は、はい、し、しつれいします……ウマ……」

　そう遠えん慮りよがちに馬語を発して。

　日和ひよりさんが遠慮がちに俺おれの背中にまたがってきた。

　トスン……と僅わずかな重みが腰こしのところに加わって、同時に日和さんの香かおりがふわりと鼻先をかすめる。

「え、ええと……このまま座っていればいいんですか……？」

「じゃ、じゃあちょっと動いてみるから、落ちないようにバランスを取ってみてくれ」

「は、はい……っ」

　日和がうなずくのを確認して腰を前後左右に動かす。

　ゆっさゆっさ……ゆっさゆっさ……

「……あ、あうっ……ゆ、揺ゆれて……む、難しいです……」

「馬が歩く時はもうちょっと揺れると思うから、これで少しがんばってみるんだ」

「は、はい……っ……が、がんばります……きゃ、きゃっ……」

　必死に姿勢を保とうとする日和さんは重心をキープすべく腰の部分をぎゅ～っと下に押おし付つけて、さらには時々バランスを崩くずして俺の首にしがみつくようなカタチで前にもたれかかってきたりして、その度に、その、俺の身体と日和さんの身体の色々な部分とが密着することになるわけであって……

「…………」

　う、うーむ、自分で言い出して何だが、この状じよう況きようはなかなかにアレだな……

　色々と主観的にも客観的にもマズイというか……

　そういえば黄金お嬢じよう様の罷ひ免めんやらそれに伴う『薔ば薇らの祭典』やら乗馬レッスンやらで色々とゴタゴタしていて忘れかけていたが……一つ微び妙みようにしてデリケートな問題があったんだよ。

　ゆっさゆっさ……ゆっさゆっさ……

　今俺の上で馬乗りになってあうあう言っているパジャマ姿の地味っこ。

　その挙動が……少し前からなんか気になる。

　これまでは何とも思わなかった何気ない動きを意識することがしばしば起こるようになったというか、ほんの少し前までは完全に子供とか妹とかワンコとかのスタンスだったのが時々女の子として感じられる時があるというか……

　ゆっさゆっさ……ゆっさゆっさ……

　今だって風呂上がりのほこほことした何ともいえないたたずまい（？）が目にまぶしくて、さらには鼻び腔こうをくすぐるシャンプーの香りがやたらと好ましいものに感じられて……

「あー、あのさ、日和、シャンプー変えたりしたか？」

「え？　いえ、変えてないです。いつも使っている石けんシャンプーのままで……」

「そ、そうか……」

「？」

　不思議そうな顔をする日和ひより。

　いやなんか……いつもよりもいい香かおりに感じられたんだよ。

　ゆっさゆっさ……ゆっさゆっさ……

　う、うーむ、いかんな、どうも調子が狂くるってる気がする……

　日和さんは地味で年下で地味な同じアパートの同居人で、何というかそういう対象じゃなかったのに……

「…………」

　余計な考えを打ち消すかのように、俺おれはさらに腰こしを激しく動かした。

　ゆっさゆっさ……ゆっさゆっさ……！

　俺は今は馬だ……馬はそんな余計なことを考えない……馬になりきるんだ……！

　どこまでも広がる緑の草原。吹き付けるさわやかな風。そこを駆かけ抜ぬける引ひき締しまったスマートな──と言うと少しばかり図々しいので、中肉中背の馬体。

　そういった光景を頭の中で繰くり広ひろげていて。

　と、その時だった。

　コンコン……ガチャリ。

「ねえねえ佑ゆうく～ん、歯は磨みがき粉このフタが開かな～い……。このままじゃ音ね色いろお姉さん歯磨きできなくて虫歯になってそのまま虫歯菌きんが全身に回ってころって死んじゃう～……って、ええっ!?」

「!!」

　こちらの返事を待たずにノック後すぐにドアが開かれて。

　そこで立たち尽つくしていたのは我が桜さくら乃の日和ひより荘そうが誇るダメ人間の一人──音色さんだった。

　音色さんは俺たちの姿を見ると口元に手を当てて。

「な、何をしてるの……？　ぴ、ぴよちゃんが佑くんの上に文字通り馬乗りになって……え、え……？　ど、どういうことなのこれ～……？」

「い、いやこれはですね……」

「……はっ、ま、まさか佑くん！　とうとうそんな年下のかわいらしい女の子に嗜し虐ぎやく的てきに背中に乗られて悦えつに入るような変態的異常性せい癖へきにまで目覚めて……お、お姉さん悲しいわ……涙なみだがでちゃう……」

「！　い、いや、これは違ちがうんだ！　これには事情があって……」

「そ、そうです……！　おにーちゃんは、お、お馬さんの役目をかってでてくれているんです。自分のことを本物のお馬さんだと思って好きなように乗っていいって……」

「ひ、日和ひよりさん!?」

「お、お馬さんプレイ！　リアルウ●▲ンナ！　と、とうとうそこまで……！」

「な、何でそうなる!?」

　結局。

　発情した馬のように興奮した音ね色いろさんに事情を説明するのに、（馬乗り状態のまま）三十分ほどの時間を要したのだった。







　　　３




　翌日以降も乗馬レッスンは進んでいった。

　学校が終わった後の放課後の『ニコニコ霜しも降ふり乗馬教室』。

　基本的には毎回教わったことの復習をやりつつ、馬に慣れることを第一目標としながら一つずつ新しい技術を習得していく。

　インストラクターのお姉さんの介助なしに一人で騎き乗じようしてみたり、方向転てん換かんをしたり、少し速く走ってみたり。

　短い期間でたくさんのやるべきことをこなしていくのはもちろん大変だったが、色々なことを覚えていくレッスンは楽しかった。

「あら、小こ春はる原ばらさん、かなり騎乗の姿勢がよくなったわね」

「え、そ、そうですか？」

「ええ、バランス感覚がすごくよくなってる。何か練習でもしたのかしら？」

「は、はい……っ。おにーちゃんのおかげです……♪」

「おにーちゃん？　ああ、そちらの晴はれ崎さきさん……」

「そ、そうです……おにーちゃんがお馬さんになって背中に乗せてくれて……」

「あー、日和！　ほら、あっちにかわいいポニーちゃんがいるぞー」

「え、ど、どちらですか……っ！」

　まあそんな風に危うく誤解を生みそうな発言が飛び出しかけたりもしたが、概おおむねレッスンは順調で。

　日和さんも少しずつだが、上達していた。

　夜の馬乗りレッスンが功を奏したのか『育成日記』が有効だったのかはたまた日和自身のいつものがんばりが実を結んでいったのか、初日のポンコツっぷりからは考えられないほどにまっとうに乗馬をしている。

　そしてレッスンを始めてから四日目。

「──うん、二人ともだいぶ基本はできてきましたね。それじゃあ今日は、パートナーとなる馬を選びましょうか？」

　インストラクターのお姉さんが笑顔でそう言ってきた。

「パートナー？」

「ええそうです。馬にはそれぞれ個性があるの。大人しかったり真面目だったりやんちゃだったり……。だからそれらを考こう慮りよに入れて、その人にパートナーとして一番合う気性の馬を選ぶのも、上達への道の一つなんです」

「へえ……」

　そんなもんなのか。

　でも馬はかなり賢かしこい動物だっていうし、そういう乗り手との相性みたいなもんがあっても不思議はないかもしれんな。

　というわけでインストラクターのお姉さんに先導されて厩きゆう舎しやへと向かう。

　初日にエサやりに訪れて以来の厩舎には、たくさんの馬が馬ば房ぼうごとに並んでいた。

「わあ、お馬さんがいっぱいです……」

「だな……」

　パッと見ただけで二十頭以上はいる感じだ。

　この中から選びたい放題（？）ってわけか。

　一通り馬房の中を回ってみた後に俺おれは入り口まで戻もどってきて。

「──よし、俺はこいつにします」

　俺が選んだのは入り口から二番目の馬房にいた馬だった。

　精せい悍かんというよりはどちらかと言えば愛あい嬌きようのある顔をした茶毛のサラブレッド。

　名前はブラウンシャルル号。初日にエサをあげて以来何となく愛着のある馬で、練習でも一番多く乗った相手だった。

「日和ひよりはどうするんだ？　どの馬にする？」

「あ、えと……」

　日和さんは迷っているようだった。

　最初にエサをあげた馬は言わずもがな、この四日間でほとんどの馬から逆ぎやく餌え付づけ（？）を受けてたからなあ……

　とはいえ日和さんのキャラを考えれば自ずと選せん択たく肢しは限られてくるだろう。

　日和の穏おだやかで優しい性格から考えて、大人しめな気性の馬が合っているはずだ。ほら、あそこにいるヒツジみたいな白毛のちっちゃいやつとか。

「日和、そのヒンデンブルグ号はどうだ？　フワフワしてて乗り心地がよさそうだぞ？」

「あ、え、えと……」

「あ、すみません、あの子はヒツジです。オーストラリアヒツジのヒンデンブルグくん（♂）です」

「……」

　……本当にヒツジだった。いや何で馬ば房ぼうにナチュラルにヒツジがいるんだよって突つっ込こみはともかく。

「……あー、じゃあどうする？　そっちのポニーちゃんにするとか……」

「そ、そうですね……う、う～ん……」

　きょろきょろと辺りを見回す日和ひより。

　しばらくそんな感じに忙いそがしく首を動かしていて。

「あの……あそこにいらっしゃるお馬さんは？」

「え？」

　日和さんが指さした先。

　そこにいたのは……なんか黒い山みたいな巨大な生き物だった。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした身体。ライオンのような立派なたてがみ。全身から迸ほとばしる闘とう気きに満みち溢あふれたオーラ。その体たい軀くは他の馬と比べても二回り、いや三回りほど大きくて……いや、あれ本当に馬なんですかね？

　するとインストラクターのお姉さんはちょっと困った顔をして。

「ああ、あの子──黒こく王おう号ごうはちょっと難しい子なの。元々はよそにいた子でうちの牧場には先月にやって来たんだけれど、なかなか人に懐なついてくれなくて……」

「そうなんですか……」

「ええ、どうにかしないととは思っているんだけど……」

　まあ見るからに凶きよう暴ぼうそうだしなあ……

　馬房に立つ姿勢からも警けい戒かいの色がにじみ出ているし、全身からこっち来んなオーラを醸かもし出だしている。明らかに他の馬たちとは一線を画している感じだ。

　目の前の黒王号が出す雰ふん囲い気きに少しだけ圧あつ倒とうされていると。

「あの、おにーちゃん」

「ん？」

「わたし……この子がいいです」

「え？」

　こっちを見上げて日和さんがそう言ってきた。

　日和さん……また何を？

「パートナーのお馬さん……この子を選びたいと思うのですが……だ、だめでしょうか……？」

「でもな……」

　乗り手と馬との相性といった意味では、明らかにこのおっとりしていて野原で蝶ちよう々ちようを追いかけていそうな地味っこには不向きだと思うんだが。ほら、今もなんかこっちを見てそのまま人を殺しそうな目でブルルルル……ってうなってるし、どう見ても世紀末覇は王おうとかを乗せてそうな雰ふん囲い気きだし……

　だけど日和ひよりさんは譲ゆずらなかった。

　どうしてもこの馬が気になるのか地味なジェスチャーで「ど、どうでしょう……わ、わたしといっしょに世界をとってみませんか、ウマ……」と話しかけている。

　うーん、こうと決めると意外と頑がん固こだからな、この地味っこ。

「でも何でこの馬がいいんだ？　他にもっと日和に合ってるのがいると思うんだが……」

　その言葉に日和さんはちらりとこっちを見上げて。

「だって……」

「？」

「だってこのお馬さん……おにーちゃんに似てるんです」

「え、俺おれに……？」

　この無愛想でなんか社会不適合な感じの馬（？）が……？

　それさりげなく俺が世の中から浮ういていてかつ馬面だって言いたいわけじゃないですよね……？

「……はい。目つきのするどいところとか一見こわそうだけど本当は繊せん細さいそうなところとか……初めて会った時のおにーちゃんに、そっくりです。だからどうしても、このお馬さんがよくて……」

「……」

　確かに日和さんと出会った頃ころの俺はちょっとばっかりやさぐれていたかもしれんが、でもここまで反社会的な感じじゃなかったと思うんですが……

　ともあれ日和がそこまでこだわるっていうのなら反対する理由はない。

　俺はインストラクターのお姉さんに。

「すみません、そういうわけなんで、日和はこの馬でいいですか？」

「え？　あ、ええ、そこまで言うのなら構わないですけど……」

　でもそれは難しいんじゃ……と付け加える。

　それに日和はこっくりとうなずき返して。

「だ、だいじょうぶです……！　せ、せいいっぱいがんばります……っ！」

　そう力強く地味に宣言したのだった。

　うーむ、どうなるんだろうな。







　その日から日和さんはレッスン後に黒こく王おう号ごうのもとへと通うようになった。

　レッスンが終わって馬具の片付けなどを済ませるとすぐに馬ば房ぼうに直行して、馬語で一いつ生しよう懸けん命めいに「な、なかよくしましょうウマ……」と話しかけたりエサをあげたり身体を洗ったりブラッシングしたりする。

　黒こく王おう号ごうはいちおうそれらの行こう為いを受け入れていたものの、だけど根本的なところでは不本意のようで、つれない態度を返されたりもした。

　ブルルルルルルルルル……ッ……！

「きゃ、きゃあ……っ……」

「！　大だい丈じよう夫ぶか、日和ひより！」

「は、はい、ちょっとびっくりしてしまっただけで……」

　ぺたりと尻しりもちをつきながらそう地味に答える。

「まったく、乱暴な馬だな。目付きも悪いし……」

「だ、だいじょうぶです。きっとこの子もこわがっているだけです……」

　そう言って再びブラッシングしようとするも。

　ブルルルッ！

「あ、あうんっ……」

　ころん。

　鼻息に煽あおられて再度尻もち。

　うーむ、まったく相手にされてないなあ……

　まさに馬の耳に念仏というか。

　といっても、人に襲おそいかかったり嚙かみついたりすることはないようだった。

　無愛想で威い圧あつ的てきだけど、実際にやることはせいぜい今やったように威い嚇かくの声を上げたり鼻息を吹きかけたりする程度。

　これはやはり日和が言っていた通り、見かけは凶きよう暴ぼうそうだが中身はそうではないってことなんだろうか。日和さん、地味だけどそういう相手の本質的なところを見み抜ぬく能力は確かだったりするんだよなあ……

「……あ、あふんっ……」

　ブルルンッ！

　尻尾しつぽで軽く頰ほおを撫なでられて三み度たび地面に転がる日和さん。

「……」

　とはいえパートナーとして乗りこなすことができるようになるのにはまだまだ先が長そうだが。

　とまあそんなこんなで何日かが過ぎていき。

　俺おれたちが『ニコニコ霜しも降ふり乗馬教室』に通うようになって七日が過ぎたある日。

「ふう、今日も疲つかれたな……」

「はいです、お腹がぺこぺこで……」

「ああ、俺もだ。──そうだ、今日は久しぶりに日和の好きなイナゴの佃つくだ煮にでも作るか」

「わあ、ほんとですか……♪　おにーちゃんの黒くて太いいなご……♪」

　その日もそんな会話を交わしつつ乗馬教室でのレッスンを終えて桜さくら乃の日和ひより荘そうに帰ってきた俺おれたちに。

「あ、おかえりなさ～い、二人にお客様が来てるわよ～♪」

「お客？」

　と、音ね色いろさんがいつも通りにムダにルンルンな感じにそう言ってきた。

「うん、そう～♪　な～んかすっごく高貴な感じの人よ～」

「高貴な感じ……？」

　桜乃日和荘に似つかわしくない表現に首を捻ひねる。

　光琉ひかるあたりがやって来たんだろうか？　それとも唯ゆい香かたちが訪ねてきた？　だけどそれらのお嬢じよう様ズだったら音色さんたちも顔見知りのはずだからそんな持って回った言い方はしないはずなんだが……

　疑問に思いつつ客間へと向かう。

　するとそこに待っていたのは──
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「──久しぶりね、佑ゆう介すけさん、日和ひよりちゃん♪」

「あなたは……」

　そこにいたのは意外な人物だった。

　意外というか思考の範はん疇ちゆう外がいだった人物。

　俺たちに向かって手を振ふっていたのは……鷲わし津づ初うい姫ひめさんだった。

　姫ひめ乃の宮みやに先日特別理事として赴ふ任にんしてきたＯＧで、言わずと知れた姫乃宮の最大派は閥ばつ鷲津派の中ちゆう枢すうである鷲津家の長女にして、『至極の白金薔ば薇ら姫ひめ』。

　そして……鷹匠光琉に対して生徒会長の罷免を通告した相手。

　その白金お嬢様が……桜乃日和荘のどちらかと言えばというよりも明らかに庶しよ民みん的てきな客間に似つかわしくない優ゆう雅がな空気とともに悠ゆう然ぜんと出された麦茶のコップを傾かたむけている。

「どうして初姫さんがここに……」

　思わず出た言葉に。

「あら、そんなの決まっているじゃない。あなたたちに会いに来たの♪　せっかく姫乃宮に戻もどってきたのに、海で会って以来ご無ぶ沙さ汰たでしたから」

　にっこりとそう微ほほ笑えみかけてくる。

　いやここにいるってことはそういうことなんだろうが、知りたいのはそういうことじゃなくて……

　怪け訝げんな俺おれの表情から言いたいことを察したのか。

「ごめんなさいね、約束もなしに急に訪ねてきてしまって……。今日ここにやって来たのは、あなたたちに話しておきたいことがあったからなの」

「話しておきたいこと……」

　初うい姫ひめさんはこくりとうなずいて。

「ええ、そう。あのね……事情を説明しに来たの。ほら、今回の件について。あなたたちは光琉ひかるちゃんと仲がいいから、色々と気になっていることも多いんじゃないかと思って」

「それは……」

　その通りだった。

　確かに今回の件については問とい質ただしたいことがたくさんある。

　突とつ然ぜんの初姫さんの理事就しゆう任にん。強引すぎるとも言える光琉の罷ひ免めん。そして『薔ば薇らの祭典』。

　一体それらはどういう意図で行われたものなのか。詳くわしい事情は分からんが……やっぱりあの海の家でのひと悶もん着ちやくが影えい響きようしてるんだろうか。ただでさえ初姫さんたちと反目していた光琉が、『冷れい凍とうマグロ』に協力して鷲わし津づ家けが経営している『ホテルニューワシヅ』と対立したから……

　そう考えた俺を初姫さんは目で制して。

「まず分かっておいてほしいことは……私は、私たちはただ光琉ちゃんが憎にくいからこんなことをしたわけじゃないのよ」

「え？」

　……違ちがうのか？

　光琉と対立している間あいだ柄がらで、その、言ってしまえば目障りだから排はい除じよするために事を起こしたんだと思ってたんだが……

　その言葉に初姫さんは静かに首を振ふって。

「……そう思われてしまうのも無理はないかもしれないわね。もちろん私は派は閥ばつの存在は肯こう定ていしている。共通の利害関係を持つ者同士が必要に応じて集団を作ることは必要なものだと思っている。そういった意味では派閥を受け入れずに改革を実行しようとする光琉ちゃんとは相容れないでしょうね。だけど……」

「……」

「だけど……光琉ちゃんのそれも一つの考え方だと思っているわ。派閥を、そういったコネクションを一切受け入れずに単独で、個の意思を保つべきだというスタンス。そしてそういった多様な考え方も姫ひめ乃の宮みやにおいては有用だと思っている」

「え……」

　今、何て言った？

　派は閥ばつを受け入れない考え方も有用だと思ってる？

　それじゃあ何でこの人は光琉ひかるを罷ひ免めんしようとしてるんだ……

　その俺おれの疑問に答えるかのように初うい姫ひめさんはこう続けた。

「……ただし、それが一定の範はん疇ちゆうに収まっている限りは」

「……」

　それは……どういうことなんだ？

　俺の頭が寝ね起おきの爬は虫ちゆう類るいのように半はん冬とう眠みん状態なのかもしれないが、言っていることの意図が分からない。

　隣となりでは日和ひよりさんもヒマワリの種と間ま違ちがえてＢＢ弾だんを頰ほお袋ぶくろに含ふくんでしまったリスみたいな顔をしている。

　そんな俺と日和さんに。

「──派閥の否定というのはね……究極まで行き着けば絆きずなの否定と同義なのよ」

　初姫さんは、厳おごそかな声こわ音ねでそう言った。

「派閥というものは言ってみれば個々の思いや気持ちのつながりの一つの形──縁えにしと誼よしみとが合わさり派生した、人の間の有機的なコネクション……それを完全に否定するということは、すなわち人と人との結び付きや関係性を否定すること。違ちがうかしら？」

「それは……」

「私は派閥を有ゆう益えきで必要な要素だと思っている。それらを作ることができる能力やそれ自体の有用性も大いに認めている。だけどそれ以外の主義主張を全て否定して排はい除じよしているわけではない……。光琉ちゃんは……少し周りが見えなくなっているところがあると思う。詳しよう細さいは分からないけれど改革を焦あせっているようにも……。だからこそ……このまま彼女に生徒会長の役を任せておくわけにはいかないと判断したの。そしてそれは私一人の意思ではなく……姫ひめ乃の宮みやの多数の意見でもあるわ」

「……」

　そのことは確かに一理あるかもしれん。

　俺たちが協力を申し出た時に一度は断ろうとした光琉。

　あれは意固地というかともすれば周りが少しばかり見えなくなっているような状態にも思えて……

「…………」

　何と答えればいいか分からずに地じ蔵ぞうのようになっていると。

「──ねえ、佑ゆう介すけさん、日和ちゃん、私のところに来ないかしら？」

「え？」

　何の前まえ触ぶれもなく初うい姫ひめさんが俺おれたちの顔を見てそう口にした。

「ああ、勘かん違ちがいしないでね。鷲わし津づの派は閥ばつに入ってくれと言っているわけではないの。ただ私はあなたたちが気に入っている。特別理事も色々と仕事が大変なの。信しん頼らいできる相手にしか嘱しよく託たくすることができないから、もしよければ手伝ってもらえたら助かると思って♪」

「え……」

「そ、それは……っ……」

「──あ、付け加えておくと、光琉ひかるちゃんと引ひき離はなすためにこんなことを言っているわけじゃないわよ。光琉ちゃんとも今まで通りに付き合ってくれればいいし、何なら総選挙が終わった後でも構わないわ。来てくれるのならいつでも大歓迎よ♪」

「む、むう……」

「え、えと、えと……っ……」

　なんかいきなりの勧かん誘ゆうだな。

　まさか対立勢力であると思っていた鷲津派トップの初姫さんからそんなことを言われるとはメダカの浮うき袋ぶくろほども予想していなかったというか……

　完全に想定外な事態に顔を見合わせるしかない俺たちに。

「日和ひよりちゃんもだけれど……私はあなたも買っているのよ、佑ゆう介すけさん」

「え？」

　俺？

　それは馬車馬的な意味での労働力としてとかですかね……？

「だってそうじゃない？　本来ならば鷹たか匠じようと鹿ろく王おう院いん、高たか千ち穂ほに久く我が山やまに星ほし森もり──それに三み姫きも合わせれば鷲津もね──があんな風に笑い合っているなんてあり得ない事態なのよ。それを可能にしているのはあなたの存在であることに間ま違ちがいはないのだから」

「むう……」

　なんかそんなようなこと、黄金お嬢じよう様にも言われたような気がするな。

　まああの残念なお嬢様たちをひとところに集めてうまい具合にまとめていくってのはなかなかに、いや相当に困難だってのは分かるんだが、それも別に『菜園部』の部長として日和さんががんばってるからであって俺がどうこうってわけじゃないと思うし……

「ふふふ、謙けん虚きよなのね♪　それともまだ自分の可能性に無自覚なだけなのか……どちらにせよ、貴方あなたに対する評価は変わらないけれどね。返事は今すぐにとは言わない。でも……それなりに期待して待っているわ♪」

　そうパチリとウインクをすると、初姫さんは手にしていた麦茶をテーブルに置いて立ち上がった。

「──さ、それじゃあ私はそろそろ戻もどるわね。行き先も言わずに黙だまって一人で出てきちゃったから、今いま頃ごろ次つぐ姫ひめちゃんが怒おこっているかもしれないし♪」

「あ、じゃあそこまで送って──」

「大だい丈じよう夫ぶよ。裏に車を待たせているから。それでは、ごきげんよう♪」

　そう言って初うい姫ひめさんは颯さつ爽そうと帰って行った。

　本当に分からない人だ……







　　　５




　そんな初姫さん到とう来らいイベントを経て、さらに数日が経過した。

『ニコニコ霜しも降ふり乗馬教室』に通うようになってからほぼ十日。

　日和ひよりさんが黒こく王おう号ごうのお世話をするようになってからも、一週間ほどが経っていた。

　劇げき的てきな関係の改善とまではいかなかったが、それでも少しずつは黒王号も心を開いているようだった。

「はい、ご飯の時間ですよウマ……」

　ブルルルル……

「はい、たてがみをとかしますよ……じっとしていてくださいウマ……」

　ブルッ……

　まだまだ無愛想でつっけんどんではあるけれど、確実に最初の頃ころよりは態度が柔やわらかくなってきている。

　うーん、日和さんの地味だけどその分だけ直ひた向むきな人ひと柄がらは、人間よりも本能で生きる動物には余計に伝わるってことだろうか。

　とはいってもまだ背中に乗せてもらえるまでにはなってなかった。

　首もとを撫なでさせてくれたり、手た綱づなを引いていっしょに散歩に出るくらいまでがせいぜい。

　やっぱり背中に乗せるってのは馬にとってもハードルが高いのかね。人間であっても握あく手しゆとハグとの間には差があるみたいな。

「……」

　ともあれそんな感じに残りの牧場での日々は過ぎていった。

　乗馬訓練と黒王号のお世話な毎日。

　それは日々の学校生活の両立も考えると時間的にも体力的にも決して楽とばかりは言えない時間だったが……日和さんはどこか楽しそうだった、

　そして乗馬訓練開始から十五日ほどが経って。

　いつものように訓練が終わって馬具の片付けなどをしていた日和さんの前に……それは現れた。

「──久しぶりね。小こ春はる原ばら日和さん」

　姫ひめ乃の宮みやの制服を着た三人組のお嬢じよう様。

　眼鏡をかけた気の強そうなお嬢様を筆頭に、その左右を固めるようにして二人のお嬢様が付き従っている。

　ちなみに三人とも……馬に乗っていた。

「……こうしてまたあなたと対たい峙じする時が来るとは思わなかったわ。おかげであの時の失態を、雪せつ辱じよくを晴らすことができる……。このような機会を与えてくれた初うい姫ひめ様と次つぐ姫ひめ様の御み心こころ、そして天の采さい配はいに感謝しているわ」

　こちらに強い視線を向けながらそう声を上げてくる。

　その声音はお嬢様の表情と同じように厳しい響ひびきを多分に含ふくんでいる。

　だけど一つ解せないことがあった。

　それは何かというと──




「え、えと……ど、どちらさまでしたっけ……？」




　抱いだいていた共通の疑問を日和さんが口にした。

　いやそれなんだよ。

　基本的にして根本的な疑問。

　この眼鏡お嬢様……どこかで見た覚えはあるんだけど具体的にだれだったかが思い出せないんだよな。

「な、な……」

　その言葉に眼鏡お嬢様たちは絶句しているようだった。

　ふるふると肩かたをふるわせて声すら出せずに顔をうつむかせている。

　だがすぐに気を取り直したかのようにこっちを睨にらみ返かえしたかと思うと。

「……わ、私は梟きよう本もと冴さ織おりよ。あなたたちに百人一首で敗れた、鷲わし津づ派は本隊の幹部にして一年鷲津派副ふく盟めい主しゆの……！」

「百人一首……」

　……ああ！

　その言葉で記き憶おくがつながった。

　最初は彼女が鷲津三み姫きだと勘かん違ちがいしていた……

　あの時は三姫の正体（？）についての驚きが一番のインパクトだったし、このお嬢様は色々と出張ってきてた割には印象が薄うすかったんですっかり記憶から吹き飛んでた。

「く、くっ……まさかこのような扱あつかいを受けるとは……！」

「さ、冴織さん、お気を確かに……！」

「ちょ、ちょっと相手の頭が悪かっただけですよ！　……た、たぶん……」

　取り巻きの二人のお嬢じよう様が馬を寄せてそうフォローする。

　そういえばこの三人が乗っているのはここの『ニコニコ霜しも降ふり乗馬教室』の馬じゃないみたいだけど、まさかこのお嬢様たち馬に乗ったままここ（姫ひめ乃の宮みやから電車で八駅）までやって来たってわけじゃ……ないよね……？

　お嬢様たちの交通手段について多少の疑問を抱いだいていると冴さ織おり──猛もう禽きんお嬢様は馬の頭をヒヒーンと俺おれたちの方へと向けて。

「……ゴホン。初うい姫ひめ様が、あなたたちのところを訪れたそうね」

「え？」

「……初姫様が直々にあなたたちの薄うす汚ぎたないウサギ小屋を訪問なさったと聞いたわ。供もお連れにならずにお一人で出向かれて、さらに御自身のお仕事のサポートにお誘さそいになったとか……」

「ん、ああ……」

　確かにそういった事実はあった。

　その意図はよく分からなかったが、桜さくら乃の日和ひより荘そうをわざわざ訪問してくれてさらにはなんかいっしょに仕事をしないかと誘ってくれた事実。

　だがそれが気に入らなかったのか。

「……いい気になってもらっては困るわ。初姫様は優しいお方……あなたたちのような下層市民でも一度お知り合いになってしまった以上、鷹たか匠じよう光琉ひかるとともに墜おちていくことを見過ごすことができなかったのでしょう。ゆえに救いの手を差し伸べようとしてくださった……そうに違ちがいありません！」

　びしっとこっちを指さしてそう鋭するどい声を飛ばしてくる。

　周りの取り巻きたちも。

「そうですわ！　勘かん違ちがいしないことですわね！」

「馬に乗ることもままならない下げ賤せんな庶しよ民みんが『薔ば薇らの花はな弁びら』になろうだなんて片かた腹はら痛いたい！」

　ヒステリックに声を上げてそう睨みらみ付つけてくる。

　さらにそれだけでは飽あき足たらなかったのか、一通り文句を言い終わると、取り巻きたちは馬を動かして俺たちの周りをグルグルと回り始めた。

「きゃ、きゃっ……」

「何を……！」

　見上げて睨み返すも。

「あら、遠えん慮りよなさらずに！　あなたたちに馬術とは何たるかを身をもって教えてさしあげようとしていますのに！」

「ほらこれが方向転てん換かん、これが速はや歩あしですわよ！」

　そう笑いながらさらに勢いよく馬をけしかけてくる。

　雰ふん囲い気きとしてはインディアンとかが狩りの時に獲え物ものの周りをグルグル回る感じか、あるいは北●の拳けんで肩かたにトゲを付けたアッパッパーな無法者たちがバイクでヒャッハーする感じだろうか。く、お嬢じよう様のクセにムダにワイルドな……

「大だい丈じよう夫ぶだ、日和ひより。ただの威い嚇かくだろうから……」

「は、はい……」

　日和さんを背中にかばうようにしてお嬢様＠ヒャッハー状態on馬との間に立ちはだかる。

「……」

　そんな中、猛もう禽きんお嬢様だけはその場から動かずに後ろでそれを黙だまって見ていた。

　馬の上で両手を組んでこっちをただ見下ろしている状態。

　だがやがて一歩だけ（馬が）前に出たかと思うと。




「……私は、会計として『薔ば薇らの祭典』に立りつ候こう補ほいたします」




「え？」

　おもむろにそんなことを口にした（周りではまだ取り巻きたちがヒャッハー）。

「会長に立候補される次つぐ姫ひめ様をサポートして、この姫ひめ乃の宮みやを鷲わし津づの威い光こうで満たすために……。そして……当選したあかつきには、姫乃宮内にあるバードハウスと水すい槽そう棟とうの撤てつ去きよを要よう請せいしようと思っています」

「……！」

　何だって……？

　その言葉に思わず日和と顔を見合わせる。

　バードハウスと水槽棟。

　あそこには日和さんお気に入りの軍鶏しやものタッキーとピラニアのあやせちゃんがいる。

　まさかそれを知っての発言か……

　そのことを裏付けるかのように猛禽お嬢様は不敵に笑って（周りではまだ取り巻きたちがヒャッハッハー）。

「……軍鶏やピラニアなどという凶きよう暴ぼうで危険な生物は姫乃宮には必要ありません。粗そ野やで不適格で何よりも品格に欠ける……。軍鶏の代わりには孔く雀じやくを、ピラニアの代わりには錦にしき鯉ごいを配置することを宣言いたします」

「……」

　まあ……軍鶏もピラニアも確かにお嬢様の住まう場である姫乃宮ではかなり浮ういてる存在であることは揺ゆるぎない事実ではあるんだが……それでもこの猛禽お嬢様の言っていることは一方的でかつ独善的だってのはタッキーとあやせちゃんにそこまで思い入れのない俺にだって分かる。

「ちょっと待て！　それはいくら何でも……」

「……お黙だまりなさい部外者。少しばかり初うい姫ひめ様に目をかけられているからといって……あなたが姫ひめ乃の宮みやの生徒でないことには変わりはない。口出しする権利などありません！」

「くっ……」

　悔くやしいが……それはその通りなんだよ。

　いちおうは特別門外顧こ問もんなんて肩かた書がきをもらってはいるが、実際はただの一外部高校生だ。

『菜園部』に関すること以外で、姫乃宮内部で決定されたことについてどうこう言う資格は……おそらくない。

　猛もう禽きんお嬢じよう様の言葉に言い返せずにいると。

「……せ、ません……」

「え……？」

「そ、そんなこと……さ、させません……っ……！　たっきーもあやせちゃんも大事なお友達なんです……それをそんな、わたしたちの一方的な都合でどこかへ放ほう逐ちくするなんてそんなこと……！」

　隣となりで日和ひよりさんがそう声を上げていた。

「……させないといってもどうするつもりですか？　あなたにはそんな権限などない。生徒会で正式に決められたことは一生徒に覆くつがえすことなどできないのだから」

「……そ、それは……」

「鷹たか匠じよう光琉ひかるに泣きつきますか？　だけど『薔ば薇らの祭典』が終わり会長でなくなっている彼女には何の力もない……あなたと同じただの一生徒に過ぎない。きっと何もできずに終わることでしょう」

「……」

　その言葉に日和は少しの間沈ちん黙もくしていた。

　何かを考えこむ仔こ犬いぬのようにそのちんまい身体をぷるぷるとさせた沈黙。

　だがやがて勢いよく顔を上げたかと思うと。

「……で、でしたら……」

「日和さん……？」

　ちょっとだけイヤな予感がした。

　このパターンはまさか……

　そんな俺おれの不安に肯こう定ていするかのように、日和はぐっと両手を握にぎりしめると。




「……わ、わたしが……会計に立りつ候こう補ほ……します……っ……！」




「え……？」

　ひ、日和さん……今、何て……？

「わ、わたしが会計となって、バードハウスと水すい槽そう棟とうを守ります……っ……！　たっきーとあやせちゃんを里子に出させたりなんてしません……っ……」

　真まっ直すぐに猛もう禽きんお嬢じよう様の顔を見返してそう声を上げる。

　カッ……！

　同時に日和ひよりさんの全身から溢あふれんばかりの黄金色のオーラが翼つばさのように天に向かって放出されて。

　さらに。

　ブルルルルルルルルルルルルルッ！

「え……？」

　それに呼応するかのように馬ば房ぼうを突つき破やぶって、黒こく王おう号ごうが一直線にこっちに向かってきた。

　そしていまだに周りでヒャッハーしていた取り巻きお嬢様たちの馬を「ヒヒンッ!?」と跳はね飛とばすと、そのまま日和さんの襟えり首くびをくわえて持ち上げて自らの背中に乗せる。

　トスン……

「あ、え、えと……」

　戸と惑まどう日和さんに。

　ブルルルルルルルルル……

　黒王号が優しく鼻をすり寄せてくる。

　どうやら……日和のことを助けてくれたみたいだ。

　天に向かっていななく黒王号。その背に鎮ちん座ざする黄金オーラに包まれた日和さん。その傍かたわらで従者のように立たち尽つくす俺おれ。

　世紀末覇は王おう日和さんが完成した──瞬しゆん間かんだった。

「ひ、ひいっ……な、何ですのこの生き物は……？」

「う、馬……!?　い、いえそれにしてはこんな……」

　突とつ然ぜんの黒王号の乱入にパニックになる取り巻きたちを横目に。

　猛禽お嬢様は多少狼ろう狽ばいした様子を見せたもののすぐに気を取り直して顔を上げると。

「……あ、あなたが、立りつ候こう補ほですって……？　面白い……下等な貧乏人風ふ情ぜいに何ができるというのか……見せてもらいましょうか！」

「……や、やってみせます……！　た、たっきーとあやせちゃんは……ま、まもりきってみせます……っ……」

「……」

「……」

　厳しい表情で対たい峙じする二人。

　その横で黒王号がヒヒヒヒヒヒーン！　と力強く声を上げていて。

「…………」

　──こうして。

　日和ひよりさんが会計として『薔ば薇らの祭典』に立りつ候こう補ほ……することとなってしまったのだった。
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「……り、立りつ候こう補ほって、どうしたらいいんでしょうか……？」

　翌よく日じつ。

　フルメンバーが揃そろった『菜園部』の部室で。

　そんな今にも泣き出しそうな日和ひよりさんの声が地味地味しく響ひびいていた。

「……い、言った言葉にうそはないです……たっきーとあやせちゃんをどこかへ遠くへ旅立たせるわけにはいかなくて……で、でもわたしなんかが、おそれおおくも会計さんに、立候補なんて……」

　チワワみたいに声を小さくしながらふるふると身体を震ふるわせる（←一日経って興奮が冷めたらしい）。

　うーん、あの黒こう王おう号ごうの背中に乗って黄金オーラを放ちながら世紀末覇は王おうの雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた時とは別人のようというか……

「……」

　まあでもあの流れでは勢いでああ返すのはしょうがないというか、必然だろう。

　あの猛もう禽きんお嬢じよう様は会計に当選したら本当にタッキーとあやせちゃんを放ほう逐ちくするだろうから、黙だまっていられなかったのは日和さんとしては当然のところだと思うし……

　周りで話を聞いていた唯ゆい香かたちも。

「日和ちゃんがそう言っちゃうのも当たり前だよ！　てゆうかその場にいたら私がおんなじこと言ってたかもしれない。そんな勝手な理由でたっき～とあやせちゃんを追い出すなんて、横暴だもん！」

「性せい癖へき濫らん用ようです～」（職しよつ権けん濫用って言いたかったんだろうな……）

「小こ春はる原ばらさんにとって大切な存在ならばたとえ鳥ちよう獣じゆうや魚類といえども私にとっても家族同然……見過ごせないわ」

　そう言ってきてくれる。

　特に唯香は中等部の時に飼し育いく委員をやっていたこともあってタッキーたちには思い入れもあるからなおさらなんだろう。

「ん～、こうなった以上は私たちも日和ちゃんの立候補を応おう援えんするよ！　友達としても『ぴよの団』としても放っておけないし、『薔ば薇らの花はな弁びら』は必ずしも一人にしか付いちゃいけないって決まってるわけじゃないし～！」

「サポートします～♪」

「小春原さんは共に世界を救うべき盟友ですわ」

「……お手伝い、させてください……」

「光琉ひかるお姉様と小こ春はる原ばらさん……その双方を手伝えるなんて、これ以上ないくらい喜ばしいことだわ」

「いかに冴さ織おりとはいえ……そのような身勝手を黙だまって見ているわけにはいかない。手伝わせてくれ」

「ゆ、唯ゆい香かちゃん……みんな……」

　その言葉に日和ひよりが感極まったように口元に手を当てる。

　そんな日和を囲むようにして唯香たちが集まって……むう、何だかいい光景だな。いかにも青春というか金●先生とかにありそうな一シーンというか。……まあ守るべき対象が結論的には軍鶏しやもとピラニアだってのは若干アレな気もするが。

「それでそれで、どうするつもりなの～？　もちろん『薔ば薇らの祭典』本番に向けてもだけど、その前に『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』での前ぜん哨しよう戦せんがあるんだよね？」

「あ、は、はいです……」

　唯香の言葉に日和がこっくりとうなずき返す。

　そう。

　実のところ、問題となっているのは日和さんの会計立りつ候こう補ほ宣言だけではなかった。

『姫薔薇祭』での前哨戦。

　それがいったい何のことを言っているのかというと、実のところ昨日『ニコニコ霜しも降ふり乗馬教室』で猛もう禽きんお嬢じよう様と交わしたやり取りには続きがあった。

　その内容は──







「……本当に、立候補して私と争うというのね？」

「……は、はいです……っ……」

「……いいでしょう、無む駄だな試みだとは思うけれど……。──ですが、それならば前哨戦を行ってみませんこと？」

「前哨戦……？」

　と、猛禽お嬢様がそんなことを言い出した。

「そうです。二週間後に姫乃宮では『姫薔薇祭』が行われることは知っているでしょう」

「は、はい……」

　猛禽お嬢様の言葉に日和が小さくうなずき返す。

『姫薔薇祭』というのは十月の下旬に行われる文化と芸術との発表会で、いわゆる普ふ通つうの学校で言うところの文化祭のことだ。ただ姫乃宮ではクラス単位の出し物というのはなく、全て部活単位で参加とのことで、確か『菜園部』も喫きつ茶さ店てんを催もよおすことになっていたはずである。

　その『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』で一体何をやろうって言うんだ？

　怪け訝げんな顔になる日和ひよりさんと俺おれに。

「なに、簡単なこと……。あなたたち『農民部』が『姫薔薇祭』で茶さ寮りようをやろうとしていることは承知しています。ならば我々も……同じく茶寮を催もよおしましょう。そこでどちらの茶寮がより優れた結果を残せるかを競おうということです」

「え……」

　喫茶店で勝負……？

「会計という職務の役割は、与えられた予算の中でいかに利益を計上するか、上質な財政を維い持じするかにかかっていると言っても過言ではない……。その素養を計るのには、茶寮の経営はこれ以上ないくらいの絶好の機会だと思いますが」

　眼鏡の位置を直しながら淡たん々たんとそう言ってくる。

　つまりはいかに喫茶店をうまく運営できるかで勝負しようってのか。

　確かに会計という以上もしも当選したら将来的にはそういった事案を扱あつかうことになるんだろうから、その内容は妥だ当とうなのかもしれんが……

　その挑ちよう発はつに。

「わ、わかりました……っ……！」

「日和？」

「その前哨戦……や、やりますです……っ……！」

「ふふ、そう」

　その返答に猛もう禽きんお嬢じよう様はニヤリと笑って。

「楽しみにしているわ。──ああ、心配しなくともあなたたちが負けたところで何かペナルティを科したりするつもりはありませんから。私はただ思い知らせたいだけ……あなたたちなど所しよ詮せんは路ろ傍ぼうの石ころで生徒会という聖域には、いえこの姫ひめ乃の宮みやという選ばれた宝石たちの集う場所には不適格だということを！」

　そうキッパリと言い切ると。

「──さあ、帰りますよ。いつまでみっともない姿を見せているの」

「あ、は、はい」

「ま、待ってください冴さ織おりさん」

　取り巻き二人を引き連れてその場を去っていった。

　……三人とも馬に乗ったまま。

「…………」

　……や、余計な心配かもしれないが、あれで公共の道路とかをパカパカと闊かつ歩ぽしていくつもりなんですかね、あの猛禽お嬢様たち……？
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　──とまあ、そういうわけなのである。

　日和ひよりさんの会計立りつ候こう補ほに加えて猛もう禽きんお嬢じよう様との前ぜん哨しよう戦せん。

　突とつ発ぱつ的てきに発生した二つの大問題。

　不ふ可か避ひ的てきに結びついたそれらを、これからどうしていくべきか対策を考えているというわけだったりする。

「とにかく順番的に考えてもまずは二週間後の前哨戦とやらだな。喫きつ茶さ店てんをどうするかだが……」

「あ、は、はい。これまでの予定だと、『菜園部』としましてはお野菜喫茶をやることにしていたのですが……」

「お野菜喫茶……」

「はいです。来ていただいたお客さんに好きな野菜を観賞していただいて、同時に自家製のお茶を飲んでいただくというものです」

「……」

　また地味というかそのまんまのネーミングだなあ。あれだ、近所の菜園が趣味のおじいちゃんおばあちゃんたちが自分の畑の自じ慢まんの野菜を見せ合いつつやってたお茶会みたいだ。

　よくは分からんが……それであの猛禽お嬢様を相手にするのは厳しいんじゃないか？　何だか相当に自信があるみたいだったし……

　にしてもそもそもそもあの猛禽お嬢様は何だってそこまで自信があるんだろうね？

「なあ、相手のあの冴さ織おりってお嬢様はどんなやつなんだ？」

　なのでその旨むねを訊きいてみると。

「梟きよう本もと冴織さんだよね？　確か昔からの生きつ粋すいの鷲わし津づ派はで……。──あ、梟本ってもしかして」

「？」

「もしかして梟本ってあの梟本家かな～？　銀行系の……」

　唯ゆい香かの言葉に三み姫きがうなずいて。

「……うむ、その通りだ。冴織の家はここ最近台頭してきている銀行の家だ。一族でふくろう銀行を経営している」

「あ、やっぱりそうだよね？」

「ああ、冴織はその長女にあたる」

「……」

　うーむ、それってマズイんじゃないのか？

　家が銀行の一族ってことは当然そういった会計の能力も他の人よりも長けているだろうし、そもそも自信があったからこそこんな勝負を持ちかけてきたんだろうし……

「……そうだな。私がまだ一年鷲わし津づ派はの盟めい主しゆだった頃ころ、冴さ織おりには副盟主として会計役を担当してもらっていた。優秀な会計だったよ」

「…………」

　やっぱりか。

　とすると当然のごとくそういった会計関係には趣味でつけているお小こ遣づかい帳ちよう以外にはまったくの素人である日和ひよりとでは、マンモスとアリもいいところだ。

　そうだとすると前ぜん哨しよう戦せんとやらがどういう条件で行われるのかが重要になってくる。相手も勝負内容が本職（？）である以上プライドにかけて本気でかかってくるだろうし、最初から予算の段階でそのふくろう銀行とやらの財力を駆く使しされたらもう勝ち目はないだろうし……

　その懸け念ねんに唯ゆい香かが。

「あ、えっとね、それはだいじょうぶだと思う。『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』の出し物では決まった予算が『姫薔薇祭』実行委員会から与えられるんだよ。喫きつ茶さ店てんなら喫茶店で、確か予算の額は決まってたと思う。それ以上を勝手に注ぎ足ししたりすればそれは規則違い反はんになると思うから」

「そうなのか？」

「うん、だから条件としては公平になるんじゃないかな」

　ぴっと指を立てながらそう言ってくる。

　だとしたら本当にガチのプロデュース勝負か。

　限られた予算の範囲内でいかにいい喫茶店を作っていくかがポイントになるわけであって……

「……ちなみにその予算っていくらくらいなんだ？　五万円くらいか？」

「う～ん、ちゃんと確認したことないけど、確か五十万円くらいだったんじゃないかな～？」

「……」

　……今のは俺おれの聞きき違ちがいでしょうか？

　なんか異次元の金額が飛び出してきたような気がしたんですが。

「あ、違った。去年は確か百万円だったんだ。喫茶店とかの飲食系が百万円で、それ以外の展示系とかが五十万円だったかな？」

「…………」

　……車が一台買えちゃうよ!?

　何なのその喫茶店は？　純金のケーキとか出してくれるの!?

　あり得ない大おお盤ばん振ぶる舞まい過ぎる予算設定に一いつ瞬しゆんだけプチパニック状態になる。世間は不ふ況きようとかインフレとかで大変だってのに、この姫ひめ乃の宮みやはいつだってバブリーなんですかね……

　……ま、まあとりあえず予算の面では不足はこれっぽっちもなさそうだってことは分かった。

　だとするとそれを踏ふまえた上で、どうあの猛もう禽きんお嬢じよう様に対たい抗こうしていくかってことなんだが……

「……当然あの梟きよう本もとの家の者なら、会計と経営の能力には長けていることでしょうね。さらに彼女は鷲わし津づ派は本隊の幹部でもある……その派は閥ばつの力も十二分に駆く使しして、考え得る限りの最高の茶さ寮りようをプロデュースすることでしょう」

　美み咲さきが厳しい声こわ音ねでそう言う。

　そうなんだよな。

　前提条件が公平だとしても、その後の展望においても今のところ相手の方が圧あつ倒とう的てきに有利で、日和ひよりさんが不利ってことには変わりない。

　何とか状じよう況きようを打開する方法を考えんと……

「だったらさ、私たちも使えるものは使って対たい抗こうしようよ～！」

「え？」

「ほら、知り合いの料理店のシェフとかにお願いして、メニューを手伝ってもらうとか～」

「ハイ●ーメディアクリエイターの方ならうちの執しつ事じのお友達にいますよ～♪」

「フレンチならば五つ星のお店に当てがあるわよ？」

「む、そういうことなら私も和食の板前になら心当たりが……」

　唯ゆい香かたちが次々にそう申し出てきてくれる。

　それはこの上なく頼たのもしくてこの上なくありがたいことなんだが……

「…………」

　でも……それはなんか違ちがうんじゃないのか？

　おそらく猛もう禽きんお嬢じよう様たちが作り上げてくるであろう完かん璧ぺきに整えられたセレブでエレガントな喫きつ茶さ店てん。

　それに対抗するためには、一見すると今唯香たちが言っているようにこちらも同じレベルで洗練されたラインナップを揃そろえるしかないとも思われる。

　だけどお嬢様力にお嬢様力で対抗しようとしても……それは本ほん末まつ転てん倒とうな気がするんだよ。同じ土俵に上がってしまってはどうやったって日和さんの方が不利だし、それはお嬢様たちがお嬢様たちであるがゆえに見えなくなっている欠点をも同じように見落としてしまうことにもなる。そのことは姫ひめ乃の宮みや入学以来実感させられ続けてきていたことだし、先日の『冷れい凍とうマグロ』と『ホテルニューワシヅ』との一件でも改めてそう感じさせられた。

　俺おれたちが、日和さんがそういったお嬢様力に太刀打ちするためには、自分たちだけの信念に基づく確固たる道を模も索さくせんと……

「あのさ、みんな。そういった路線もいいとは思うんだが……」

　だから立ち上がってそう言いかけて。




「──あ、あのっ……」




　横からの地味な声に遮さえぎられた。

　見れば隣となりの日和ひよりさんが……おずおずと手をあげながらそう声を発していた。

「日和……？」

「あ、あの……唯ゆい香かちゃんたちの気持ちはうれしいです……わたしのために色々考えてくれて、ぜんしょうせんのために手を尽つくそうとしてくれて……で、ですが……」

「？」

「そ、それはなにか違ちがうような気がするんです……その、梟きよう本もとさんたちのやり方にしょうめんから向こうをはるのは……」

　遠えん慮りよがちに、だけど確かな意思を込めてそう小さくつぶやくと。

　日和はみんなの顔を見回して。

「──あ、あの……っ、いいでしょうか……？　わたしに一つ提案があるのですが……」
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　──秋の定期試験から『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』までにあまり期間がないのは、何でも基本的に準備期間というものを考こう慮りよに入れていないからだという。

　通常の高校ならば一ヶ月ほどは確保される準備期間。

　石を投げれば社長令れい嬢じようかどこぞの王室関係者か政治家親族に当たると言われるこの姫ひめ乃の宮みやにおいては、基本的にそういった準備作業は専門の業者やそれぞれの家の執しつ事じやメイドに任せるため、このようなシステムとなったらしい。

　ゆえに自分たちで一から準備をする部活は存在しない。

　大たい抵ていは業者に指示の電話をしたり執事たちにお願いをするだけである。

　──この、『菜園部』を除のぞいては。

「ねえねえ、そこの飾かざり付つけはこんな感じでだいじょうぶかな～？」

「ば、ばっちぐ～、です。ゴーヤさんを使ってうまく緑のカ～テン風にできればと……」

「は～い、りょうか～い♪」

「日和ちゃん～、こちらのふとくてながいイチモツ（子宝ナスです）はどこに置けばいいのでしょうか～？」

「あ、そ、それはですね……」

　唯香たちの元気な声と日和さんの地味な声が青空の下に響ひびく。

「鍬くわやスコップはいくつほど用意しておきましょうか～？　少し多めに揃そろえておいた方が～？」

「あ、はいです。ひとまずは十個ずつくらいあれば……」

「必要なら我が『刈デりス取サるイ者ズ』を提供してもよろしくてよ？」

「あ、ありがとうございます、皐さ月つきちゃん。足りなくなったらぜひ……」

「ちょっと久く我が山やまさん、あなたのそのワケの分からない妄もう言げんは控ひかえてもらえない？　小こ春はる原ばらさんが困っているじゃない」

「な、何ですって……！　言うに事欠いて妄言とは……雀すずめヶが原はらさん……あ、あなた、我が『刈デりス取サるイ者ズ』のサビになりたいようですわね！」

「……け、けんか、だめです……」

「ふふ、仲がいいな」

　日和ひよりさんたち『菜園部』が主しゆ宰さいすることにしたのは、野菜喫きつ茶さ『ベジタブル・ふぇあり～♪』。

　野菜喫茶というネーミング自体は最初にあがっていたものと同じである。

　ただし引ひき継ついだのはその名前のみで、中身はまったくの別物。

　野菜を観賞しながらお日様の下でお茶を飲むというお年寄りたちの寄り合いみたいなものではなく……まったく新しいコンセプトを基調とした喫茶店。

　キーワードは『手作り』と『体験』、そして『おもてなしの心』。

　具体的にはお客さんたちに自分で好きな野菜を選んで収しゆう穫かくしてもらって、それを料理や飲み物として出す。もちろんそれらの料理は全て日和さんたちの手作りだし、店てん舗ぽとなる部室の飾かざり付つけなども全てハンドメイドである。

　さらにそれぞれが野菜をモチーフにした衣装を作って、当日はそれを着て接客をしたり、各人のキャラに似合ったオリジナルメニューを考案して（たとえば日和さんは癒いやしをテーマとした『フルーツパプリカ入りヨーグルトドリンク』、唯ゆい香かは疲ひ労ろう回復をテーマとした『完熟トマトゼリー』、日向ひなたは精力強きよう壮そうをテーマとした『スタミナゴーヤ＆子宝ナスドリンク』など）それらを自ら作ってお客さんに出す。

　決して華か美びで優ゆう雅がではないが……心のこもったおもてなし。

　おそらくは猛もう禽きんお嬢じよう様が全力でプロデュースしてくるだろう完かん璧ぺきに整えられた喫茶店とは、ある意味では反対のコンセプトを擁ようしたものである。

　何だってこうしたコンセプトが出てきたのかというと。

　それには日和さんが言った一言がきっかけとなってるんだよ。







『──あ、あの……っ、いいでしょうか……？　わたしに一つ提案があるのですが……』

『？』

『喫茶店のことなのですが……その、わたしたちはすべて手作りでやってみませんでしょうか……？』

『手作り……？』

『は、はいです。うまく言えないですけど、全てをだれか他の方にお願いしていいものを揃そろえるのは、なにか違ちがうような気がするんです……。夏休みに『冷れい凍とうマグロ』で働いた時も感じたことですけど……や、やっぱり何かをするのなら、わたしは〝おもてなしの心〟を大切にしたいと思うんです。来てもらったお客さんにはせいいっぱいの感謝を向けて、心の底からくつろいで満足して帰っていってもらいたい……そのためにわたしたちができることは、やっぱり自分たちの手で何かをやることなんじゃないかって……』

『日和ひよりちゃん……』

『そ、それが大変なのはわかっています……もしかしたらぜんしょうせんの勝ち負けという意味では不利かもしれないのも……。で、でも、わたしはやっぱりそちらの道を……〝心〟と〝気持ち〟を大切にする道を選んでみたくて……』

　みんなの顔を真まっ直すぐに見ながら一いつ生しよう懸けん命めいにそう説得する。

　その言葉に唯ゆい香かたちは少しの間黙だまっていたが。

『──そっか～……うん、そだよね♪』

『え……？』

『日和ちゃんの言う通りかもしれない。私たち、勝負にこだわるばっかりに大事なことを見落としかけてたかもしれないね』

『大事なのは性意の心です～』（誠意って言いたかったんだろうな……）

『世界を救うのは単純な力ではなく心のパワー……フォースだということですわね！』

『──そうだな、小こ春はる原ばらさんたちの強みは、そうやって自然と人のことを思いやれる心なのかもしれない……』

『そ、それじゃあ……』

『うん、〝おもてなしの心〟、了解だよ♪　すっごくいいコンセプトだと思うし、なんてったって菜園部の部長は日和ちゃんだもんね♪　部長決定にはしたがっちゃうよ♪』

『……いいと、思います……』

『小春原さんの言うことに、私が反対するわけがないじゃない』

『あ……』

　その言葉に日和さんが少しだけ目をじんわりとさせて。

『菜園部』が向かうべき方向性が決まったのだった。







　──というわけなんだよ。

　直ひた向むきで一生懸命な日和さんの言葉と決意。

　それが発ほつ端たんとなって、風向きが一気に変わった。

　あとの細かいネタやアイデアなどはみんなでいっしょになって考え出したものだったが……それでもその根幹にあるコンセプトとキーワードは日和ひよりさんの熱意が生み出したものであることには間ま違ちがいない。

　それはこの流れの中心が紛まぎれもなく日和であることを意味しているのであって……

「……」

　──日和さん、成長したな……

　地味ながらも意気込みに溢あふれ思いのこもった行動で、伝えるべき大事なこと全てを自分の言葉と気持ちとで語った。

　その真まっ直すぐさがみんなの心を動かした。

　姫ひめ乃の宮みや入学以来その片へん鱗りんは見せていたが、ほんの少し前までの俺おれの後ろで地味にもにょもにょとしていた頃ころとは大おお違ちがいというか、ここに来てまたさらに著いちじるしい成長を見せているような気がする。魚にしてみればイナがボラになったみたいな。それは俺にとっても喜ばしくて嬉うれしいことであるんだが……少しだけ寂さびしいと感じてしまう部分もあるのは微び妙みようで裏腹な親心ならぬおにーちゃん心なのかね。

「…………」

　ともあれ向かうべき方向は定まって。

　そういう次第でその日から〝おもてなしの心〟をメインコンセプトに据すえるスタイルにシフトして、一から野菜喫きつ茶さ『ベジタブル・ふぇあり～♪』を作っていくことになったわけである。

　昼休みや放課後に。

「さ、それじゃまずはお店の外観からやってこうか～。基本の方向性は野菜の妖よう精せいたちが住んでるところって感じだよね～？」

「あ、はいです。お野菜さんと果物さんの楽園で、にぎやかな中にも安らぎやいやしの要素を表現できれば……」

「だったらトマトやパプリカで色しき彩さいにコントラストをつけたり、キュウリなどのツル系の野菜を壁かべに伝わせたりするのも有効ね」

「子宝ナスは外せません～♪」

「…………バナナ、好きです……」

「うん、入り口のところにゲートを作るというのはどうだろうか？　野菜の家という異空間への扉とびらをイメージして……」

　みんなで協力して、毎日少しずつだが作業を進めていく。

「日和ちゃ～ん、ここのジュースバーなんだけど、野菜と果物の種類ごとに何かイラストとかを添そえた方が面白いかな～？」

「あ、そうですね、あった方がいいと……」

「あら、イラストですの？（きらん！）　イラストなら私に任せてくださいな。どんなものでも描かいてみせますわよ！」

「へ～、皐さ月つきちゃん、イラスト得意なんだ～？」

「ふふふ、私の『神の右手』は無敵ですわよ……♪」

「よ、よろしくお願いしますです、皐月ちゃん……」

　日和ひよりを中心として一いつ致ち団だん結けつしたまとまり具合。

　それはこの上なくナイスなチームワークで目を見張るべきものだったのだけど……

「……」

　だけど……一つだけどうしようもない問題があった。

　それは時間。

　やはり圧あつ倒とう的てきに時間が足りない。

　二週間という期間は、やはり自分たちだけで一から全て催もよおし物ものを作っていくのには短すぎた。

　やることは店てん舗ぽとなる部室の飾かざり付つけやら衣装の作成やら当日収しゆう穫かくしてもらう野菜の準備やらそれこそ山ほどあるし、その作業量の割には人手が足りない。昼休みも放課後もそれこそ十五分休きゆう憩けいすらも準備にあてていたが、それでも作業は大おお幅はばに遅おくれ気ぎ味みだった。

　臨時の措そ置ちとして。

「はいは～い♪　音ね色いろさんは何をやればいいの～？　力仕事と頭ず脳のう労働以外なら何でもおっけ～よ～ん♪」

「……く、ピヨのためとはいえどうして私がこんな肉体労働を……」

「ポスターや宣伝用の写真なら任せてくだされ。──おお、あそこにお嬢じよう様女子高生の姿が……っ！」

「いいから黙だまって働いてください。代わりにこれが終わった後の向こう一週間の夕食は奮発しますから……」

「わ～い、音色さんビフテキがいいな～、脂あぶらたっぷりの霜しも降ふりビフテキ～♪」

「……ふん、そういうことなら仕方ないわね。……か、勘かん違ちがいしないでよ、私はピヨのために動いてるんだから。決して夕食のあんた特製の鮭さけイクラ親子雑ぞう炊すいに目がくらんだわけじゃないわ。いい？」

「拙せつ者しやはエビフライがいいでござるなー」

「……」

　夕食のランクアップをエサに（文字通り！）、昼間っからそれぞれの部屋でゴロゴロゴロゴロとヒマそうにしていた桜さくら乃の日和ひより荘そうのダメ人間たちを引っ張ってきたが。

　三十分後。

「……ひ、ひぃひぃ……ふぅふぅ……も、もうだめ……音色さんこれ以上動けな～い……」

「……く……だ、だから私にはこんな肉体労働は向かないとあれほど……は、はぁはぁはぁ……」

「し、しんどいでござる……」

「……」

　使えないな……

　日ひ頃ごろからゴロゴログダグダしてるだけで運動してないから体力不足なんだよ、まったく……

　まあそんな感じにダメ人間たちの手助けがあったりもしたが。

　それでもまだまだ遅おくれは取とり戻もどせず。

　そして『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』まであと三日に迫せまったある日──







「え、泊とまり込こみ合宿？」

「うん、そだよ♪」

　ツインテールをぶるんと揺ゆらして。

　楽しげな表情で唯ゆい香かがそんなことを言ってきた。

「だってほら、もう『姫薔薇祭』本番まで三日しかないんだよ。それなのに準備はまだ七割くらいしか終わってないじゃん。てことはこれはもう泊まり込んで突とつ貫かん作業をするしかないと思うんだ～♪　ほら、よく青春ドラマとかであるみたいな♪」

「むう……」

　確かに言っていることはもっともだった。

　このままじゃ到とう底てい準備は終わらない。

　だとしたら何かの対処措そ置ちを取らざるを得ず、そのためにいざとなったら俺おれ一人がそれこそ今言った泊まり込みをして何とかしようとは思っていたが……まさかそれを唯香が言い出してくるとは。

「ね、ね、いいでしょ？　おにいさんが保護者としていっしょに泊まってくれれば許可もおりると思うの。お願い～♪」

「だけどだな……」

　なんかそのやけに楽しそうな表情が気になるというか。

　それにこの菜園部員たちはこれ以上ないくらいに残念なキャラだが、それでも生きつ粋すいのお嬢じよう様たちだ。それもそれぞれが超の付くほどの。そんな良家の御ご令れい嬢じようたちを、いくら仕方がない状じよう況きようとはいえ学校に泊まり込みなんてさせて大だい丈じよう夫ぶなのか？　ほら、安全面とか色々問題があるだろうし……

　だがその心配に唯香はにっこりと笑って。

「それはぜんぜんだいじょぶだよ～♪　姫乃宮うちの侵しん入にゆう者しやとか不ふ審しん者しや対策のセキュリティはそれこそヘタなホテルとか官公庁舎とかよりも全然万全だし。そのことはおにいさんもよく知ってるんじゃない？」

「……」

　それはその通りだった。

　この姫ひめ乃の宮みやのセキュリティは普ふ通つうに校門のところにレーザー光線とかが備え付けられているレベル。俺おれも特別臨時顧こ問もんの立場を認めてもらうまでは敷しき地ち内ないに入るだけで一苦労だったし……

「でしょでしょ？　だからだいじょうぶだよ。それが分かってるからお家の許可も取れてるし……あ、それともおにいさんがなんか、い・け・な・いこととかしちゃうの？　きゃっ♪」

「そ、そんなことはしない！」

「うん、だよね♪　だったら何の問題もないんじゃないの～？」

　そんなことを言いながらにっこりといたずらっぽく笑いかけてくる。

「…………」

　……そう言われてみれば……確かに……何も問題ない、のか？

　何かうまくまるめこまれてるような気がしないでもないが、確かに言ってること自体はもっともだし現状を考えればその選せん択たく肢しを採らざるを得ない。各家の許可は取れてるというし、あとは学院の許可さえ取れれば手続き上は問題ないだろう。

「ほらほらおにいさん、いいでしょ～？　いっしょにきらめく青春の一ページをたんのうしようよ～」

「ほとばしる性春のエキスです～♪」

「ま、まあ……悪くないですわね（ちらちら）」

「……お泊とまり、してみたい、です……」

「小こ春はる原ばらさんと二人で過ごす夜の校舎……ふふ、考えただけで素敵ね……」

「が、学校に泊まり込みか……何だかわくわくするな……」

　唯ゆい香かに加えて他の日向ひなたたちもそんなことを言ってくる。

　隣となりではなんか日和ひよりさんも初めてのお散歩を待まちち焦こがれる仔こ犬いぬみたいな目で「が、合宿……どきどき……」とじ～っとこっちを見上げてきてるし……

　はあ……これはもう、しょうがないか……

　俺は心の中でため息を吐ついて。

「──分かった、俺でよければ保護者として付き合うよ……」

「わ～い、やった～♪　さすがおにいさん、話せる～♪」

「あ、ありがとうございます、おにーちゃん……♪」

「世界を救う素晴らしい英断だと思いますわ」

「……おにいさんと、お泊まり……♪」

「ふん……まあ保護者としては頼たよりないけれど、いないよりはマシと言えるかもしれいわね」

「よろしく頼たのむな、佑ゆう介すけ」

「……」

　かくして。

『菜園部』フルメンバーと俺おれの八人による泊とまり込こみ合宿が行われることが……決定したのだった。







　　　３




　泊まり込み合宿はその日からすぐに始められた。

　正確に言えば唯ゆい香かが泊まり込み合宿の開かい催さいを持ちかけたその五分後から。

　何だってそんな即座に計画を実行に移せたのかといえば、俺の承しよう諾だくがあれば学院の許可はすぐに下りるところまで手続きはすでに進められていたのと、さらに着替えやお泊まりセットなどの連泊に必要なものはあらかじめ唯香たち全員が用意していたとこのことで……いやこのお嬢じよう様たち、俺が保護者役にオッケーすることを前提に最初から行動してたんですね。まったく、用意周しゆう到とうな……

「まあまあおにいさん、細かいことは気にしちゃだめだよ♪　世の中そうゆうものだって思って♪」

「……」

「それじゃみんな、気合いをいれて、全力で合宿をたのしも～♪」

「「「「お～♪」」」

　唯香のそんな声に他のみんなの声が合わさって。

　そんな次第で泊まり込み合宿が始まった。ったく……

「……ほら、浮うかれる気持ちも分かるけどちゃんと準備作業も進めるんだぞ？　じゃないと本ほん末まつ転てん倒とうだからな」

「は～い、それは分かってるよ。合宿は遊びじゃないもん。──あ、日和ひよりちゃん、みんな、夜になったらマクラ投げとトランプ大会しようね♪　今夜は寝ねかさないぞ～♪」

「あ、は、はいです……♪」

「我が悪魔枕デピル・ナイトメアの封ふう印いんを解く時が来たようですわね、ふふふ……」

「ふふ、楽しみだな」

「……」

　楽しそうにそんなことを言い合うお嬢様（と日和）たち。

　……いや本当に分かってるのかね……？

　一いち抹まつの不安とともに作業へと取りかかる。

　とはいえ、時間を気にせずに作業を続けられるのはなかなかナイスだった。

　通常ならば夜の七時には最終下校となるため、放課後すぐに作業を開始してもどうしても実働時間は限られてしまう。

　せいぜい長くて三、四時間くらいだろうか。

　それを考えずに自分たちのペースで作業できるのは作業効率的にも心情的にもだいぶラクだといえる。

「メニュー表はだいたいこんな感じでいいかな～？」

「あ、はい。とてもよくできていると思います」

「みんなのオリジナルメニューのところには、あとでそれぞれの自筆でアピールポイントを書いておいてね♪」

「あ、分かりましたです」

「りょうかいです～♪」

「他にも当日は黒板にお勧すすめを書いて紹介するのもいいかもしれないな」

　そんな風に話しながら九時頃ごろまで作業は進められて。

「──よし、それじゃあ今日はこの辺にしとくか。お疲つかれ様さま、みんな」

「「「おつかれさまで～す♪」」」

　そんな締しめの声とともに、一日目の作業は終わりを迎えた。

「は～、疲れた～。もうおなかぺこぺこだよ～」

「は、はい、さっきまではお仕事に夢中で気付きませんでしたけれど、もうこんな時間ですし……」

「べっこりまっくすです～」

「我が体内のマナが大おお幅はばに減げん少しようしているのを感じますわ……」

　皆みな口々にそんな声を上げる。

　確かにだいぶ腹が減ったな……

「そういえば夕食はどうするんだ？　特に考えてなかったが……」

「あ、それはまかせておいて♪　ちゃんと考えてあるから。こっちこっち～♪」

「お……」

　唯ゆい香かに連れられて向かった先は、家庭科室だった。

『ビクトリア・セントラル・キッチン』と書かれた、本格的な調理器具に囲まれた教室二つ分ほどはあるだだっ広い部屋。

　いやこれを家庭科室と呼ぶのはためらわれるというか、普ふ通つうにレストランとかの厨ちゆう房ぼうレベルだろ……

「さ、つくろつくろ～♪　ちゃ～んと使用許可はとっておいたからだいじょうぶ♪」

「……」

　ホントにどこまで用意周しゆう到とうだな。

　泥どろ縄なわどころか泥どろ棒ぼうが犯行を思い立つ前にすでに手て錠じようができていた感じというか。

　というわけで夕食は『ビクトリア・セントラル・キッチン（家庭科室）』を利用して、皆みなで作ることになった。

　ちなみに本日のメニューはカレー。

　何でも唯ゆい香か曰いわく「こうゆう合宿って言ったらやっぱりカレーだって、テレビとか本とかにあったから～♪」とのことで、一度自分たちで作ってみたかったらしい。いやカレーを一度も作ったことがないって……や、まあこの色んな意味でスペシャルと言って差し支えのないお嬢じよう様たちから考えればある意味必然なんですかね。

　そんなことをそこはかとなく思いつつ、材料はこれもまたあらかじめ唯香たちによって用意されていたので、手分けをして材料を切ったり炒いためたり煮に込こんだりしていく。

「えっと……ニンジンは輪切りにして入れるってクックパッドに書いてあったから、このまま適当な感じに切って～……」

「ダ、ダメだダメだ唯香！　そのままじゃいかん！」

「え、そうなの～？」

「……ああ、ニンジンは皮を剝むくもんだ」

「皮……へ～、はじめて知ったよ～」

「……」

「ガラムマサラはどこですか～？」

「ガラム……ああ、カレー粉のことか。ほれ、そこに」

「え？　これですか～？　ええと、粘ねん土どのようにかちんこちんこなのですが～……」

「わ、ほんとだ。どうしちゃったのこれ？　腐くさってるの？」

「カレールーは普ふ通つうこんなもんだと思うんだが……」

「う～ん、そもそもそのルーっていうのがよく分かんないんだよね～。ガラムマサラとは違ちがうものなのかな～」

「ニンジンの皮剝きといい不思議なことばかりです～」

「……」

　ニンジンの皮を剝くのも、固形状のカレールーも見るのがはじめてなのか、このお嬢様たち。一体普ふ段だんの家庭科の授業では何を作ってるんだ？

「え、だいたいフレンチとかイタリアンとかだよ？　あと懐かい石せき料理とか……」

「中華も作るわ。ああ、小こ春はる原ばらさんのために満漢全席をプロデュースしたい……」

「あとは主にデザートなどだな。ケーキや和菓子などを主に作っている」

「…………」

　……ほんっとに世間から隔かく絶ぜつされたお嬢様学校なんですね、この姫ひめ乃の宮みやは……

「──ああ、カレーというのはあれですわね？　カレクッ●が頭に乗せていた……」

「…………」

　皐さ月つきは皐月で一人遅おくれてなんかワケの分からんことを言っていたが……もうそこは深く突つっ込こまないでおくことにしよう。

　とまあそういったやり取りをしつつ調理を進めていき。

「は、はい、完成です……♪」

「わ、できたできた、おいしそ～♪」

　ようやく八人分のカレーが完成した。

　所用時間はおよそ一時間半。

　日和ひよりさんと俺おれと二人で手際よく作った場合には、その四分の一ほどですむロングタイムである。

「あ、おいし～♪　わ～、カレーってこんなにおいしいものだったんだ～♪」

「たまにはこうして自分たちで作るのも悪くないわね。それが小こ春はる原ばらさんといっしょだというのならなおさらだわ」

「……とってもあったかいあじ、です……」

「いいものだな、みんなと共に汗あせを流して、同じ釜かまの飯を食するというのは……」

　みんなそんな感想を口にしながら満足げな表情でカレーを口に運んでいた。

　まあ色々と大変だったが……お嬢じよう様たちのそんな笑顔を見ながら食べてると何だかいつもよりも少しだけカレーの味が美味しく感じられるのは、親しい人たちの笑顔ってのは何よりのスパイスだからなのかね。そういうことにしておこう。

　夕食が終わった後は、風呂の時間だった。

　文化棟とうの奥おくにあるという生徒専用の大浴場──『プリンセス・クレセント』。

　最初はどこか近くの銭せん湯とうでも探さんと……と思っていたのだがそこはさすが姫ひめ乃の宮みや、普ふ通つうに大浴場とミストサウナ、トレーニングジムとが常設されていた。

「ここの『プリンセス・クレセント』はね～、うちの生徒だったらいつでもだれでも好きな時に使えるんだよ。混んでる時とかは予約制になるけどこの時間ならその心配はいらないし。もちろんバスローブとかタオルとかも常備されてるから、手ぶらでおっけ～♪」

「はー……」

　さすがだな。

　学校内にこんな大浴場が普通に常設されてるだなんて、もうため息しか出て来ない。

　ていうか桜さくら乃の日和ひより荘そうの共同風呂の九十八倍くらいきれいで立派なんだが。もう俺ここに住みたいよ……

「さ、じゃあまたみんなで裸はだかのお付き合いをしてこよっか～♪　──あ、おにいさんもいっしょに入る～？」

「は、入らん！　俺は外で待ってる！」

「え～、そう？　ざんねん♪　別に私たちはいっしょでもよかったんだけどな～♪」

「……」

　なんか段々フレンドリーお嬢じよう様のからかい度が上がってきているような気がするのは気のせいですかね。

　そんなことを思いながらお嬢様たちが楽しそうに大浴場へと入っていくのを見ていた。

「わ、わあ……すごく広いです……こんなのはじめて……♪」

「でしょでしょ～？　ゆったりしてて気持ちいいんだ～♪」

「わ～、泳げます～♪」

「……ちょっと高たか千ち穂ほさん、臀でん部ぶが見えてるわよ。はしたない」

「そうですか～？　美み咲さきちゃんこそむねむねが見えてますよ～」

「こ、これは仕方ないでしょう！　お湯に浮ういてしまうのだから……」

「へ～、美咲ちゃん、意外……でもないけどやっぱりおっきいね～。前は見落としちゃってたよ～♪」

「……」

「ねっねっ、ちょっとだけ触さわってみてもいい～？　おっきい胸ってあこがれなんだよ～♪」

「え？　い、いやそれは……」

「いいでしょいいでしょ～？　ほら、た～っち♪」

「あ、や、やめなさい……あっ……」

「わ、わ～、触ってみると実際よりおっきい……う、うらやましいよ～（もみもみもみもみ……）」

「だ、だから……あ、あんっ……」

「…………」
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　中から聞こえてくるそんな黄色い声。

　基本的にはこの上ないくらいのガールズトークで、しかもその合間になんか美み咲さきの普ふ段だん聞けないような声も混ざっているのであって……

「ほらほら、日向ひなたちゃんたちも触さわってみなよ～！　すごいよ～！」

「どれどれ～……おお～、ぱわふりゃーです～♪」

「う、うむ……柔やわらかいものなのだな……」

「…………ふにふに……」

「あ、あなたたちまで何を……ああんっ……！」

「……」

　ちなみにこれはいちおう用心のため大浴場の入り口前で番をしていた時に聞こえてきたもので……その、聞き耳とかを立ててたんじゃなくて、自然と聞こえてきたもんだよ。ほ、ほら、女の子たちの声はよく通るから……ほ、ほんとだよ？

　で、風呂の時間も終わって。

「あ～、気持ちよかった～♪　いいお湯だったよ～♪」

「ほこほこです～♪」

「身体のしんまであったまりました……♪」

「く、くう……何だか陵りよう辱じよくされた気分だわ……」

　湯上がりでホコホコになった日和ひよりさんたち（美咲が顔が赤かったのはまた別の理由、か……？）を部室まで送り届けて、俺おれはそのすぐ外にある水道で適当に頭を洗って身体を拭ふいた。いや男はこれでいいんだよ。ていうかその辺にある水道ですら桜さくら乃の日和ひより荘そうの風呂よりも立派だったし……

　そしてやって来た就しゆう寝しん時間。

「そ、それではお布団の準備をしましょうか……？」

「うんうん、何だかこうゆうのってどきどきするな～♪　学校で寝るのなんて初めてだもん」

「子供の頃ころにこっそりお庭にあるサイロで眠ねむったときのようなどきどき感です～♪」

「……アルフレッド（犬）のお部屋とおなじにおいがする……」

「うん、この茶室で密やかに寝ねるという体験はいいものだな……」

　それぞれのパジャマ姿で楽しそうに就寝準備をする日和さんたち。

　まあその会話の一部に隠かくしきれないお嬢じよう様スメルがするのはいつものことなのでともあれ。

　それを確認して。

「──それじゃあ俺はそろそろ行くな。明日は六時くらいに起こせばいいよな。おやすみ」

　そう言って部室を出て行こうとして。

「あれ、おにいさん、どこ行くの～？」

「え？」

　どこって、とりあえずどこか寝ねる場所を探しに放ほう浪ろうの旅に出ようと思ってたんだが。ほら、俺おれがこのままこの乙女の寝しん所じよにいるわけにもいかんし……

　怪け訝げんな顔になる俺に。

「え、何ゆってるの？　おにーさんもいっしょにここで寝るんだよ♪」

　にこやかにそう言ったのだった。







　最初、何を言われてるんだかよくわからなかった。

　目の前のフレンドリーお嬢じよう様がにこやかに言ってきた言葉。

「だ・か・ら～、おにいさんもいっしょにここで寝るんだって♪　私たちといっしょに～♪」

「い、いやそれはいくら何でも……」

　マズイだろ……！

　いかに日和ひよりさんをはじめとして全員年下の妹みたいなもんだって言っても、客観的に見ればお年とし頃ごろな女子たちである。その中に曲がりなりにも思春期真っ直中の男子が紛まぎれ込こむってのは倫りん理り上じようも道徳上も問題がありすぎるっていうか……

「ほら、俺は適当に畑の真ん中辺りで寝ね袋ぶくろにでもくるまって寝るから……」

　だが俺のその言葉に。

「だめだよおにいさん。もう秋で夜はけっこう冷えるんだから、そんなことしたら風か邪ぜ引いちゃうよ～」

「そ、そうです……お外は世間の風が冷たいですよ……？」

「……ふるふる……（無言で腕うでに抱だきついて首を横に振ふっている）」

「いかに佑ゆう介すけの言うこととはいえ、それには賛成できないな」

「だけどだな……」

　やっぱりこのままここにいるのはためらわれるというか。

　それにいくら日和さんや唯ゆい香かはいいと言っても、他のメンバーたちは気にするだろう。ほら、そういうことには敏びん感かんなリリカルなお年頃だし──

「ん～と～、私は全然かもんべいべ～ですよ～♪」

「というかむしろおに～さんといっしょに一つ寝してみたいですし～♪」

「わ、私も構わなくてよ？　あなたは共に世界を救う盟友の一人であるわけですし……」

「……お、おにーさんと、添そい寝ね……」

「……ま、まあ、不本意だけどどうしてもと言うのなら認めてあげることもやぶさかではないわ。あなたは男にしてはマシな方だし」

「う、うん、佑ゆう介すけといっしょに夜を共にするのもいいと思う。……い、いや、どちらかと言えば望むところ、だ……」

「……」

　……全然敏びん感かんじゃなかった。

　まさかの全員賛成可決。

　ここまで言われると……もはやこれ以上俺おれに抗あらがい続ける術はない。そりゃあまあ、外で寝ね袋ぶくろにくるまって一人寂さびしくミノムシのように寝るよりは、みんなといっしょに布団で寝た方がいいに決まってるし……

　俺は心の中で白しろ旗はたを揚あげて。

「……分かったよ。じゃあ、いっしょに部室で寝させてくれ」

「は～い、いらっしゃ～い♪」

「お、おにーちゃん……♪」

「う、うん、それが妥だ当とうだと思う」

　ということで俺の寝場所が決まった。

　女子七男一な男女比率の明らかにおかしいプレハブ小屋内。

　その中にこれまた唯ゆい香かたちが用意していた布団（高級羽毛布団だ……）を敷しいて、思い思いに好きな場所で寝るカタチだった。

　で、日和ひよりさんたちの選んだ位置関係なんだが……




　　　日和　美み咲さき

　皐さ月つき

　　　　　俺　　三み姫き

　ましろ

　　　唯香　日向ひなた




「……」

　なんか配置が明らかにおかしいというか俺が劉りゆう邦ほう軍ぐんに包囲された項こう羽う軍ぐんみたいなことになってるんだが……それは気にしちゃいかんところなんだろうか。

「う～ん、これだとちょっとお布団同士の間かん隔かくが遠いかな～？」

「そうですね～、もっとお肌はだとお肌が触ふれ合あうくらいの距きよ離りでもいいと思います～♪」

「は、はい、わたしももう少し近くても……（ちらっちらっ）」

「ほ、ほら、私の結界の中に入るためにはより距離を狭せばめなくては……」

「…………もうちょっと、くっつく……」

「わ、私は小こ春はる原ばらさんの吐と息いきを感じたいだけなんだから、勘かん違ちがいしないことね……！」

「そ、そうだな、私もどうせならもっと近づいてもいいかと……」

「……」

　……うん、気にせんことにしておこう。

「……それじゃあ電気を消すぞ？　みんな、おやすみ」

「「「おやすみなさ～い」」」

　返事が戻もどってくるのを確認して。

　垂れ下がっていたヒモを引っ張って電気を消す。

　パチリ……

　そんな小さな音ともに、部室内に暗くら闇やみが訪れた。

「……」

　同時に辺りに降りる静せい寂じやく。

　それまでの話し声は一いつ斉せいに消えて、聞こえてくるのは時計の動くカチカチという音と周りにいる日和ひよりさんたちの衣きぬ擦ずれと息づかい、外に繫つながれている黒こく王おう号ごうのブルルルルル……といった寝ね息いきくらいである（ちなみに黒王号は日和さんに付いてきて当たり前のように『菜園部』で飼かわれている）。

「……」

　静かだな……

　まあこの『菜園部』部室は向こう百メートルくらいは四方が畑に囲まれていて、その先も一キロくらいは軽く姫ひめ乃の宮みやの敷しき地ちである。姫乃宮のセキュリティシステムは基本的には無人だし、静かなのは当然といえば当然なんだが……それでも多少もの寂さびしくはあるな。

　暗闇の中でそんなことを何となく考えていて。

　──きゅっ……

「？」

　と、ふいに左ひだり腕うでにそんな感かん触しよくを覚えた。

　遠えん慮りよがちで地味なんだけどすがりつくような引っ張り。

　見てみると。

「…………」

「日和……？」

　なんか冷蔵庫から皿の上に出したばかりのゼリーみたいにぷるぷる震ふるえる日和さんの姿がそこにあった。

（……お、おにーちゃん……）

（どうしたんだ？　眠ねむれないのか？）

（……は、はいです……そ、その、か、風の音がひとの悲鳴みたいに聞こえて……う、うう……）

（……）

　そう言いながら握にぎった手にさらにきゅっと力をこめてくる。

　ここ最近大人びて見えるというか女の子だと思うことがしばしばあったが、やっぱりこういったところは子供だな……と心の中で苦笑して。

（気のせいだろ？　ほら、普ふ通つうの風の音だ）

（……う、うう……）

（怖こわいことなんて何もないって）

　そう言いながらしばしなだめていると。

　──ぎゅっ……

（お？）

　と、今度は布団の右側から何かが引っ張ってくる感かん触しよくがした。

　これはまさか……と思いそっちを向いてみると。

（あ、あのさ、おにいさん……ちょっとの間だけこうしてちゃ、だめかな～……？）

（唯ゆい香か……）

　あ、あはは……と苦笑いを浮うかべるフレンドリーお嬢じよう様の姿がそこにあった。

（そ、その、なんか寝ね付つけなくてさ～……そ、その、こう真っ暗で静かだと、色々あることないこと考えちゃうってゆうか……）

（……）

　こっちもか。

　そういえば日和さんと唯香は、『菜園部』の中でも一、二を争うくらい怖いもの嫌きらいだったっけか。

（だ、だって、夜の学校ってなんか特別なんだもん……なんか色々こわい噂うわさ話ばなしとかあるのを思い出しちゃって……ほら、図書室で本に埋うもれて死んじゃった女の子の話とか、生徒会室で夜な夜な死者の名前を数える黄金色の亡ぼう霊れいの話とか、お布団から手足をはみ出してるとそこにあの世からの死者がやって来て両手足を引っ張るとか……）

　少しだけ涙なみだ目めになりながらそんなことを言ってくる。

　まあそれってよくある学園七不思議みたいなやつだよな。最後のだけは学校とは何も関係ない気もするが。

　ともあれこの二人が何を怖がってるのかは分かった。

　俺おれは二人の頭にポンポンと手をやって。

（──大だい丈じよう夫ぶだ）

（え……？）

（おにいさん……？）

（幽ゆう霊れいなんて存在しないし、仮にいたとしたってここにはやって来ない。やって来たとしても俺おれが付いてる。ほら、二人ともちゃんと寝ね付つくまでこうして傍そばにいるから）

（あ……）

（おにいさん……）

（な？）

（は、はい……お、おにーちゃんがいてくれるなら……）

（う、うん……あんしん、かな～……）

　本当に安心してくれたような声。

　その後も少しの間何か喋しやべりかけていたようだったが、その声も段々と小さくなっていく。

　やがて両りよう脇わきから、「す～……す～……」という穏おだやかな寝息が聞こえてきた。

　やれやれ、やっと寝付いたみたいだな……

　俺の腕うでをぎゅっと握にぎったまま丸くなって、二人とも仔こ犬いぬみたいだ。

「……」

　そのかわいらしい寝顔を確認して、俺も目を閉じた。

　連日の準備作業と急な合宿開かい催さいとで少し疲つかれていたのかすぐに眠ねむ気けが襲おそってきて。

　意識はストンと、闇やみに落ちていった。







　──その夜俺は夢を見た。

　何か得体の知れないモノに、両手両足のみならず、首や胴どう体たい、頭までをも拘こう束そくされる夢。

　何かが覆おおい被かぶさってきていて、まるで金かな縛しばりかというくらいにピクリとも動かせない。

　うう、これはもしやとは思うが唯香の言っていた心しん霊れい現象とかじゃないよな……？　布団からはみ出した部分を死者が引っ張るとかいうのがまさか本当に……？

「……う……」

　あまりの息苦しさに目が覚めた。

　布団からはみ出した部分は無事か……！　と慌あわてて確認しようとしてみると。

「……す～……す～……ゆ、ゆーおにーちゃん……だ、だいすきです……」

「……おにいさんがいると……あんしんだな……え、えへへ……」

「……うう、ん～……ここちよいだっちまくらです～……」（抱だきマクラと言いたかったんだろうな……）

「……なかなか立派なホーリーグレイルですわ……むにゃ……」

「…………（無言でぎゅっと俺の頭を抱きしめている）……」

「……ふ、ふふふ……小こ春はる原ばらさんと佑ゆう介すけ……どちらも私のもの……」

「……だ、だめだよ佑介……人前でそんなことは……」

「……」

　ある意味無事じゃなかった。

　日和ひよりさんと唯ゆい香かのみならず……全員が俺おれの布団に集結して全身にしがみ付いていた。

　両手に日和と唯香、両足に日向ひなたと美み咲さき、頭と首に皐さ月つきとましろ、胴どう体たいに三み姫き。

　色々なところに色々なものが絡からみ合あって、もうほとんど何が何だか分からない状態。

　いやこれおかしいだろ……







　　　４




　そんな風に合宿は進んでいった。

　部室に寝ね泊とまりをして、朝になるとそこからそのまま授業へと向かい（夢の登校時間ゼロ分生活。俺は遠くなった分だけ倍の一時間になった……）、昼休みや十五分休きゆう憩けいなどには部室に戻もどってきて作業をして、放課後はその足で部室に向かって、そのまま夜まで作業を続けて部室で再ふたたび眠ねむりに就つく。

「日和ちゃ～ん、今日はどの作業からやるの～？」

「あ、はい、衣装が遅おくれぎみですのでそちらを……」

「ん、分かったよ～♪　じゃあ日向ちゃんたちにもそう伝えておくね～♪」

「あ、ごめんなさい小こ春はる原ばらさん。私は今日光琉ひかる様のところに寄る用事があるので少しだけ遅おくれるわ」

「あ、分かりましたです」

『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』への準備が中心となった毎日。

　まあ寝ねてる時にましろが俺の顔面に思いっきり覆おおい被かぶさってきて危うく窒ちつ息そくしかけたり、黒こく王おう号ごうが間ま違ちがえてその辺に生えていたトリカブトを食べて危うく天国に逝いきかけたり（意外に繊せん細さいだな……）、皐月がふざけて被ってみたドテカボチャのジャック・オー・ランタンが取れなくなって危うくエターナルハロウィン状態になりかけたりとのちょっとしたプチアクシデントもあったりはしたが、概おおむね大きな問題はなく過ぎていった。

　それ自体はこの上なく順調だったんだけれど……

　ただ一つだけどうにもならないこともあった。

　それは……純じゆん粋すいな作業の遅れ。

　とにかくやらなければいけないことの絶対量が多く、合宿を加えて作業をフル稼か働どうさせても遅れは完全には取とり戻もどせていなかった。

　そして三日間はあっという間に過ぎていき……

　とうとう合宿最終日──すなわち『姫薔薇祭』前日になった。

「ひ、日和ちゃ～ん、こっちの緑のカーテンってもうできてる～？」

「あ、そこのゴーヤさんのものはまだです。今皐さ月つきちゃんたちが作っている途と中ちゆうで……」

「それならあと数刻ほどで終わりますわ。何なら『加速』してもう少し短縮することも可能ですわよ？」

「小こ春はる原ばらさん、こっちのフルーツパプリカの衣装はもう仕上げに回してしまっても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、え、えと、そちらはまだ一部が仮かり縫ぬいで──」

　あせあせと地味に動き回りながらそんな声を漏もらす。

　本番をいよいよ明日に控ひかえて……まだ準備が終わっていなかった。

　やるべきことの八割五分程度しか済んでいない状態。

　これはやはりそもそも文化祭までの十分な準備期間が考こう慮りよされていない姫ひめ乃の宮みやの日程に構造的問題があるわけなんだが……それでもそれは最初から分かっていた以上そんなことは言い訳にはならない。

「ええと～、ここの棚たなの上には子宝ナスを配置しまして～」

「あ、ち、違ちがいます……そこはトマトさんを配置するところで……」

「そうなのですか～？　ではこちらのテーブルに子宝ナスを配置して～……」

「あ、そ、そっちはニンジンさんで……」

「…………なすだらけ……」

　フル回転で作業の手（日向ひなたは子宝ナスばっかりだったが）を動かす。

　だれもが一いつ生しよう懸けん命めいで個々人では最高のパフォーマンスを見せてはいるのだけれど……

「…………」

　このままだと……終わらないかもしれん。

　このペースじゃあどんなに急いでも終わるのは深夜……ヘタすれば朝方までかかるおそれがある。

　だけど日和ひよりさんたちは明日が本番だ。オリジナルコンセプトメニューの調理に接客と、お野菜喫きつ茶さ『ベジタブル・ふぇあり～♪』の野菜の妖よう精せいさんたちとしてがんばってもらわなければならないため、ここで無理をさせるわけにはいかない。

　ここは最悪、俺おれと呼び寄せたダメ人間たち四人が徹てつ夜やして朝まで馬車馬のごとく働いて何とか帳ちよう尻じりを合わせるしかないか……

　俺は日和さんの方を向いて。

「日和、あとは俺たちに任せて、日和たちは適当なところで明日に備えて休んでくれ」

「え、で、でもそれじゃあおにーちゃんたちが……」

「俺たちは大だい丈じよう夫ぶだ。こう見えて頑がん丈じようだし、最悪今日の準備さえ終わったら倒たおれたっていいんだからな」

「で、ですが……」

　戸と惑まどったような顔を見せる日和ひより。

　これはもう本当に最悪の事態（俺おれとダメ人間たちだけ徹てつ夜や）を想定しなければならないかと、そう考え始めていたその時だった。

「──あ、あの、すみません……」

「え……？」

　ふいに声をかけられた。

　聞き覚えのない小さな声。

　振ふり向むくとそこにいたのは……なんかたくさんのお嬢じよう様たちだった。

「……」

　一いつ瞬しゆんでは何人いるか数えられないほどで……数えてみればその数は二十人以上になるかもしれない。いや何でこんなたくさんのお嬢様たちが集まってこんなところ（黒こく王おう号ごうがいななくワイルドな『菜園部』）に……？

　突とつ然ぜんのお嬢様ラッシュに怪け訝げんな表情になっていると。




「……あ、あの、小こ春はる原ばらさん……よかったら私たちにお仕事を手伝わせてくれませんか……？」




「え？」

　お嬢様たちは声を揃そろえて……そんなことを言ってきた。

「え、えと、あの、あなたたちが……？」

「はい……」

　日和さんのその言葉にお嬢様たちは意を決したようにうなずき返して。

「あ、あの、私たちは元は鷲わし津づ派はだった者です……。高等部の一年生で、その、三み姫き様が鷲津の派は閥ばつと袂たもとを分かたれた時にその意を同じくした……」

「……」

　……ああ、あの時の鷲津派のお嬢様たちか。

　百人一首大会の時に、三姫を切り捨てようとした猛もう禽きんお嬢様と鷲津派に見切りをつけて三姫とともに鷲津派から離り脱だつした……

　だけどその元鷲津派のお嬢様たちがどうして日和さんたちを手伝ってくれるなんて言い出すんだ？

　と、そこに少し離はなれたところで作業をしていた三姫が気付いてやって来た。

「！　みんな、どうしたんだ……？」

「……！　三姫様！　私たちにも三姫様のお仕事を──小春原さんのお仕事を手伝わせてください……！」

「え、私たちの仕事を……？」

「は、はい……！　小こ春はる原ばらさんは……鷲わし津づ派はから理り不ふ尽じんに放ほう逐ちくされようとしていた三み姫き様を受け入れてくださり、そして行き場所を失いかけていた私たちのことも〝おともだち〟だと言ってくださいました……！　そのようなことを言われたのは初めてで……その慈じ悲ひ深ぶかい申し出に応えるためにも、私たちは小春原さんの力になりたいのです……！」

　真まっ直すぐに日和ひよりさんと三姫の顔を見ながらそう言ってくる。

　その表情は一いつ生しよう懸けん命めいで……お嬢じよう様たちの本気さが伝わってきた。

　慈悲深い申し出。

　きっとというか間ま違ちがいなくこの地味っこ本人はそんな難しいことを意図して言ったわけじゃないだろう。きっとただ単に、本当に心から〝おともだち〟になりたいと思っていった言葉に違いない。

　だけどその〝心〟はきちんと伝わっていて──

「……」

　そしてそれだけじゃなかった。

　聞くところによると、このお嬢様の群れの中には元鷲津派のお嬢様だけでなく、他にも元々は美み咲さきのグループだったお嬢様や、社交ダンスの『プリンセス・ダンス・コンベンション』で日和を見て感かん銘めいを受けたお嬢様、学食『薔ば薇らのつぼみ』で猛もう禽きんお嬢様に虐しいたげられていたのを日和さんが（意図せずに）助けたお嬢様なども含ふくまれているとのことだ。

　それらの数あま多たのお嬢様たちが……今日和さんのところに集結して、その力になってくれようとしている。

　そうだよな……本人はこんな感じに地味でぽわぽわしていて自覚はゼロだったが、日和さんは『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』なんて呼ばれていて、すでに一年生の中では最大級の勢力になってたんだよな……

　たくさんのお嬢様たちに囲まれて目を白黒させて「あ、あうあう……」となっている日和さん。

　目の前の光景にそのことを改めて思い知らされる。あの頭に卵の殻からを付けてるカ●メロみたいな感じだった日和さんが、ホントにレベルアップしたもんだ……

「……」

　ともあれこれで希望が見えてきた。

　これだけの数のお嬢様たちが手伝ってくれるんなら、何とかなるかもしれない。

　それこそ様々な垣かき根ねを越えた壮大なグランド〝ぴよ・こらぼれーしょん〟。

　囲まれて抱だきつかれた後になぜかそのまま流れでお嬢様たちにわっしょいわっしょいと胴どう上あげをされ始めてさらに「あ、あうんあうん……っ」となっている日和を少し離はなれたところから目にしつつそんなことを考えていると。




「──この状じよう況きようは……」




「ん……？」

　と、背後からそんな声がした。

　見てみるとそこに光り輝かがやく黄金色のオーラとともにたたずんでいたのは……何だか久しぶりに見るような気がする鷹たか匠じよう光琉ひかるだった。

「鷹匠さん、どうしたんだ？　何か用事でも……」

「……いえ、『菜園部』の『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』に向けての準備が遅おくれていると聞いていたから、どうなったのかと思って様子を見に来たのだけれど……」

「？」

　そこで光琉は言葉を切った。

　戸と惑まどうような何か苦々しいものを見るような複雑な表情で日和ひよりさんたちの方を見ると。

「まさか、こんなことになっているとは思わなかった……」

「……」

「……この流れ……まるで、小春原派のようね……」

「え？」

　今……何か言ったか？

　だがその言葉に光琉は首を振ふって。

「……いいえ、何でもないわ。それよりも小こ春はる原ばらさんたちに伝えておいてちょうだい。どうも今は忙いそがしいようだから、しばらくこちらの『薔ば薇らの花はな弁びら』として手伝いは控ひかえてくれて構わないと」

「え？」

「明日の『姫薔薇祭』当日は言うまでもないし、その後もしばらくは小春原さん自身の立りつ候こう補ほの方で忙しくなるでしょう。ならば鹿ろく王おう院いんさんたちもそちらの『薔薇の花弁』としての行動を優先してくれて構わない。小春原さんにはそういったサポートが必要だろうから……」

　いやそれはいいんだが、この黄金お嬢じよう様の方にもサポートはいるんじゃないのか？　そもそも一人じゃ厳しそうだから俺おれたちも手伝いを申し出たわけだし……

「……心配は無用よ。私はこれまで一人でやってきた。あらゆる派は閥ばつの助けを受けることなく全ての難局を乗り越えてきた。ゆえにこうした状況には慣れている。助けはいらないわ。──それでは、ごきげんよう」

「あ……」

　それだけ言うと光琉は静かに去っていった。

　その表情は何だかいつもとは違ちがうというかいつも以上に厳しいもののように見えたんだが……

　うーむ……一体何が言いたかったんだろうね？
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「──それじゃあ無事に準備が終わったことを祝して、かんぱ～い♪」

「「「かんぱーい♪」」」

　唯ゆい香かのそんな声が部室内に響ひびいて。

　続いて紙コップを打ち合わせる音がカサカサッと響いた。

　──時刻は夜の九時。

　現在お野菜喫きつ茶さ『ベジタブル・ふぇあり～♪』は無事にその全ての準備を終えて。

　残るは起きた後に最後の仕上げだけをして明日の開店を待つだけとなっていた。

「……」

　作業が終わったのはちょうど一時間前。

　日和ひよりさんが様々な形で〝心〟を繫つないできたたくさんのお嬢じよう様たちが手伝ってくれたおかげで、準備は驚くほど順調に終わり、今はこうして寝ねる前に明日の成功を祈って簡単に固めの杯さかずき（？）をしているのである。

「は～、何とか終わったね～。一時はどうなることかと思ったけど～」

「は、はい、みなさんのおかげで本当に助かりました……」

「だけどなかなか楽しかったですわ。こういった体験……できればまたやりたいですわね」

「そうね、久く我が山やまさんのワケの分からない妄もう言げんがなければもっと楽しかったかもしれないけれど」

「な、何ですって……！」

　あとは明日の朝にイスとテーブルを並べるだけの状態になった『菜園部』部室内。

　そこにいつものように布団を敷しいて、その上で日和さんを中心にしてそれを囲むように唯香たちが座り、思い思いにこの三日間の思い出を語り合っている。

「う～ん、色々あったけどやっぱり一番思い出深いのは美み咲さきちゃんの胸かな～。あれはいいものだったよ～♪」

「はい～、ばいんばいんでした～♪」

「……くすっ」

「な、何を言い出すのあなたたちは……！　く、な、何よその顔は、久我山さん……」

　傍はたから見ていて微ほほ笑えましいやり取り。

　何だかんだでこの七人もだいぶ仲良くなってきたみたいである。

　そうしている内に、やはり合宿最終日ということで疲つかれていたのか、やがて一人また一人と倒たおれるようにこてんと眠ねむりに就ついていく。

　俺おれもその様子を眺ながめながら半ばうとうとと船を漕こいでいて。

「……」

　……はっ！

　たまたま隣となりにあった子宝ナスの置物に顔面を突つっ込こみかけて目を覚ました。

　壁かべにかけられた時計を見てみればもう今日が終わろうとしている時刻。

　いかんいかん、寝ねオチしていた。早くちゃんと寝ないと明日が変態だ……じゃなくて大変だと思い布団を被かぶろうとして……

「……あれ？」

　日和ひよりさんの姿が見当たらないことに気付いた。

　隣となりでこくこくと焙ほうじ茶ちやを飲んでいた地味っこ。

　時々ウスバカゲロウの羽みたいに影かげが薄うすくなるから同じ部屋にいても見落としがちなんだが、探してみても確かに部室内にはいないっぽい。

　むう、どうしたんだ……？

　黒こく王おう号ごうにご飯でもあげにいったんだろうか？

「……」

　だけどしばらく待ってみても戻もどってくる様子はなかった。

　うーむ、夜に一人で散歩に出たお婆ばあちゃんみたいにどっかで小石にでもつまずいて転んでひっくり返ってるとかじゃないだろうな……。まったくあり得ない話じゃないのがアレなんだよな……

「…………」

　非常に心配なので探しに出てみることにした。

　上着を一枚羽は織おって部室の外に出る。

　心当たりの場所はいくつかあった。

　黒王号の繫つながれている辺りを見て、バードハウスのタッキーのところとその隣の水すい槽そう棟とうのあやせちゃんを見て、そのさらに隣の爬は虫ちゆう類るい棟とうの最近日和さんがかわいがっているというヒナちゃん（イグアナ）を見て（なんか動物のところが多いな……）。

　その次の心当たりの場所ですぐに見つかった。

「……」

『菜園部』部室から少し離はなれた場所にある『姫の桜ブロツサム』。

　入学前のオープンキャンパスで願がん掛かけをしてカブトムシ色のお祖ば母あちゃんの数珠じゆずが眠ねむるその桜の木の下で……日和さんは一人地味にたたずんでいた（ちなみにお祖母ちゃんがカブトムシ色なのではなくて数珠がカブトムシ色なので。念のため）。

「日和！」

「あ、おにーちゃん……」

　声をかけると日和ひよりさんは地味にこっちを振ふり向むいた。

　その姿は黄金オーラの出ていない今見るとちょっとだけ木の下にたたずむ座ざ敷しき童わらしとかみたいだなーと思ったがそれには特に突つっ込こむことはせずに近づく。

「何してたんだ？　急にいなくなったからどうしたのかって思ったぞ」

「あ、ご、ごめんなさいです……すぐ戻もどろうと思ったので、何も言わずに出てきてしまいました……」

　ものすごく申し訳なさそうな顔になりながらがばっと頭を下げてくる。

　いや別にそこまで怒おこってるわけじゃないんだが……

「まあ日和もだいぶしっかりしてきたからな。大だい丈じよう夫ぶだとは思ったんだが……」

　その言葉に。

「そ、そんなことはないです……わ、わたしはまだだめだめです……。みんなが……ゆーおにーちゃんがいないと何もできなくって……」

「え、いやそんなことないだろ？」

　一年前に、姫ひめ乃の宮みやに入学する前から考えたらもうヤゴとギンヤンマくらいの差のはずだ。

　特にここ最近の急成長っぷりは目覚ましい。

　今日のグランド〝ぴよ・こらぼれーしょん〟だってその成長過程での様々な積み重ねがあったからこそ実現したものなわけだし……

　だけどその言葉に日和は首を振って。

「ぜ、ぜんぜんそんなことないです……。確かに今日はすごく嬉うれしかったです……たくさんの人たちがあんな風にして助けてくださって……で、でも、何だか落ち着かなくて……」

「落ち着かない？」

「は、はい……たくさんの人たちが……〝おともだち〟が協力してくださるのはとても嬉しいですしこうえいなことです……で、でも、わたしにそこまでしてもらう資格があるのかと思って……」

「……」

「わ、わたしなんてだめだめで何の取とり柄えもないのに……」

　そう言ってしょんぼりとうつむく。

　確かに今までマルチーズにすらまともに認識されることのなかった超が付くほどの地味っこが、急にあれだけの数のお嬢様たちにやれ次代の姫乃宮の輝かがやける星だ『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』だともてはやされるようになったからなあ……。元々がこの上なくぽわわんとしていてシルバー趣味なこの地味っこにはいささか重荷になりかけているのかもしれん。

「……」

　何かフォローの言葉をかけるべく頭を撫なでようとして。

「──だ、だから……」

「？」

　と、そこで日和ひよりさんが顔を上げた。

　ぎゅっとその小さな手を握にぎりしめると。

「だから今……この桜の下で眠ねむるお祖ば母あちゃんの数珠じゆずに誓ちかいなおしていたんです。それだけのことをしてもらうのに恥はずかしくないような人間になれるように努力しようって……たくさんの〝おともだち〟に助けてもらうにふさわしい、ちゃんとした〝おとなのじょせい〟になろうって……そ、そして……」

「……」

「お、おにーちゃんの隣となりにいるのにふさわしい、〝おとなのじょせい〟になってみせようって……」

「日和……」

　こっちを見上げるその目には地味だけど芯しんの強さのようなものが感じられた。

　やっぱり……日和さんは成長してるよ。

　日和自身がどう思っているのかはともかく、自分でこういった結論を導き出せてそのためにがんばろうと言うことができる時点で、もう昔のもじもじ地味っことは違ちがう。少なくとも目指すべき〝おとなのじょせい〟のスタート地点以上の場所に立っていることは確実だ。

　そのことをこれっぽっちも自覚してないってのは……またこれ以上ないくらいこの地味っこらしいというか。

「わ、わたし……がんばります……っ……。だ、だから……」

「ん？」

「この『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』が……う、ううん、『薔ば薇らの祭典』が終わったら……おにーちゃんに……ゆーおにーちゃんに聞いてもらいたいことがあるんです……」

「聞いてもらいたいこと……」

「は、はい……い、いいで、しょうか……？」

　真しん剣けんな顔で真まっ直すぐに俺を見上げてくる。

　その内容が何かは分からなかったけれど……

「──ああ、分かった。聞かせてくれ」

「あ……」

　その言葉に日和さんはこの上なくほっとしたような表情になった。

　そしてその直後にその場にへなへなと地味にへたり込む。

「日和？」

「あ、安心して気が抜ぬけたら……そ、そのまま腰こしもぬけちゃいました……」

　困ったような笑みを浮うかべながらそんなことを言う。

　まったく、しっかりしたと見せかけてこういうところは実に日和さんらしいな……

「ほら、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい……」

　苦笑しつつ手を差し伸べて助け起こそうとして。




　──きゅっ……




「お……？」

　そのまま……甘える仔こ犬いぬのように抱だきついてきた。

「あ、あの……す、少しだけ……こうして充じゆう電でんさせてください……。お、おにーちゃん分がだいぶ目減りしてきてしまっていて……」

　きゅ～っと目をつむりながらそんなことを言ってくる。

「やっぱり……ゆーおにーちゃんとこうしている時がいちばんしあわせです……あたたかくてお日様の下でひなたぼっこをしているみたいでほっとできて……」

「そ、そうか……」

「はい……な、何よりもこうかてきな、こころのビタミンです……え、えへへ……♪」

　その本当に幸せそうな顔からは、うっすらと溢あふれ出でる黄金色のオーラとともにその言葉が日和ひよりさんの心からのものであることが伝わってきて……
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「…………」

　なんかその表情にまた少しだけ胸がドクドクドクウッ！　っと不ふ審しんな挙動を見せたんだが……それは文化祭前日の高こう揚よう感かんが起こしたものだってことにしておこう、うん。

「……ゆーおにーちゃん……♪」

「……」

「…………だ、だいすき、です……♪」

「…………」

　こ、高揚感のせいだからな……！

　そう自分を納得させて、充じゆう電でん器きの役割に徹てつしたのだった。







　こうして三日間の合宿が終わり。

　──そして、『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』が始まる。
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　パンパンパンパーン！

　打ち上げられる花火の乾かわいた音が青空の下に鳴り響ひびく。

　続いて空に向かって放たれる様々な色の無数の風船。

　それらが空を一面埋うめ尽つくした後に五機ほどのジェット機が『HIMENOMIYA』と象かたどられた飛行機雲を作り、さらにそれを彩いろどるかのように生オーケストラによるファンファーレとドラム音とが響き渡って。

『それではただ今より、第七十五回姫ひめ薔ば薇ら祭さいを開かい催さいいたしたいと思います。花と音楽とに飾かざられた華か麗れいな薔薇の姫たちの宴うたげ……。本日が佳よき日でありますように。ではまた、ボンヌ・ジュルネ』

　そんなアナウンスとともに、姫薔薇祭が始まった。

「すごいな……」

　思わずそんな声が漏もれる。

　今の開会演出も当然として、『菜園部』の部室がある畑周辺からでも、学院内の様子がいつもと違ちがうことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　まず辺りの風景。

　学院の敷しき地ち内ないは至るところに西洋風のオシャレな飾かざり付つけがされていて、まるでヨーロッパかどこかの──行ったことないからよくは分からんが──イタリアやフランスの街並みみたいな感じになっている。

　辺りには普ふ通つうに馬車やらカボチャの馬車やらアフリカゾウ（？）やらが走り回っていて、流れている小川にはゴンドラや海かい賊ぞく船せんのようなものが浮うかんでいたりもしている。

　しまいには敷地の中央辺りには、先日まで影かげも形もなかった中世の城のようなものまで建っている始末だ。名前は『プリンセス・スターライト・キャッスル』。何でも……今日のためにわざわざ建てたらしい。

「……」

　何ていうか……もう文字通り異世界な感じだね。

　夢と魔ま法ほうの国が現実的なチカラによって非現実的なカタチで顕けん現げんしたような空気と言ったらいいのか……

　そんな現実と非現実とが入り交じる中。

「──よし、開店準備は大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「は、はい……ばっちぐ～だと思います……っ……」

　フルーツパプリカの衣装に身を包んだ日和ひよりさんが地味に指でグーを作る。

　それに同じくトマトな唯ゆい香かたちも「うんっ♪」と力強くうなずき返してきて。

『菜園部』主しゆ宰さいのお野菜喫きつ茶さ──『ベジタブル・ふぇあり～♪』も今まさに開店しようとしていた。

　元はただのプレハブ小屋である『菜園部室』を、トマトやパプリカ、ナスなどの植うえ木き鉢ばちによって色鮮あざやかにし、ツタのある野菜やゴーヤによる緑のカーテンなどを店の各所に配置してさわやかな空気を演出し、様々な野菜や植物で飾かざって造り上げた店てん舗ぽ。

　全体的に緑が多くロハスというかマクロビィオティック（？）な雰ふん囲い気きで、趣のあるいい感じに仕上がったんじゃないかと思っている。

　店内はやはり元が部室であることからそこまで大々的に変えることはできなかったが、店の外のスペースにはそこがオープンテラスにもなるように、ゴーヤカーテンの陰かげにいくつかイスとテーブルも設置していた。

　そして衣装。

　店員である日和さんたちも、それぞれ野菜をモチーフとした妖よう精せいのコスチュームに身を包んでいた。

　日和はフルーツパプリカ、唯香はトマト、日向ひなたは子宝ナス、皐さ月つきはカボチャ、ましろはバナナ、美み咲さきはザクロ、三み姫きはニンジン。

　これらはもちろん全て日和さんたちのハンドメイドで……それぞれが作るオリジナルコンセプトメニューと対応しているものだったりするんだよ。

「お、お客さん来るかな～……どきどきだよ～」

　トマト衣装で全体的に赤い感じの唯香がそう口にする。

「だ、だいじょうぶです……きっと来てくださいます……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

「う、うん、そうだよね、あれだけがんばったんだもんね～」

　そんなことを話しながら色々細かい準備をしていて。

　と。

　カランカラン。

　入り口のベルが鳴なり響ひびいて。




「──へえ、これがあなたたちの茶さ寮りようですか、小こ春はる原ばらさん」




　聞き覚えのある嫌いや味みな声が響ひびき渡わたった。

　見てみると……そこにいたのは取り巻き二人を連れた猛もう禽きんお嬢じよう様の姿。

　眼鏡に手をやりながらグルリと周りを見渡すと。

「なるほど……まあ、予想通りといえば予想通りのレベルね。お野菜喫きつ茶さ『ベジタブル・ふぉーる』ね……。庶しよ民みんの匂においが抜ぬけていない……。それでもまあ、よくここまでがんばったと言うべきかしらね、ふっ」

「……『ベジタブル・ふぇあり～♪』だ」

「ああ、そうだったかしら？　ごめんなさい、覚えにくくて」

　馬鹿にしたような上から目線でそう鼻で笑う。

　く、相変わらず感じ悪いな……

　そんな俺おれたちの反応をヨソに。

「私たちの茶さ寮りようはあちらの『クイーン・アウル』です。この私が……梟きよう本もとの名にかけてプロデュースした、『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』における最高の茶寮よ」

　猛もう禽きんお嬢じよう様が窓まど越こしに指し示した先に見えた建物。

　それは、『クイーン・アウル』は……予想通り、完かん璧ぺきな準備と贅ぜいとが尽つくされたもののようだった。

　セレブの極みにして優ゆう雅がの極み。

　どうやったのかは知らんが外観なんかはほとんど普ふ通つうの一いつ軒けん家やの喫茶店で、表おもて参さん道どうとか南みなみ青あお山やまとかにありそうな高級店と変わらない。おそらくは中もそれに比ひ肩けんするものなんだろう。

「まあこの『ベジタブル・ふぉーる』とやらの文字通り転落作のような造りでは勝負になるかは分かりませんが……まあ、お互いに健けん闘とうしましょう。結果は見えているとは思うけれど。──それでは」

「せいぜいがんばることね！」

「まあ冴さ織おりお嬢様の足下にも及およばないことでしょうけれど！」

　そう捨て台詞を残す取り巻きを連れて、猛禽お嬢様は帰っていった。

「冴織……」

　その後ろ姿を三み姫きがどこか心配げに見ていた……ような気がした。

「……あんなの気にすることないぞ。日和ひよりたちはできる限りのことはやった。方向性はまったくと言っていいほど違ちがうけど、決して負けてないはずだ」

「は、はい……っ！」

　両手をぎゅっと握にぎりしめてそうこくこくとうなずき返してくる。

　む、その意気だ。

　と、そこで。

　カランカラン。

「すみません、ここってもうやってますかー？」

「あ、い、いらっしゃいませ……っ！」

　入り口からそんなお客さん第一号の声がして。

　お野菜喫きつ茶さ『ベジタブル・ふぇあり～♪』の一日が幕を開けたのだった。
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　お野菜喫茶『ベジタブル・ふぇあり～♪』は、出だしはまずまずだった。

　辺りには右も左もヨーロッパ風の高級店てん舗ぽ（？）が並ぶ中で、緑を基調とした自然っぽい外観はある意味目立っているし、店の宣伝テーマとして挙げていた『ロハス』と『マクロビィオティック』というのが目を惹ひいたのもあるんだろう。

『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』開始一時間で、お客さんは累るい計けい十五人ほどが来店していた。

「い、いらっしゃいませ……え、えと、こちらのめにゅ～が本日のおしゅしゅめとなっておりまして……（嚙かんだらしい）」

「はいっ、三名様ですね～♪　こちらにどうぞ～♪　もしよかったら、お好きなお野菜を自分たちで収しゆう穫かくしてくださいね～♪」

「あなたがその気ならば私の聖せい餐さんである『万節の迎え火ジヤツク・オー・ランタン』を出してもよくってよ？」

「…………『ホワイトチョコバナナクレープ』……おいしい、です……」

「今日のお勧すすめは小こ春はる原ばらさんの『癒いやしのフルパヨドリンク』と私の『ザックリザクロアイス』よ。好きな方を選びなさいな」

「いらっしゃいませ、よくぞ来てくれた。歓迎させていただこう」

　それぞれ七者七様に接客をする日和ひよりたち。

　若干接客に慣れていない感もあるものの、本人たち的には一いつ生しよう懸けん命めいなその様子に、お客さんたちの評価も上々のようである。

「すみません、こちらのオリジナルコンセプトメニューというのは……？」

「あ、は、はいです。フルーツパプリカをヨーグルトで飲みやすくしたもので……う、梅干しさんが隠かくし味あじとなっているため、くえんさんの影えい響きようで、疲つかれにもいいんですよ……？」

「へえ、面白そう。じゃあこちらの『癒しのフルパヨドリンク』をくださいな」

「あ、ありがとうございます……！　『癒しのフルパヨドリンク』、はいりますです……っ」

　さらにはオリジナルコンセプトメニューが好評だった。

　何せこの『姫薔薇祭』の来場者の九割以上が女子。

　それには男に対する警けい戒かいレベルが常時ほぼマックスで、入場における制限をアルカトラズ刑けい務む所しよのごとく厳しくしているといういかにも姫ひめ乃の宮みやといった事情があるんだが……それはひとまず置いておいて。

　自分の好きな野菜を選べて、そこからヘルシーで健康的なオリジナルメニューを作ってもらえて、さらにはその野菜をモチーフにしたかわいらしい衣装が間近で見られることは、女子にとっては魅み力りよく的てきのようだった。

　どのお客さんもみんな満足そうな笑顔で帰っていっている。

「……」

　うん、今のところは日和ひよりさんの提唱した〝おもてなしの心〟や〝気持ち〟といったコンセプトがうまい具合に回っている感じだな。このままいけば少なくとも大失敗ということはあり得ないだろう。

　店てん舗ぽ奥おくの洗い場で使った食器を洗いながらそんなことを考えていて。

「──だけどそれだけじゃないだろう？」

「お？」

　と、そこで食器を下げに洗い場にやって来ていたニンジン姿の三み姫きがそう口にした。

　水よけのエプロンを着けて隣となりにやって来ると。

「手伝うよ。今、私の『プリティキャロットケーキ』はミキサーにかけられている最中なんだ。完成まで少し時間がある」

「そうか、悪いな」

　うなずき返して、並んで食器を洗い始める。

「それで、それだけじゃないってどういうことなんだ？」

「ん？　ああ、この『ベジタブル・ふぇあり～♪』がうまく回っているのは、小こ春はる原ばらさんだけの力じゃない──いやもちろんそれは大きいのだが──それだけじゃないだろうということだよ」

「え？」

「佑ゆう介すけ、あなたがいたからだ。各自のオリジナルコンセプトメニューだけじゃなくて、お客さん一人一人に今日の体調や日ひ頃ごろの健康の悩みなどのカウンセリングを行って、それに見合ったメニューを提供しようと考え付いたのは佑介だろう？」

「あー、それはまあ……」

　野菜の収しゆう穫かく。オリジナルコンセプトメニュー。それをモチーフとしたコスチューム。

　それに加えて今三姫が言ったようなカウンセリング要素を加えようと提案したのは確かに俺おれだ。

　どうせ野菜や果物を使ってオリジナルメニューを作るんなら、そういったお客さん各自の好みに合わせた選せん択たくする楽しみも追加できたら面白いんじゃないかと思ったんだよ。ほら、日ひ頃ごろから桜さくら乃の日和ひより荘そうでダメ人間たちの食生活とかを請うけ負おってるとどうしてもそういうことが気になって……

「私はこれはとてもいいアイデアだったと思っている。小春原さんが作った土台と、鹿ろく王おう院いんさんたちが組み足した骨ほね組ぐみに、最後の決定的な欠片かけらが加わった感じだ。これによって『ベジタブル・ふぇあり～♪』は完成したんだよ」

「……」

　そう言われるとなんか照れるな。

　別にそこまで深く考えて提案したものじゃないからなおさらというか……

　食器を洗いながら不気味に照れる俺おれに。

「それにもう一つある。佑ゆう介すけ、あなたの存在自体だ。佑介がいてくれたからこそ私たちは一つになることができたし、こうしてみんなでこの『ベジタブル・ふぇあり～♪』をやることができた。それは外せない大きな事実だよ」

「そ、そうなのか？」

「──ああ。私たちはみんな、佑介のことが大好きだからな」

「……」

「……」

「……」

　……え？

　……今、何て言いました……？

「あ、い、いや、その、……今のはだな……」

　言った後に少しだけ照れたように三み姫きが声を小さくして。

「そ、その、何というか……言葉の綾あやだ……！　ふ、深い意味はないんだ……！」

「そ、そうか……」

「じゃ、じゃあ、私はそろそろ接客に戻もどるな？　『プリティキャロットケーキ』もできる頃ころだし……」

「あ、ああ……」

「で、ではな」

　そう慌あわただしく言うと、いそいそと接客へと戻っていった。

　む、むう、いかに言葉の綾とはいえ、そんなことを言われるともう何を言っていいんだか分からんのだが……







　そんな感じに序じよ盤ばんの時間は過ぎていき。

　開始から二時間ほどが経った。

　時刻は十一時を少し過ぎた辺りになり、お客さんの流れもひと段落し始めていた。

「ふう……」

　ここまではなかなかに盛せい況きようだったな。

　思った以上にお客さんの入りと反応が良かった気がする。この調子でいってくれればかなりいい感じに流れを摑つかめそうだ。

　洗い終わった食器を乾かん燥そうスペースにチマチマと移しながらそんなことを思っていると。

「ねえねえおにいさん、よかったら今のうちに休きゆう憩けいにでも入ったらどう～？　今ならそんなに忙いそがしくないし」

　唯ゆい香かがそう言ってきてくれた。

「ん、そうだな……」

　これから昼過ぎ～午後にかけては昼食を食べようというお客さんも増えて忙しい時間になるだろう。そうなる前にひと休みしとくってのは確かにいいアイデアかもしれん。

「じゃあちょっといいか？　一時間くらいで戻もどってくるから」

「ん、りょ～かい♪　ここはまかせといて～♪　──あ、それとほら、日和ひよりちゃんと三み姫きちゃんもどうせならいっしょに行ってきたら～？」

「え……？」

「私が、か？」

　二人揃そろって目をぱちぱちとさせる。

「うん、そ。ちょうど今フルーツパプリカとニンジンは材料が一時的に切れたところだし、みんないっぺんには休めないから順番からいってちょうどいいかな～って」

「あ、そ、それはたしかに……」

「うむ……」

　その言葉はもっともだった。

　確かに全員が店を空けるわけにはいかない以上、休憩は順番に取らんといけないからな。何人かずつでまとめて取るべきだってのは妥だ当とうな意見だろう。

　ということで、俺の他に日和さんと三姫も休憩を取ることになり。

「──じゃあ、行くか」

「あ、は、はい……っ」

「そ、そうだな……」

　そううなずき合って。

　日和と三姫と三人で『ベジタブル・ふぇあり～♪』を出たのだった。
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　姫ひめ乃の宮みやはどこもかしこもお祭り状態で賑にぎわっていた。

　お祭り状態でフェスティバル状態。

　道行くお嬢じよう様たちの表情もいつもよりも明るく弾はずんでいるようにも見える。

　ただその内容が相変わらずセレブとハイソの極みというか、一いつ般ぱん社会とはかけ離はなれていることこの上ない感じだった。

　一例をあげてみればさっきメイド喫きつ茶さとか書いてあるから何かと思ったんだが……チラリと覗のぞいてみたところ、何とそれはいわゆる最近の秋あき葉は原ばらとかで流行っているキャッチーな感じのメイド喫茶ではなく本物のメイドさんが給仕をやっている喫茶店だった。いやある意味アホだろ……

　他にも吹奏楽部が百人編成レベルの本格オーケストラによる無料演奏会を開かい催さいしていたり、天文部の展示に本物のプラネタリウムが建築されていたりと。

　たぶん主しゆ宰さいしている本人たちは大真面目にやっているつもりなんだろうけど……どこかずれてるんだよな、この学校は。

　そういったことをそこはかとなく思いながら日和ひよりと三み姫きと歩いていく。

「わ、わあ、あれは何でしょう……？」

「ん、分からんが……何かのモンスターとかじゃないか？」

「うん、あれは太陽の塔とうだな。大阪万博に出ていたものをモチーフにしてレプリカを作ったんだろう」

「へえ、そうなのか？」

「ああ、例年ああいったものが飾かざられるんだ」

「すごいです……」

　三姫の解説に日和が感動したようにそう声を漏もらす。

　そんな光景を見ながらふと、そういえばこの三人でこうやって行動するってのはあんまりなかったかもしれないな……と思う。

　学校にいる時にはだいたい『菜園部』のメンバーがいるし、それ以外では日和さんと二人で行動することが多い。

　三姫もあんまり積極的に前に出て来るタイプではないので、なかなか少人数で話したりすることがなかったりする。

　だけど日和さんと三姫は盆ぼん栽さい好きなシルバー仲間でもあって仲もいい。こういった交流の機会ができるのはいいことだな。

　そんなことを考えながら適当に三人でその辺をブラブラと見て回った。

「お、ここの店は何なんだ？　なんかワニとかマグロとかライオンとかがいるが……」

「さ、さ～かすさんでしょうか……？」

「ん、ここは愛あい玩がん動物販はん売ばい店てん、俗ぞくに言うペットショップだな」

「ペ、ペットショップ……？」

「ああ、そうだよ。『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』中はこういった店も多く出るんだ」

「……」

　文化祭にペットショップがあるのも驚きだが、そこにワニとかが普ふ通つうにいるのがもはや規き格かく外がいだ。ていうかこういう動物とかを扱あつかうのってワシントン条約とかそういうのがあったんじゃなかったっけ……？

「わあ、じゅえり～しょっぷもあるんですね……」

「ん、そうだな。このお店もだいたい毎年出店しているよ」

「へえ、アクセサリーか……どれどれ、小さな指輪くらいなら買ってやれるかも──って、三百五十万円!?」

　ゼロの数が予想と三つくらい違ちがうんだが！

「ああ、それはおそらくオーストラリア産のピンクダイヤモンドだろう。この大きさと質にしては破格の値段だが……」

「さ、さんびゃくごじゅうまんえんって……うまい棒がいくつ買えるんでしょうか……？」

「……」

　ていうかそれだけあれば桜さくら乃の日和ひより荘そうを余よ裕ゆうで三年くらい運営できるんですが……

「おお、うまいなこのトンブリ！」

「は、はい、とってもあじわいぶかくてぷりぷりで……」

「マルエソにあるのとはひと味違ちがう感じだよな。今まで食べた中で一番うまいかもしれん……」

「いやこれはキャビアだよ。おそらくはカスピ海産のブラックキャビアで、最高級品の一つだろう」

「え……」

「きゃ、きゃびあさん……？」

「うん、黒い海の宝石だ。黒パンに載のせて食べても美味しいものだよ」

「……」

　何でそんな世界三大珍ちん味みがタコ焼きみたいに気軽に売られてるんだよ……

　確かによく読んでみれば看板に『caviar』と書かれていた気もしたが……

　とまあそんな感じに色々と回っていて。

　それはこの上ないカルチャーショックを受ける時間でもあったが……バラエティ溢あふれていて楽しい時間でもあった。

「あ、それでですね、この前買ったミニ松の盆ぼん栽さいさんがとってもいい枝ぶりをしていまして……」

「ん、そうなのか、小こ春はる原ばらさん？」

「はいです。かわいらしいうえにかっこいいです……♪」

「ふむ、いいなあ……今度見に行ってもいいかい？」

「は、はい、ぜひ……♪」

「……」

　日和ひよりと三み姫きもよりいっそう仲良くなったみたいだし、いいこと尽ずくめだな。

　地味っこと和歌お嬢じよう様とのコミュニケーションを目に少しだけ微ほほ笑えましい気持ちになりながら歩いて。

「？　あれは何でしょう……？」

「ん？」

　と、日和ひよりさんが何かを見つけたようだった。

　指さした先にあったのは何やら神秘的な建物。

　基本的に中世ヨーロッパ的な空気が漂ただよう『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』の中にあってどこか異質な雰ふん囲い気きである。

「ああ、あれは占うらないの館だな。占いの館『フォーチュンスター』。占せん星せい術じゆつ研究会とタロット同好会とが合同で毎年やっているもので、けっこうよく当たると評判なんだ」

「わあ、占いですか……♪」

　三み姫きの説明に日和がそう声を上げる。

「む、好きなのか、小こ春はる原ばらさん？」

「あ、はいです。当たるも八はつ卦け当たらぬも八卦で……」

　地味に目を輝かがやかせながら答える日和さん。

　確かに日和さん、毎朝テレビのスッ●リス占いとかを欠かさずに見てるからなあ。そういうところは本来少女趣味と評価されるはずなのに、なぜかこの地味っこにかかるとそれがおみくじとかお百度とかと同じ類のシルバーな趣味に思えてくるから不思議だ。

「あの、おにーちゃん……ここ、入ってもいいですか？」

「そうだな、私も入ってみたい」

　二人してそう言ってくる。

　俺おれとしても特に異論はなかったため。

「ん、いいぞ。入ろう」

「わ、やりました……♪」

「すまんな、佑ゆう介すけ」

　そう言ってくる日和と三姫にうなずき返して。

　占いの館『フォーチュンスター』へと入った。







　占いの館はいかにもといった雰囲気だった。

　占い師ごとにいくつかのブースに分かれていて、ランダムでそのどれかに通されるシステム。

　俺たちが案内されたのは、その中の『スターライトの間』だった。

　黒と青の布で覆おおわれた閉じられた空間で、光源となるのは天井に吊つるされている間接照明くらい。辺りには民族音楽のようなどこかオリエンタルな感じの音楽が流れている。

　部屋の中央にはテーブルとイスが置かれ、俺たちの対面には顔を布で隠かくした占い師が座っていた。

「──ようこそ『スターライトの間』へ。それでは順番に占うらなっていきますね。まずは貴女あなたからでよろしいでしょうか？」

「え？　ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ、頼たのむ」

「はい。では……」

　占い師は三み姫きにそう言って占いを始めていく。

　どうやらこちらに占ってほしいジャンルを選ばせるのではなく、最初からデフォルトで全体運を占っていくシステムのようだ。

　ちなみに占う方法はカードと星見表（？）のようなものを使ったもののようだった。

　占い師は慣れた手付きでカードをシャッフルして、星座の描えがかれた布の上に次々と並べていく。

　やがて占い師は顔を上げて。

「──ふむ、出ました。貴女は……輝かがやける連星の一つのようですね」

「え……？」

「三つに並んで輝く姉妹星が見えます。貴女はその内の一つ……ですが、他の二つとは少しばかり距きよ離りが離はなれている……これは他の二つの熱に一つが耐たえられずにいるかのよう……」

「……」

「貴女の星の輝きは素質的には他の二つに劣るものではない……ですが、今はそうではないようですね。萎い縮しゆくしてしまっているのか、他の二つの輝きに負けて光が小さくなってしまっている。他の二つと貴女は輝きの色の質が異なります……ゆえにあまり意識せずに貴女は貴女の輝きを求めるとよいのではないでしょうか？」

「……驚いたな、当たっているよ。あまり認めたくはないが……」

　占い師の言葉に意表をつかれたように三姫が息を漏もらす。

　むう、よく分からんが……今のは三姫と、初うい姫ひめさんと次つぐ姫ひめさんの関係を言い当てたものだったのか……？

　確かにそんな感じもするが……

　目の前の占いの意外な精度の高さに少しばかり驚いた気分になっていると。

「──それでは、次に貴女を占わせていただきます」

「え、あ、は、はい……っ」

　どうやら次は日和ひよりさんのようだった。

　一度日和さんの顔を見た後にまた同じようにカードを並べていくと。

「これは……！」

　と、少し驚いたように占い師が声を上げた。

　ううむ、何が出ていたんですかね？　まさか死し兆ちよう星せいとかそういう類のものが見えたとか……？

　すると。

「これは覇は王おうの星……無限の輝かがやきを放ちながらどこまでも光り続ける、将しようの星です。あなたはいくつもの輝ける星を周りに連れて高みへと昇のぼっていく運命……今はまだそこまで強くはない光ですが、いずれそれらの星の中で最も輝く将星となるでしょう……」

「え？　え……？」

　その言葉に目をぱちぱちとさせる日和ひより。

　え、覇王？　将星……？　って……この地味でぴよぴよな日和さんが……？

「この星は周りの数多の星を取り入れてやがて大きな星雲となっていく……。そして星雲は他の星雲とも合体して一つの天体をも形成するかもしれません。ただ近い将来に、もう一つの大きな輝きの星とぶつかる相が出ていますね……貴女と同じかもしかしたらそれ以上の強さを持った将星……これはどちらかが消えるまで続く……？」

「……」

　何か最後の方は不吉なワードも見みえ隠かくれしてたような気がするんですが。

　もう一つの大きな星って……何のことだろうか？

　今現在対立している猛もう禽きんお嬢じよう様？　だが言っちゃなんだがあの猛禽お嬢様は大きな輝きの星と言えるほどの大物じゃないはずだ。あくまで鷲わし津づ派はの一人にすぎないんだし……

[image: ]

　ということはやっぱり一番考えられるのは……鷲わし津づの初うい姫ひめさんか次つぐ姫ひめさんのどっちかあるいは両方ってことか。

『薔ば薇らの祭典』で光琉ひかるとともに日和ひよりさんが立りつ候こう補ほすれば、生徒会をその手に入れようとしている次姫さんたちとはどうしてもぶつかることになるわけだし……

「──以上です。貴女あなたはなかなかに面白い星をお持ちですね。今持っているその輝かがやきと、周りの星々との繫つながりを大切にすることがこれから先の未来の選せん択たくにおいて活きてくることでしょう」

「え、は、はいです……」

　分かってるんだか分かってないんだか日和さんがこくこくとうなずく。

　そして占うらない師しは最後に俺おれの方を向いて。

「──さて、それでは次にそちらの貴男あなたを占わせていただきます……おや？」

「お？」

「貴男は……どうやら星を輝かせる宿命を持っているようですね。貴男自身はとても静かな輝きをたたえていて、自らが輝くよりもむしろ周りの星を集め引き立たせる能力に秀ひいでた……ふむ、それらの星のいくつかから強い引力を感じる……どうやらあなたは、それらの星の何人かから好意を持たれているみたいですね」

「え、え……っ！（どきっ）」

「こ、好意……！（どきっ）」

　なぜかその言葉に両りよう隣どなりの日和さんと三み姫きが反応した。

「あ、あの、え、えと、その……！」

「こ、好意というのはその……い、いや、確かに良い友人だとは思っていて、むしろそれ以上になりたいとも思ってはいるが……！」

　何やらしどろもどろにそんなことを口にする。

　何やってるんだ、二人とも？

　そんなちょっとした混乱状態をヨソに占い師は続ける。

「星の数は現在全部で七つ……その内の三つが特に強い光を放っているように見えます。そして残りの四つの内の一つは少し離れた場所で輝いている……だがどれも貴方の身近であることには変わりはない。……ああ、その他にももう二つありました。鈍にぶい輝きだったので見落としそうになりましたが……」

「……」

　うーむ、よく分からんがこれは俺が九人くらいから憎にくからず思われてるってことなんですか……？　……いやさすがにそれはないだろ。そんなどこぞのハーレムみたいな状じよう況きようがあるなら世の中楽しくて仕方ないはずなんですがね。

「──以上で占いを終わります。占いは一つの指標でしかありません。未来を決めるのはあなたたち自身の意思と行動であることをお忘れなきよう……」

　最後に占うらない師しがそう締しめて。

　そんな感じに、占いの時間は終わった。







「うーん、どうもいまいちな感じだったな。あんまり当たってなかったというか……」

　占いの館『フォーチュンスター』を出て。

　何となく俺おれがそう口にしたところ。

「え、い、いえ、そんなことはないんじゃないかと……」

「……う、うん、そうだな。意外と当たっているような気がしたんだが……」

　日和ひよりと三み姫きはそう言ってくる。

「ん、そうか……？」

「は、はい……その、かなり当たっている部分もあると思いました……。ど、どこがとは言いませんが……」

「あ、ああ、どことは言わないが……」

　うーむ、そんなもんかねえ……

　俺にはよく分からんが……

「あ、あー、佑ゆう介すけ。そ、それよりもあっちのお店を見てみないか？」

「は、はいです……あ、あそこの『マッスルの館』が見てみたいです……っ」

「……？」

　何だってこの二人はそんなに焦あせったような顔をしてるんですかね？

　なぜだか非常に慌あわてたような日和さんがとてとてと『マッスルの館』（ボディビル研究会の出し物らしい……）へと駆かけ出だそうとして。

　と、その時だった。




　ドン……ッ！




「あ、す、すみません……っ」

　地味によそ見をしていたため通行人の一人とぶつかった。

　ぶつけた額を押おさえながら慌てた様子で頭を下げる。

「ちょっとあなた、どこを見て歩いてますの！」

「冴さ織おりお嬢じよう様のただでさえ小さい胸がこれ以上へこんだりしたらどうしてくれますの……って、あなたは！」

「あ……」

　ぶつかった相手の隣となりにいたお嬢じよう様が驚いたような声を上げる。

　そこにいたのは……猛もう禽きんお嬢様とその取り巻きたちだった。

「冴さ織おり……」

　三み姫きがためらうように声を上げてそっちを見る。

　だが猛禽お嬢様はそちらを見ずに感情を感じさせない笑えみを浮うかべると。

「……ずいぶんと余よ裕ゆうね。勝負中だというのにそのようにフラフラと暢のん気きな顔で出歩いているなんて」

　見下したようにそう言ってくる。

　ホントにいちいち突つっかかってくるな、この猛禽は。

「別にそういうわけじゃない。俺おれたちはただ順番に休きゆう憩けいしてるだけだ」

「ふん、休憩ね……」

　そこで一度言葉を切ると。

「……そうね、格の違ちがいというものを見せ付けてあげるいい機会かもしれない」

「？」

「──ねえ、あなたたち。よろしければこれから『クイーン・アウル』にあなたたちを招しよう待たいいたしましょう」

　少しだけ口の端はを上げてそう言ってきた。

「え？」

『クイーン・アウル』に……？

「そうよ。我が最高の『クイーン・アウル』へ。あなたたちも興味があるでしょう？」

　それがさも当然であるかのごとく言う。

「……」

　いやまあそこまで意識しているわけじゃないが……それでも店に招待してくれるというのならそれに越したことはない。前ぜん哨しよう戦せんの相手方の現状を見ておくことは損にはならんと思うし……

　その俺たちの表情から肯こう定ていだと察したのか。

「決まりね。最高の茶さ寮りようによる最高の時間というものをあなたたちに見せてあげましょう」

　そう薄うすく笑った後に三姫の方を見ると。

「……それに三姫さん……あなたよりも私の方が優れているということを、知らしめてさしあげます。大した能力もないのに初うい姫ひめ様や次つぐ姫ひめ様にかわいがられていたあなた……。鷲わし津づの血族でないというだけで、副ふく盟めい主しゆの座に甘んじていた私の雪せつ辱じよくを思い知りなさい」

「さ、冴織……」

「──さあ、それでは付いてきてもらいましょうか。こちらへ」

　そう声を上げる冴織に付いて。

　急きゆう遽きよ『クイーン・アウル』へと向かうこととなった。
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「──いらっしゃいませ、『クイーン・アウル』へようこそ」

　猛もう禽きんお嬢じよう様たちに連れられた俺おれたちを迎えてくれたのは、上品そうな執しつ事じによるそんな挨あい拶さつだった。

「三名様でしょうか？　個室とそれ以外どちらにいたしますか──と、これは冴さ織おりお嬢様……」

「こちらは最高級のＶＩＰ席へ案内して。私もすぐに行くわ」

「──は、承うけたまわりました。ではお客様はこちらへ……」

「あ、は、はいです……」

　丁重に頭を下げる執事たちに連れられて。

　何やら奥おくの方にある個室へと案内された。

『クイーン・アウル』の店内は外の華か美びな装そう飾しよくから予想されるそのままだった。

　教室一つほどの広さの部屋にソファが置かれ、天井にはシャンデリア。

　辺りには高級そうな調度品が所ところ狭せましと並び、身なりの整った執事たちがそれらの間を埋うめるようにして静かにたたずんでいる。

　それはまるでテレビとかで時々見る銀座とか六本木とかの高級会員制クラブのようで……いや、よくこんなものすごいの建てたよなあ。こういった出店は『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』の期間限定で、終わったら取とり壊こわすのが常だって聞いてるのに……

「す、すご……いです……」

　隣となりで日和ひよりも圧あつ倒とうされたようにそう声を上げる。

　が。

「……すごくはないよ。これは醜しゆう悪あくだ。外観ばかりが立派で中身に心が感じられない……。聖せい鷲しゆう館かんや鷲わし津づ会かいと同じだ。鷲津の忌いむべき要素が全てここに凝ぎよう縮しゆくされている……」

「三み姫き……」

「冴さ織おり……やはりお前には分からないのか……」

　苦しげにそう声を発する。

　うーん、やっぱり元々は同じ一年鷲津派の盟めい主しゆと副盟主という関係だけあって色々と複雑なのか……とどう声をかけていいのか分からずにいると。

「──お待たせいたしました。こちらが我らが『クイーン・アウル』で最も高価なコースメニュー、『白金の梟プラチナル・アウル』となっております。まずはお飲み物のシャンパンから……」

　恭うやうやしい態度の執事が金色に輝かがやく飲み物を持ってやって来た。

「え、いや、俺たちはまだ注文してないんだが……」

「──冴さ織おりお嬢じよう様より承うけたまわっております。お客様たちには最高価格の物をお出しするようにと。ちなみにお代のご心配は無用とのことでございます」

「はあ……」

　最高価格の物、ね……

　そりゃあまあそれを出しておけば無難と言えばまず問題はないだろうが。

　……とはいえいい気はしないな。何ていうか、こちらの好みとかは度外視でとにかく高いものを出しておけばいいと言われているみたいで……

　少しばかり微び妙みような気分になっていると。

「すまないな佑ゆう介すけ、小こ春はる原ばらさん……。不ふ愉ゆ快かいな思いをさせて……」

「あ、いや……」

「そ、そんな、おいしそうですし……あ、あうっ……（シャンパンのアルコールがきつかったらしい）」

　三み姫きのすまなそうな言葉に首を振ふる。

　いやこれは三姫が気にすることじゃないし……

　出てきたメニューのラインナップ自体は素晴らしいものだった。

　最初のいかにも高価そうなシャンパンやキャビア載のせのトーストやトリュフ入り卵焼き。

　そういった高級料理には三歳児レベルで詳くわしくない俺おれにも、それらのどれもが一級品だってことは分かる。ムダにゴージャスだ……

　そんな風にコースは続いていき。

「……」

　やがてデザートの金きん箔ぱくが載せられたチョコレートとともに『白金の梟プラチナル・アウル』コースとやらが終わる頃ころに。

「──どうだったかしら？　我が『クイーン・アウル』が誇ほこる『白金の梟』、堪たん能のうしていただけたかしら？」

「冴織……」

　そんな自じ慢まんげな声とともに、猛もう禽きんお嬢様がやって来た。

「驚きとショックで言葉も出ないのかしら。ふふふ、彼ひ我がの絶対的な差を、自らの目と耳と舌とで分かってもらえたのなら幸いだわ」

「……」

　本当にこれが最高のもてなしだと信じてるんだな、この猛禽お嬢様は……

　だとしたらこれ以上俺たちの口から何も言うことはないだろう。それこそフクロウの耳に説法ってやつである。

「──帰ろう、日和ひより、三姫」

「あら、もうお帰りかしら？」

「……ああ。どうも、ごちそうになった」

　それだけ言って二人を連れて帰ろうとして。

「──どうかしら三み姫きさん。これで分かっていただけた？　あなたよりも私の方が優れているということが……」

　背後からそんな猛もう禽きんお嬢じよう様の声が追いかけてきた。

「これはほんの始まりにすぎない……私はこの前ぜん哨しよう戦せんを勝ち、『薔ば薇らの祭典』で生徒会会計となり初うい姫ひめ様と次つぐ姫ひめ様に認められ……そして私は鷲わし津づ派の一年生盟めい主しゆになってみせる。あなたが欠片かけらも興味を示さなかったその座に……！」

「分かるも何も……私は最初からお前よりも優れているなどと思ってはいない。──それよりも冴さ織おり」

「……？　何ですか、三姫さん？」

「ちゃんと食事は摂っているのか？　顔色がよくないぞ。睡すい眠みんも十分に……」

　その言葉に。

「……はっ、何を言い出すかと思えば……！　今さら何の心配ですか？　そのようなものは不要です。あなたと私はもうそのような間あいだ柄がらにないのですから」

「そうか……それは、すまなかったな……」

　三姫は小さくそう頭を下げて。

「──行こう、小こ春はる原ばらさん、佑ゆう介すけ」

「あ、は、はいです……」

「いいのか……？」

　猛禽お嬢様のもとを後にしたのだった。
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「……本当にすまなかったな、小春原さん、佑介……」

『クイーン・アウル』を出るなり。

　申し訳なさそうな顔をした三姫がそう頭を下げてきた。

「まさかこんなことになるなんて……。不ふ愉ゆ快かいな時間を過ごさせてしまって……」

「あー、いや……」

「そ、そんなこと……ご飯はとってもおいしかったですし……」

　二人してそう返す。

　確かに猛禽お嬢様はいつもの通り終始感じが悪かったが、さっきも言った通り三姫はこれっぽっちも悪くない。責任を感じるのはお門かど違ちがいってやつである。

「……冴さ織おりも、根は悪いやつじゃないんだ。鷲わし津づの派は閥ばつの中にいる内に、少しずつ変わっていってしまっただけで……」

　苦虫を嚙かみつぶすように苦しげにそう漏もらす。

　色々と複雑なんだろうな、きっと……

　そんなことを話している内に『ベジタブル・ふぇあり～♪』へと戻もどって来きた。

「あ、おかえり～、おにいさんたち～♪」

「お帰りを心よりお待ちしておりました～♪」

「待っていたわ、よく帰ってきてくれたわね」

　唯ゆい香かたち野菜の妖よう精せいの温かな声が迎えてくれる。

　むう、あの『クイーン・アウル』での冷たい雰ふん囲い気きを味わった後だと、こののどかでまったりとした空気が何物にも代えがたく感じられるね。真冬に外から帰ってきて熱い湯船に浸つかった時の心地というか……

　少しだけほっこりとした気持ちになっていると。

「あ、あのね～、おにいさん、おにいさんたちがいない間にちょ～っと失敗しちゃったんだけど～……」

「ミキサーが……爆ばく発はつしてしまったのよ……」

「詰つめこまれた白い液体に我が慢まんできずに発射してしまったもようです～」

「…………べとべと……」

　ヨーグルトと牛乳まみれになった顔でこっちを見ながらそんなことを言ってくる。

「…………」

　……まあ、まったりすぎるのも考えものかもしれんが。

　そんな感じで、『ベジタブル・ふぇあり～♪』での仕事に戻った。

　とりあえずはチャチャッと爆発したミキサーを片付けて、休きゆう憩けい前まえにやっていた仕事を続行していく。

「え、ええと、それでは最近はあまり勉強に集中できない感じなのですね……？　はい、でしたらリフレッシュ効果のある柑かん橘きつ系けいを多めにしまして……」

「風か邪ぜ気味か～、だったらビタミンＣが多く含ふくまれたイチゴがいいかもしれないね～。イチゴパフェとかはいかがでしょうか～？」

「子宝ナスはあらゆる場面におすすめですよ～♪」

「頭痛を治すには我が『エリクシルパンプキンポーション』しかありませんわ」

「…………ちょこばなな、おすすめ……」

「ザクロにはエストロゲンが多く含まれているから、女性にはとてもいい食べ物なのよ」

「ど、どうかな、この『プリティキャロットケーキ』を食べれば肌はだ荒あれもよくなると思うんだが……」

　お客さんの入りは午後になっても減ることがなかった。

　そこまで行列ができるような大だい盛せい況きようではないが、断続的にやって来てくれてほとんど途と切ぎれない感じ。

　コンスタントに注文がやまずに忙いそがしい状じよう況きようが続いた。

「はいです。それじゃあ材料に使うお蜜み柑かんをごいっしょに収しゆう穫かくいたしましょう……♪」

「あ、こちらのハサミを使うと収穫しやすいですよ～♪　『菜園部』で開発した握にぎりやすいグリップのハサミです～♪」

「こちらの子宝ナスは甘いので特におすすめです～♪」

「今なら特別にこの私の『回復の呪文ケアルガ』を受けることもできるというサービス付きですわ」

「…………ほわいとちょことばなな、よく合いますよ……？」

「そのままだとちょっと刺し激げきがあって苦手という人もいるから、この『ザックリザクロ』にはヨーグルトと砂さ糖とうが加えてあるわ。これでぐっと食べやすくなっているはず……」

「ニンジンに含ふくまれているビタミンＡには皮ひ膚ふの角質化を防ぎ潤うるおいを与える効用があってだな……」

　日和ひよりさんたちは皆みなそれぞれのやり方でがんばっていて（日向ひなたは相変わらず子宝ナス推おし一いつ択たくだったが）。

　そして『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』もあと一時間ほどで終わろうという頃ころに。

　思いもよらないお客がやって来た。




「──こんにちは、小こ春はる原ばらさん、佑ゆう介すけさん。来ちゃった♪」




「……！」

　にこやかな笑みを浮うかべる……初うい姫ひめさんだった。







「あら、素敵なお店ねえ……♪　緑がいっぱいで、とても心が落ち着くわ」

「あ、あのー、初姫さん、どうしてここに……？」

「ん？　仕事がちょっと手空きになったから寄ってみたの。ほら、小春原さんたちがどんなお店を出したのかやっぱり気になるじゃない♪」

　ぱちりとウインクをしながらそんなことを言う。うーん、この人、実はヒマなんじゃないのか……？

　一いち抹まつの疑念を抱いだく俺おれに。

「ね、この『ベジタブル・ふぇあり～♪』ではお客一人一人にカウンセリングをしてくれて、その人に最も合ったオリジナルメニューを作ってくれるんでしょう？　私も一つお願いしていいかしら？」

「え、ああ」

　それは構わないんだが……

　いやホント何しに来たんだこの人。猛もう禽きんお嬢じよう様との前ぜん哨しよう戦せんのことは当然知っているだろうけどその偵てい察さつとかでないことはこの人の性格上間ま違ちがいないし、だとしたら本当にただ日和ひよりたちが気になったから来たのか？　うーむ、分からん……

　にこにこと笑みを浮うかべる白金プラチナお嬢様の意図が分からずに少しだけ戸と惑まどっていると。

「ありがとう。それで、カウンセリングをしてもらえる相手も選べるのなら、あなたと小こ春はる原ばらさんに作ってもらいたいと思ってるんだけど……それもいい？」

「ん、俺おれは構わないが……」

「あ、はい。だいじょうぶです」

「そう、それじゃあお願い♪」

　そんな初うい姫ひめさんの声を受けて。

　日和さんと俺とで初姫さん向けのオリジナルメニューを作ることとなった。

　うなずき合って、日和と二人で厨ちゆう房ぼうへと移動する。

「う、初姫さんのメニューですか……？」

「うーむ……」

　さて何を作ったもんか。

　素材の指定や簡単なカウンセリングはすでに用紙に書いてもらっていて、今は外の畑で材料に使う野菜と果物を嬉うれしそうな顔で唯ゆい香かたちの指導のもとに収しゆう穫かくしている。

　それを厨房から横目で眺ながめつつ。

「やっぱりここはオーソドックスにいくか。本人からはあまりそうは見えないが仕事が忙いそがしいとのことだから、疲ひ労ろう回復系の果物を中心にしてメニューを組み立てて……」

「あ、はい、そうですね。それと……」

「ん？」

「あのゆーおにーちゃん、わたしにちょっと考えがあるんですが……」

「？」

　日和さんが地味な声でそう言ってきて。

　十分後。

「──で、できました。こちらが初姫さんへのオリジナルメニュー、『フルーツとお豆たっぷりの色とりどりあんみつ』となります……」

「わあ、美味しそう……♪」

　初姫さんがそう声を上げる。

　テーブルの上にあったのはフルーツがちりばめられたあんみつだった。

　イチゴ、リンゴ、ミカン、パイナップル、バナナなどなど。

　入っているのは基本的に全て果物だが、唯ゆい一いつニンジンが少しだけ隠かくし味あじに入っている。

「それじゃあいただくわね……うん、とっても美味しいわ♪　フルーティーで……」

「……」

「いいフルーツを使っているわね。これは土からしてきちんとした有機農法をやっているのかしら？　……あら？　でも使われているのは果物だけじゃない……果物の甘みの中に感じる僅わずかな異なる酸さん味みが……これは、人にん参じんね？」

「は、はいです。ニンジンさんです……」

「ふふ、考えたわね。あえて一品だけ野菜を入れることで味がぐっと締しまっているわ」

　楽しそうに笑う。

　むう、普ふ通つうにそれ（ニンジン）に気付くのはさすがだな。

「うんうん、それにしても素そ朴ぼくで素直で身体に優しい味だわ。ちゃんと果物と野菜の素材の味がする。やっぱりお野菜喫きつ茶さというからにはこうでなくちゃね……♪」

　終始笑顔でそんな感じに食べていって。

　そして。

「──ごちそうさま。とっても美味しかったわ♪」

　そんな言葉とともにスプーンを置いた。

　テーブルの上の食器の中はキレイに空。

　どうやら『フルーツとお豆たっぷりの色とりどりあんみつ』は満足してもらえたようだった。

「個性的でなかなか面白かった。果物も野菜もどれも新しん鮮せんで、甘みも味わいも奥おく深ふかいものだった。使ってあったのは全部さっき私が収しゆう穫かくしたものなのかしら？」

「あ、いえ、違ちがいますです。果物の一部はあらかじめ収穫してあったものを使いました。熟しているものもあった方が味に広がりが出ますので……」

「なるほど……小豆を入れてくれたのはどうしてなのかしら？　これはさっき私が収穫した中には入っていなかったと思ったけれど……」

「は、はいです……あの、初姫さんは仕事中は眼鏡をされていると聞きました。あまり視力自体はよくないと……。だからその、目に疲つかれがたまるのではないかと思い、眼がん精せい疲ひ労ろう回復の効果のあるものを多く選びました。イチゴ、リンゴ、ニンジン、そして小豆……これらは全て視力の回復や肝かん臓ぞう機能の回復に役立つアントシアニンというフラボノイド類を多く含ふくんでいますので……」

　身み振ぶり手て振ぶりを加えながら一いつ生しよう懸けん命めいに説明する。

　これが……日和ひよりさんの考えだった。

　日和さんの考えであり、『ベジタブル・ふぇあり～♪』の基本的な理念。

　事前の質問やカウンセリング用紙から分かる事情だけではなく、それらの諸しよ要素から読み取ることができるその先の需じゆ要ようを想像して……相手のことを思いやって、メニューの構成を考える。

　相手が本当に求めているものを提供しようと全力でがんばる。

　それはこの『ベジタブル・ふぇあり～♪』のコンセプトである〝おもてなしの心〟に沿そったものであると同時に、日和ひよりさん自身が常つね日ひ頃ごろから実じつ践せんしている〝相手のことを考えて行動する〟というスタンスの発現でもあった。

　ちなみに豆知識だが、一いつ般ぱんに目にいいとされているブルーベリーには実はそこまで科学的裏付けがないのだとか。俺おれも目の疲つかれといえばブルーベリーだと思ってたんだが、日和さんに小豆の方が効果的だと言われて文字通り目が丸くなるくらい驚いたもんだ。いやホントに文字通り豆知識だな。

　それを聞いた初うい姫ひめさんはにっこりと笑って。

「そう……ありがとう♪　あなたはカウンセリング用紙や質問の表面から分かるものだけじゃなくて、そこから推すい測そくされるその相手の──私の奥おくにある事情や内面までも気にしてくれたのね。とても美味しかったわ♪」

「あ……」

　その評価に日和さんが小動物のように嬉うれしそうに口元に手を当てる。

　そんな日和さんの頭を初姫さんはなでなでとして。

「ふふ、もう本当にかわいいんだから～♪」

　その言葉とともに。




『──ただ今をもちまして第七十五回姫ひめ薔ば薇ら祭さいは終幕とさせていただきます。たくさんのご来院、まことにありがとうございました。ご来院のお客様たちはお気を付けてお帰り下さいませ。また来年まで、オ・ルヴォワール』




　そんなアナウンスが響ひびき渡わたって。

『姫薔薇祭』は終わりを告げたのだった。







　　　５




「──さあ、小こ春はる原ばらさん、決着をつける時ね」

『姫薔薇祭』の終幕宣言がアナウンスされてからきっかり五分後。

　取り巻きを引き連れた猛もう禽きんお嬢じよう様が『ベジタブル・ふぇあり～♪』へとやって来た。

「売り上げの結果は出ているでしょう。我が『クイーン・アウル』とそちらの『ベジタブル・ふぉーる』、どちらがより優れているかを白日の下にさらしてさしあげましょう」

「あら、そんなことをやっていたの？」

「──！　初うい姫ひめさま!?」

「こんにちは、冴さ織おりさん」

「え、あ……」

　初姫さんの姿を発見した猛もう禽きんお嬢じよう様は困こん惑わくした表情を浮うかべて。

「う、初姫様……どうしてこちらへ……？」

「どうしてって、小こ春はる原ばらさんは私のお友達だもの。そのお友達がお店を出していればそこに寄らせてもらうのは当然でしょう♪　──あ、もちろんあなたの『クイーン・アウル』にも行かせてもらったわ。ちょうどあなたは不在だったみたいだけれど……」

「……そ、そうですか……」

　その言葉に気を取り直したかのように顔を上げて。

「……いいでしょう、分かりました。むしろ初姫様の前でこの『ベジタブル・ふぉーる』を圧あつ倒とうすることができるのは好都合……」

　そう短く口にすると。

「──さあ、それでは売り上げを示しなさい。私の『クイーン・アウル』は六十三万円です。あなたたちの『ベジタブル・ふぉーる』はこれよりも上なのか否いなか……！」

　バッと俺おれたちに向かって手を振ふりかざしながらそう口にした。

　む、むう、六十三万円か……

　まあ確かにあの贅ぜいの限りを尽つくした『クイーン・アウル』ならお客の単価もそれ相応のものなんだろうしこの姫ひめ乃の宮みやに来るレベルのお客ならばそれくらいはお小こ遣づかいレベルで払はらえるんだろうが……それにしたって異常だな。少なくとも一いつ介かいの高校の学園祭で出て来る数字じゃない。

「さあ、そちらの売り上げはいくらなのですか？　その『ベジタブル・ふぉーる』の成果は？」

「あ、は、はい、え、ええと……」

「……」

「こ、こちらの売り上げは……」

　日和さんがおずおずと顔を上げて。




「……こ、こちらの売り上げは、五万千四百円です……」




　コガネムシの鳴くような小さな声で、そう言った。

「……五万千四百円……？」

　猛禽お嬢様が拍ひよう子し抜ぬけしたようにそう声を漏もらす。

「……五万千四百円……？　今五万千四百円と言いましたか……？　五十四万円の間ま違ちがいではなく……？」

「は、はい、五万千四百円です……」

「そんなまさか、信じられない……今日一日フル稼か働どうしていて、たったそれだけ……？」

「……」

「は、はははははは……！　もはや笑うしかない……あれだけ大きな口を叩たたいておいて、五万千四百円……ほんの五万千四百円しか売り上げることができなかったというの……？　何ということ……これはもはや驚きよう異いだわ……あ、あはははははははは……！」

　ちょっと何かが壊こわれちゃったみたいに笑いながら天を仰あおぐ。

「……」

　さっきから五万千四百円五万千四百円とやたらと連呼してるが、これは冷静に考えてみれば別にそれほどおかしな数字じゃないんだよ。

『ベジタブル・ふぇあり～♪』での価格設定はドリンクやヨーグルトは基本的に百円。クッキーやクレープ、ケーキなどでもせいぜい三百円から五百円がいいところだ。

　それをお客さん一人の平均単価にしてみるとおよそ五百円。

　そして今日ここを訪れたお客さんの数はおよそ百人だから、五百×百で五万。計算的にはおよそぴったりである。ていうか高校の学園祭での喫きつ茶さ店てんの一日に収しゆう益えきなんて普ふ通つうこんなもんだろ？　むしろ何人お客が来たのかは知らんが『クイーン・アウル』の数字がおかしすぎるだけで……

　だけど猛もう禽きんお嬢じよう様にはそれは思考外の事実なのか。

「あはははははは……本当に拍ひよう子し抜ぬけもいいところ！　及およばないまでも、せめてもう少しは健けん闘とうしてくれると思っていたのですけれどね」

「……」

「これはもはや比べるまでもありませんわ。──我らが『クイーン・アウル』と『ベジタブル・ふぉーる』の前ぜん哨しよう戦せん……『クイーン・アウル』の……この私の勝利で決着です──」

　高らかにそう宣言しようとして。




「──ちょっと、待ってもらってもいいかしら？」




「え……？」

　意外な声がそれを遮さえぎった。

　決して大きくはないけれどどこまでもよく通る声。

　静かに声を発していたのは……鷲わし津づの初うい姫ひめさんだった。

「確かに両りよう店てん舗ぽの売り上げは分かったわ。それだけを見ると『クイーン・アウル』の方が優れているということも。だけれど他にも見るべき要素があると思うのだけれど……」

「ど、どういうことですか初うい姫ひめ様……！　それはおかしいでしょう……！　あなたがこの小こ春はる原ばらさんたちを気に入っているのは分かっています！　しかしこれは純じゆん然ぜんたる勝負……そのような私情を挟はさむというのは……」

　ある意味当然とも言えるその反論に。

「──分かっています。私はそのような私情を持ち込んでいるわけではない……ただ、一つ気になる点があって、ね」

「気になる点……？」

「──ええ。二つのお店の帳ちよう簿ぼを見せてもらえるかしら？」

　少しだけ声を低くしながらそう促うながす。

　それを受けて俺おれたちからは日和ひよりさんが、向こうからは猛もう禽きんお嬢じよう様がそれぞれ店てん舗ぽの収支について記された書かれた紙束を手て渡わたす。

「…………」

　しばしの間初姫さんはその二つの帳簿を見比べていた。

　だがやがて顔を上げると、何かに納得したように息を吐はいて。

「……やっぱり、ね……」

「……？」

「残念だけれど……思った通りだったわ……」

　そう言って俺たちの皆みなの顔を見渡すと。




「──この勝負……『ベジタブル・ふぇあり～♪』の……小春原さんの勝利であると、この私鷲わし津づ初姫が宣言いたします」




「……！」

　ハッキリと、そう言い放ったのだった。

「ど、どういうことですか……！　せ、説明してください……！　帳簿で見ても売り上げでは確かに、私たちの方が圧あつ倒とう的てきに上回っているはずです！　それがどうして……！」

　必死な表情で食い下がる猛禽お嬢様。

　その顔をゆっくりと見返して初姫さんは。

「……確かに単純な売り上げでは『クイーン・アウル』の方が上でした。それは否定できない事実……。だけど、総合的な利益率を考えた場合、一いち概がいにそうとは言えない……ここを見てみなさい」

「な、何を……っ、こ、これは……」

「……そう。あなたたちが今回のこの店舗にかけた初期費用です。あなたはこの『クイーン・アウル』を作り上げるのにおよそ六十万円の投資をしている。これすらもおそらくは梟きよう本もとの力を使って相当に低く抑おさえたのでしょう。それはいい。それ自体はあなたの、梟きよう本もとの家という派は閥ばつの持つ力。しかし……」

「……」

「こうして出ている数字自体は否定することはできない……。この六十万円を差し引けば、純利益はおよそ三万円……これこそがあなたの『クイーン・アウル』のこの『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』における結果と言えるでしょう」

「そ、それはそうですが……！　し、しかし初期費用に関していえばあちらの『ベジタブル・ふぉーる』も同じはずです！　それも差し引いて考えなければ……」

　拳こぶしを握にぎりしめながらそう食い下がる猛もう禽きんお嬢じよう様に。

「──もちろん、考えています」

「え……？」

「こちらの帳ちよう簿ぼ（ぴよ・お小こ遣づかい帳ちよう）によれば『ベジタブル・ふぇあり～♪』が初期費用としてかけた額はおよそ一万円……売り上げである五万千四百円から差し引いて考えてみれば、純利益はおよそ四万円ということになります」

「あ……な……」

　その言葉に猛禽お嬢様が愕がく然ぜんとした表情になる。

　そして……そのままその場に崩くずれ落おちた。

　まあ……でもそりゃあそうだよな。絶対に勝ったと思っていたのにすんでのところで待ったをかけられた挙げ句に、自身が尊敬して崇すう拝はいする初うい姫ひめさんにダメ出しをされたんだから。

「……」

　だけどこの結果は……ある意味必然だと思うんだよ。

　ただ勝つことだけを考えて、それ以外のことを考えずに財ざい力りよくとお嬢様力を尽つくした店てん舗ぽを作り上げて売り上げを叩たたき出だした猛禽お嬢様。

　それに対して日和さんは、まずお客さんを喜ばせようとする〝おもてなしの心〟を第一に考えた。お嬢様力にお嬢様力で対たい抗こうするのではなく、自分たちにできることで一いつ生しよう懸けん命めいに喜ばせようとして、結果手作りやお客さんへのカウンセリングを重視することによって初期費用は自然と抑えられることとなった。

　結論としては利益率というカタチになって表れたが……根底にある差は、そういうことだと思うんだよ。

　初姫さんもそのことはよく分かってくれているんだろう。

　だけど猛禽お嬢様はそれが理解できないのか。

「……そんな馬鹿な……納得がいかない……こ、こんな結果……店舗の内容としては決して劣ってなどいなかったし、あと一日あれば利益率ですら『クイーンアウル』は『ベジタブル・ふぉーる』を大きく越えていた……なのに……」

　悔くやしそうに声を上げながら床ゆかを叩たたく。

　その猛もう禽きんお嬢じよう様に。

「……確かに利益率という点であなたは後れを取った。小こ春はる原ばらさんたちよりも下回ってしまった。……だけど冴さ織おりさん、あなたが敗北した本当の理由は、そういうことではないと思うわ」

「……どういう、こと……ですか、初うい姫ひめ様……？」

「……それは実際にここの、『ベジタブル・ふぇあり～♪』のカウンセリングを受けてみれば分かるんじゃないかしら？　──お願いしてもいい？」

「え？　あ、は、はい……」

　初姫さんの言葉に日和ひよりさんがこくこくとうなずく。

「そ、それではカウンセリングを……」

　アンケート用紙を手にとてとてと前に出ようとして。

「──あ、ちょっと待ってくれ」

「？　ゆーおにーちゃん……？」

「そのカウンセリングなんだが……三み姫きにやらせてもらえないか？」

「え……？」

　日和さんに俺おれはそう言った。

　その不意の指名に三姫がびくりと身体を震ふるわせる。

「わ、私が……？　ど、どういうことなんだ、佑ゆう介すけ……？」

「言葉通りだ。このお嬢様のカウンセリングを三姫にお願いしたいんだ。やってみてくれないか？」

「い、いや、だからどうして私が……？」

　困こん惑わくした表情でそう答える。

　その気持ちは分かるが、それには……いちおう理由があるんだよ。

　三姫は少しの間迷まよっていたようだったが。

「……わ、分かった」

　やがてその言葉にうなずき返して。

「その意図は分からないが……佑介の言うことならば従おう。佑介の言うことには……全面的に信しん頼らいを置いているからな」

「三姫……」

　そう俺の顔を見て言うと三姫は前に出て。

「──それでは冴織、いくつか話を聞かせてもらおう。構わないか？」

「……三姫さん……ええ……」

　疲つかれたような冴織の声を受けて、カウンセリング用紙を手にした三姫が猛禽お嬢様へと近づく。

　ひとしきり何かを話した後、三み姫きは厨ちゆう房ぼうへと入っていった。

　そして十分後。

「──できた。これが冴さ織おりへの私からのオリジナルメニュー……『プルーン寒天くずきり風』になる」

「…………」

　テーブルの上に置かれた涼すずしげなそのデザートに、猛もう禽きんお嬢じよう様は言葉を発しなかった。

　うなだれたままただ力なく手を動かして、それをゆっくりと口へと運ぶ。

　そして──




「……おい、しい……」




　短くそう言葉にした。

「さっぱりとしていて喉のどごしが滑なめらかで……まるでこれを求めていたかのように自然に身体にスウッと入ってくるようで……」

　何かを解き放つようにそう言ってそのまま二口、三口とスプーンを口へと運ぶ。

　その反応に。

「──ずっと、体調が優れなかったのだろう？」

「え……？」

「顔色が優れず動きにも精せい彩さいを欠いていた……おそらくは夏からの疲ひ労ろうをずっと引きずっていたのではないか？　お前はよく夏バテをしていたから……。きっと慢まん性せい的てきな貧ひん血けつ状態だったはずだ。ゆえに鉄分を多く含ふくむプルーンを使わせてもらった。寒天とくずきりで食べやすくしたので、消しよう耗もうして食欲が落ちていても大だい丈じよう夫ぶなはずだ」

　冴織の顔を真まっ直すぐに見ながら、三姫が厳おごそかにそう言った。

「どうして……それを……？」

　猛禽お嬢様が戸と惑まどったように声を漏もらす。

　その口くち振ぶりは今三姫が言っていた内容がまさに全て事実であることを肯こう定ていしているかのようであって……

「……」

　そう、これが三姫にカウンセリングを頼たのんだ理由なんだよ。

『菜園部』部長であり『ベジタブル・ふぇあり～♪』店長である日和ひよりさんではなく、あえて三姫を選んだワケ。

　それは──

「……三姫は、最初からあんたの体調不良に気付いてたんだよ」

「え……？」

　俺おれは猛もう禽きんお嬢じよう様に向かってそう言った。

「今日の昼に『クイーン・アウル』に行った時に気にしていただろう。その時にもう……いやそれよりも前に、朝に『ベジタブル・ふぇあり～♪』であんたの姿を見た時から気にしていた」

「……！」

「ゆ、佑ゆう介すけ、それは……」

　三み姫きが慌あわてたように隣となりで声を上げる。

　だけどこれだけは言っておかんとな。

「三姫だけは気付いていたんだ。だれも……取り巻きでさえも気付いていなかったあんたの体調不良に……。それは……三姫がだれよりもあんたのことを分かってたってことだろ」

「そ、んな……まさか……」

　驚いたように猛禽お嬢様が三姫の顔を見る。

　その視線を受けて三姫は少しだけ気まずそうに。

「……お前はそうは思ってはくれていなかったのかもしれないが……私はお前のことが嫌きらいじゃなかったよ。……ううん、むしろ好きだった。友達だと思っていた。一年鷲わし津づ派はという中にあって、お前は間ま違ちがいなく私のことを支えてくれていたのだから……」

「……三姫、さん……」

「だからこのように……お前と対立するのは、辛つらいことだよ……」

「あ……」

　三姫の言葉に猛禽お嬢様は何と返していいのか分からない顔をしていた。

　だがやがて声を詰つまらせて顔を上げると。

「……わ、私、だって……」

「え……？」

「……わ、私だって……三姫さんが憎にくいわけじゃない……た、ただ……どうしていいか分からなくって……」

「……」

　絞しぼり出だすように、そう口にした。

「……み、三姫さんの立場が羨うらやましかった……鷲津の三女という恵まれた境きよう遇ぐうで、初うい姫ひめ様にも次つぐ姫ひめ様にも認められていてかわいがられていて……な、なのに、その立場を疎うとましく思っていて……だ、だから……ああいう態度で接するしかなかった……認めてしまうのが許せなかった……だ、だけど……私だって三姫さんのことが嫌いだったわけじゃない……対立したかったわけじゃ……」

「さ、冴さ織おり……」

「……で、でも……どうしても素直になれなくて……う、ううう……」

　涙なみだ声ごえを上げて、そのまま三姫の胸にしがみつく。

　うーん、この猛もう禽きんお嬢じよう様も猛禽お嬢様で色々と心に秘めていたものがあったってことか。三み姫きに対する裏腹な感情。俺おれにはよく分からないが、お嬢様であってさらには鷲わし津づ派はという特とく殊しゆな派は閥ばつの中にいたりすると色々とあるのかもね。

「いいんだ、冴さ織おり……分かっている……」

「……み、三姫さん……」

「分かっている……お前の言いたいことは分かっているから……」

　そんな猛禽お嬢様を三姫は黙だまって静かに受け止めていて。

　ひとしきりそんなやり取りを繰り広げた後。

　猛禽お嬢様はその涙に濡ぬれた顔を上げると。




「……私の、負けです」




　小さく、そうつぶやいたのだった。

　言葉では負けを宣言しているのだけれど……その表情はどこか晴れ晴れとしているように見えた。

　その光景を見て。

「う～ん、みっき～の事情はよくは分からないけど……これで円満解決かな～♪」
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「仲良き百合はうつくしきかな、です～♪」

「ふっ、また私と共に世界を救うべき同士に新たな顔ぶれが加わりましたわね」

「…………めでたし、めでたし……」

「まったく、素直じゃない人たちは手がかかるわね」

　唯ゆい香かたちがそんなことを言い合っていた。

「……」

　その後ろで。

「……う、うう……み、みっき～さんも……梟きよう本もとさんも……よかったです……や、やっぱりおともだち同士は仲良くするのが一番で……う、ううっ……」

　当の猛もう禽きんお嬢じよう様たちよりも顔をぐしゃぐしゃにした日和ひよりさんが、地味にぴよぴよと声を上げて泣いていた。

　何ていうかこの上なく日和さんらしいな……

　そんなこんなで一件落着（？）して。

　猛禽お嬢様による一連の前ぜん哨しよう戦せんは幕を閉じたのだった。
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　──『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』こと文化祭が終わり。

　一いつ般ぱん来院者が去った姫ひめ乃の宮みやの敷しき地ち内ないでは、後夜祭『月げつ光こう祭さい』が始まっていた。

　敷地の中心部の庭園では巨大なキャンプファイヤーが点火され、暗くなり始めた辺りの景色に大きな光を灯している。

　その周りには特設のステージのようなものが設けられていて、そこではたくさんのお嬢じよう様たちが優ゆう雅がに社交ダンスのようなものを踊おどっている。

　昼間は『姫薔薇祭』を彩いろどっていた中世ヨーロッパ風の飾かざり付つけはそのまま『月光祭』を賑にぎやかすアクセントとなっていて。

　姫乃宮中が祭の後の高こう揚よう感かんに包まれているというか、生徒たちだけのフェスティバルが楽しげに繰くり広ひろげられていて……

「…………」

　だけど『菜園部』としては浮うかれてばかりもいられなかった。

　猛もう禽きんお嬢じよう様との前ぜん哨しよう戦せんが終わり、これからはいよいよ『薔ば薇らの祭典』へと向けての本格的な準備が始まる。

　鷲わし津づ派はと全面対決することになるかもしれないおよそ二週間後の総選挙。日和ひよりさんの会計立りつ候こう補ほもさることながら、黄金お嬢様の会長への再任も『薔薇の花はな弁びら』として応おう援えんしないとならない。

　あの後三み姫きと和解した猛禽お嬢様は、たとえ会計に当選してもバードハウスと水すい槽そう棟とうを撤てつ去きよするようなことはしないと約束してくれたが、それでも一度立候補すると宣言した以上、日和さんは初しよ志し貫かん徹てつつもりらしい。

　猛禽お嬢様も「あなたなら……いい会計になれるかもしれないわね。無む駄だを省いて初期投資を減らすのは会計としての最上の能力……。もっとも、だからといってあなたに会計の職を黙だまって明あけ渡わたすつもりはありませんけれど」とのことだから、立候補自体は譲ゆずらないということなんだろう。

　まあ何というか、色々巡めぐり巡ってスタート地点に戻もどってきた感じ。

　ということで、これから先も『菜園部』としてはやることがたくさんてんこ盛りのはずなんだが……

「あ、お、おにーちゃん、よければいっしょにふぉーくだんすを踊りませんか……♪」

「おにいさ～ん、私といっしょにれっつだんし～んだよ～♪」

「私といっしょにめくるめく欲情のダンスをいたしましょう～♪（熱情って言いたかったんだろうな……）」

「私が『死の舞踏ダンス・マカーブル』のお相手をして差し上げてもよろしくてよ？」

「…………おにーさん、おどる……？」

「ま、まあせっかくだから、小こ春はる原ばらさんのついでに踊おどってあげてもいいわよ？（ちらっ）」

「そ、その、何だ……嫌いやでなければ私といっしょに踊ってほしいのだが……」

「……」

　……とりあえず、それどころじゃなかった。

　目の前で、お嬢じよう様×六と日和ひよりさんが散歩に連れて行ってもらう前の仔こ犬いぬみたいな目でこっちを見上げてきている。

「あ、え、ええと……」

「う～ん、またみんなかぶっちゃったね～」

「はちぴ～です～♪」

「私の『死の舞踏ダンス・マカーブル』の相手はあなた以外に考えられないですわ」

「…………おどるの、だめ……？（悲しそう）」

「とりあえず小春原さんと私以外は隅すみっこでリンボーダンスでも踊っていればいいと思うわ」

「い、いや、私は最後でもいいから、その、二人で踊ってもらえれば……」

　口々にそんなことを言ってくる。

「わ、分かった、それじゃあみんなで踊らないか……？」

「みんなで～？」

「あ、ああ、それが一番無難だと思うんだが……」

　なのでそう提案してみたものの。

「……」

「……」

「……」

「…………なんか、かごめかごめをやってるみたいだな……」

　失敗だった。

　八人で手を繫つないで輪になって踊ってみたところ、なんかまったく違ちがう光景がそこにできあがっていた。キャンプファイヤーの炎に照らされるシルエットが不気味というか、日和さんがその地味オーラのせいでかごめかごめの輪の中に入ってる人みたいになってるし……

「お、おにいさん、さすがにこれはないんじゃないかな～って思うよ……」

「そ、そうだな……」

　これは俺おれが悪かった……

　完全に計画倒だおれというか……

「もうこうなったら、いつものあれでいくしかないね～？」

「はい～、おに～さんの精力まかせなアレです～♪」

「……まあ、仕方がないかもしれないわね」

「佑ゆう介すけにがんばってもらうしかないか……すまぬな、佑介」

　唯ゆい香かたちが口を揃そろえてそう言ってきて。

「──じゃあおにいさん、私たち全員と一人ずつ順番に踊おどってね～♪」

「…………」

　ということで。

　いつものごとく人力作戦というかローラー作戦に訴うつたえかけるということで、俺おれが一人ずつと踊ることとなった。

　結局こうなるんですね……








・日和ひより



「え、ええと、ここのステップは左足を先に出して……」

「おお、ずいぶんうまくなったな、日和」

「あ、そ、そうですか……？」

「ああ、ものすごくサマになってる」

　ステップなどの足さばきや身体の使い方、社交ダンス自体の技術。

　どれを取っても以前の『プリンセス・ダンス・コンベンション』の時よりも洗練されていて、本物のお嬢じよう様みたいだ。いつかの盆ぼん踊おどりとは雲うん泥でいの差だな。

　その言葉に日和は本当に嬉うれしそうに頰ほおをふにゃんと緩ゆるめて。

「……だ、だったらうれしいです……。……でも、だとしたら、それは、きっと……」

「……ん？」

「え、えと……それはきっとゆーおにーちゃんのおかげだと思います。おにーちゃんはうまくリードしてくれるから、すごく踊りやすくて……」

「そうなのか？　自分ではよく分からんが……」

「は、はい……それに」

「？」

「……ダンスには……こめられたその人の想いが出ると、レッスンの時に教えてもらいました。いっしょに踊る相手への気持ちがどうしたってあふれてしまうって……。だ、だからきっと、相手がゆーおにーちゃんだから……」

「お……」

　少しだけ目を潤うるませてちょこんと見上げてくる。

　その表情にまた少しばかりドキリとしてしまったんだが……

「……」

　あー、うん、ゴホン、何であれ日和さんが楽しく踊れてるならよかった。





・唯ゆい香か



「ん～、なんかひさしぶりにおにいさんと二人になった気がするよ～」

「ん、そうか？」

「うん、そだよ。夏休みに『ホテルニューワシヅ』に潜せん入にゆう捜そう査さして以来かな～」

　にぱ～っと微ほほ笑えみながら唯香がそう言ってくる。

「そうか……」

　まあそうと言われればそうかもしれないな。

　というかあの光琉ひかる罷ひ免めん騒そう動どうからこっち、基本的に『菜園部』のみんなといっしょにいることが多かったからな。それもしょうがないというか。

「今日も今日でおにいさんを日和ひよりちゃんとみっき～に取られっぱなしだったからね～。ここで挽ばん回かいしとかないと、差を付けられちゃうからさ～♪」

「いや取られっぱなしってな……」

　俺おれはだれかの所持品とかそういうのじゃないんだから。

　だがその言葉に。

「ん、細かいことはいいからいいから～♪　そのへんはこっちの話だから♪」

「ん、ああ……」

　そう言って俺の胸にきゅ～っと抱だきついてくる。

「えへへ～、おにいさんの胸いた～♪」

「お、おい……」

「へへ～、サービスサービスだよ、おにいさん♪　せっかくの『月げつ光こう祭さい』なんだから～♪」

　や、所持品扱あつかいされてる時点でそっちだけの話じゃないと思うんだが……まあ抱きつかれて別にイヤな気分はしないし……いいか。





・日向ひなた



「らんらんら～ん♪」

「……」

「らんらんららららら～ん♪」

「…………」

「どうしたんですか～？　さっきから無言になっていますよ～？」

「……いや、どうしたってな……」

　ここだけチークダンスになってるんだが。

　他のお嬢じよう様たちは普ふ通つうにフォークダンスや社交ダンスなのに、何でここだけムダにアダルティーな感じなんだ？　まあ相手がこの天然お嬢様だから全然そんな色っぽいこと空気にはまったくもってならんのだが。

　すると日向ひなたは。

「こういう場面でのダンスといったらこのようなものなのではないのですか～？　あるいはランバダとか～」

「いやそれは違ちがうと思うぞ……」

　何だそのピンク方面に偏かたよった知識は。

「そしてそのまま熱い二人は暗くら闇やみかネオンかがやく二丁目のまちなかに消えていくのが正常位だと、うちの執しつ事じが言っていたのですが～」

「また執事かい！」

　ホントどうしようもないな！

　しかも明らかにホ●だよその二人！

　俺おれの突つっ込こみに。

「はあ、そうなのですか～」

　日向は分かったような分からないような微び妙みような顔でうなずいていた。

　もう絶対クビにした方がいいよ、その執事……





・皐さ月つき



「ふふふ……」

「？　何だ、楽しそうだな？」

「ふふ……それはそうですわよ。こうしてあなたと『死の舞踏ダンス・マカーブル』をともに踊おどれているのですから……光栄に思ってくださいな。『死の舞踏』を踊った者は必ず鬼き籍せきに入るのですから……」

「って、死ぬんかい！」

　何だその字面通りの呪のろいの踊りは。

「ふふふ……でも安心してくださいな。『死の舞踏』の呪いに囚とらわれた者も、いっしょに踊った相手を愛することができれば救われますわ」

「何そのよくありそうな設定！」

　聖●士星矢とかで見たことあるよ！

　しかも今呪いって言ったよね!?

「呪いと愛とは表裏一体のものですわ。光あるところにまた影かげもある……コスモスとカオス……世界の宿命と言えましょう」

「……」

　なんかもう何も隠かくさなくなってきたし、この邪じや気き眼がんお嬢様、色々とダメな気がする……





・ましろ



「……前の肝きも試だめしの時もだったが、ホントにこれでいいのか……？」

「…………こくり……」

「……でもな、これ……」

　ただ抱だき上あげてるだけなんだが……

　夏の肝きも試だめしの時と同じように、一方的に俺おれの腕うでの中に抱きかかえられたましろがうっとりとしているだけである。これはダンスというより子守とか荷物運うん搬ぱんとかのような気がせんでもないんだが……

　だけどましろは。

「…………ほくほく……（満足そうな表情）」

　ものすごく幸せそうな顔だった。

　まあ……本人がいいならいいか……





・美み咲さき



「……」

「……」

「……」

　……会話がない。

　前もそうだったけど、この雀すずめヶが原はらお嬢じよう様は微び妙みようにどう対応したらいいのか分からないんだよな。ちょっと怖こわいし……

　水がパンパンに入った水風船（今にも割れそう）に触さわるように接していると。

「……ねえ」

「！　ん、何だ？」

「せっかくなんだから……もう少し楽しそうに踊おどってくれないかしら？　いかに相手があなたとはいっても『月げつ光こう祭さい』の一大イベントなんだから」

「あ、ああ、スマン……」

　慌あわてて謝る。

　と、美咲が隣となりで小さな声で。

「…………小こ春はる原ばらさんと踊るのの次くらいに、少しは、楽しみにしていたというのに」

「？　何か言ったか？」

「……な、何でもないわよ。ほら、いいからさっさとちゃんとステップを踏ふみなさい。その、リズム、間ま違ちがってるわよ」

「ん、あ、ああ……」

　何か急にさらに不ふ機き嫌げんになったような……

　むう、やっぱりちょっと怖いな……





・三み姫き



「こ、こうして佑ゆう介すけと二人で踊おどるのもいいものだな……」

「そうか？」

「ああ、和歌について語っている時間もいいが、こういうのも素敵なものだ。まるで夢に見た光景の中にいるようで……」

　はにかんだ表情でそう口にする。

　いや三姫といっしょにいる時間は楽しいし、何より心地好いから俺おれとしてもウェルカムなんだが。

　その言葉に。

「そ、そうか……そう言ってもらえると嬉うれしいな。私も佑介と共にする時間は何にも代えがたいものだと思っているよ」

　本当に嬉しそうな笑顔でそう言ってきた。

　むう、この子は本当にいい子なんだな。不器用そうに見えて感情表現が素直というか……

　そんな感じに三姫と楽しく踊っていて。

　そしてなぜか。

「三姫さんが踊ると言われるのなら私も行くしかないでしょう……！」

「あ、ま、待ってくださいよ冴さ織おりさん！」

「な、何で私たちまで……」

「……」

　猛もう禽きんお嬢じよう様とその取り巻き二人も三姫に付属してきたのだった。

　なんかワケが分からんな……





・？？？？



　さらには最後には。

「あら、意外にダンスも上手いのね。驚いたわ」

「……」

「でももう少しリズムに乗ることができればもっとよくなるんじゃないかしら？　ほら、いっちにぃ、いっちにぃ♪」

「…………何で俺が初うい姫ひめさんと踊っているんですか……？」

「え～、いいじゃない♪　細かいことはいいっこなしよ。せっかくの『月げつ光こう祭さい』なんだから私だって気に入った相手と踊りたいじゃない♪」

「……はあ……」

　何だかよく分からんままに、どこからかやって来た初姫さん（この人ホントにヒマなんじゃないのか……？）とも踊ることとなった。

　何ていうかどこまでもカオスだ……







「……ふう……」

　ひと通りみんなと踊おどり終おえて。

　俺おれは日和ひよりたちから少し離はなれたところでひと息ついていた。

　辺りでタダで配っていたシャンパン（豪ごう勢せいだ……）を口にしながら思わず息を吐はく。

「さすがにちょっと疲つかれたな……」

　視線の先には日和さんたちの姿。

　日和さんたちは今は集まってきた他のお嬢じよう様たち（昨日手伝ってくれた元鷲わし津づ派はとか）と踊りながら楽しそうに話をしている。

「……」

　──それにしてもずいぶんと成長したもんだな……

　視界に映る光景を眺ながめながらそんなことを思う。

　日和を中心とした新たなお嬢様たちのグループ。

　一年生の中では唯ゆい一いつ日和たちと敵対していた猛もう禽きんお嬢じよう様たちとも、今回の件で和解とまでは言えなくともいちおう完全敵対関係は解消されて。

　これで『菜園部』をはじめとした日和さんの〝おともだち〟の輪は最大限まで拡かく大だいされて、今や姫ひめ乃の宮みや高等部一年生のほぼ全てのお嬢様たちと〝おともだち〟関係にあると言ってもいい。そして日和さんはその中の中心だし、『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』なんて呼ばれてもてはやされたりもしている。

　何ていうか……名実ともに姫乃宮の一年生の頂点にぴよぴよと立った感じ。

「……」

　しかも……なんかそんな姿も板に付いてきたような気もする。

　まごまごあわあわしながら何だかんだでもうまくやっているというか、相変わらず地味は地味なんだがそれさえも持ち味の一つとして昇しよう華かしてしまっているというか……

　お嬢様たちに乾かん杯ぱいの音頭を求められてあわあわとしつつもシャンパングラスを掲かかげようとして失敗して転んでしまい頭からシャンパンを被かぶっている地味っこを見ながらそんなことを考えていると。




「……ずいぶんと、大きくなってしまったものね……」




「お……」

　聞き慣れた声が聞こえてきた。

　見てみるとそこにいたのは……闇やみ夜よの中にあってなお黄金色に輝かがやく黄金お嬢じよう様……光琉ひかるだった。

「……気が付けばいつの間にか一年生の最大勢力……しかも鷲わし津づ派はすらも取り込んでしまう勢いだなんてね……これまでの交流だけならばまだ見過ごせていたというのにここまで来てしまっては……」

　腕うでを組んで厳しい表情をしながら何かを小さくつぶやいている。

「？　来てたのか。よければ鷹たか匠じようさんもいっしょに踊おどっていったらどうだ？　日和ひよりたちも喜ぶだろうし」

「……いえ、私はいいわ」

「？」

　俺おれの呼びかけにそう答えると。

　光琉はこっちに視線をやって。

「……ねえ、佑ゆう介すけ……」

「？　どうしたんだ？」

「……あの、ね……」

「……」

　少しの間光琉は俺の顔を真正面からじっと見つめていた。

　何かを言いたげな、だけどそれを言葉にできないような複雑な眼差し。

　だけどやがてふっと目を逸そらして。

「……。……いいえ、何でもないわ」

「え、でも……」

「……いいのよ。それじゃあ私は行くわ。──ごきげんよう」

「??」

　それだけ言うと、黄金色の余よ韻いんを残して光琉は去っていってしまった。

　うーむ、なんかこの間から様子がヘンだな……

　だがこの時のこの黄金お嬢様の態度の意味を……俺たちはすぐに知ることになる。




　　　＊




　穏おだやかな風が頰ほおをくすぐっていた。

　夜の姫ひめ乃の宮みや敷しき地ち内ないに吹くそよそよとした夜風。

　今──俺がいるのは地上から二メートルほどの高さである。

「わ、わあ、気持ちのいい風ですね……」

「ああ、涼すずしくていい感じだ」

「高いところだからよけいにそれが感じられて……ありがとうです、黒こく王おう号ごうさん……♪」

　ブルルルルルル……

　日和ひよりの声に黒王号が小さくいななく。

　俺おれたちは今……黒王号の背中で二人穏おだやかに揺ゆられているのだった。

　──『月げつ光こう祭さい』が終わって。

　何となくそのままブラブラとしていた俺に、黒王号の背中に乗った日和さんが声をかけてきたのだった。




『あ、あの……ゆーおにーちゃん、よろしければ夜のお散歩に行きませんか……？』




　地味っこからの地味な感じの誘さそい。

　明日の撤てつ収しゆうの準備もあるということもあり、今日も『菜園部』の面々は部室にみんなで泊とまり込こんでいるため、特に断る理由もなかった。なので二つ返事でオッケーして。

　その結果、現在こうして馬上の二人となっていたりするのである。

「──それにしても、無事に『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』も『月光祭』も終わったな……」

「はいです。色々ありましたが、無事に終わって何よりで……」

「ああ、ホントにな……」

　黄金お嬢じよう様の罷ひ免めん騒そう動どうから始まって、日和さんの立りつ候こう補ほ宣言、『姫薔薇祭』での前ぜん哨しよう戦せんに終わった一連の出来事。

　色々とアクシデントはあったりしたものの何とか無事に終えることができた。

　後は明日の撤収作業を終えて……『薔ば薇らの祭典』に向けての準備をがんばるのみだ。

「……」

　とはいえそれもこの『姫薔薇祭』前よりも切せつ迫ぱく性せいはなくなってるかもしれん。

　バードハウスと水すい槽そう棟とうの危機は去ったわけだし、猛もう禽きんお嬢じよう様との関係も、まあ険悪なものではなくなった。

　何より……俺にはよく分からなくなった。

　光琉ひかるが対立する鷲わし津づ派は。

　確かに鷲津派が推すい奨しようする絶対的な派は閥ばつ優先主義は手放しで受け入れられるものじゃないが……一人一人の派閥の構成員であるお嬢様たち自体は決して悪い子たちじゃない。そのトップである初姫さんにしたって、尊敬できる相手でこそあれその人格は敵対しなければならないような相手じゃなかった。

　果たして光琉や日和さんたちと、鷲津派は本当に争わなければいけない関係なのか。

　並び立ってうまくやっていくことはできない間あいだ柄がらなのか。

　その辺が……分からなくなったんだよな。

　日和ひよりさんも。

「初うい姫ひめさんは……いい人です。優しくてきれいでとてもお話ししやすくて……」

「……」

「今日もいっぱいお話をしました……初姫さんもお野菜には興味があるそうで、フルーツパプリカが好きだと言ってくださいました……♪」

　そんな風に初姫さんには高評価だし。

　うーん、本当にどうしたもんだろうね。

「…………」

　まあ……でもその辺の難しいことについてはまた明日になってから考えればいいか。

　どうせ黙だまっていても明日からは超が付くほと忙いそがしくなる。

　今日くらいは前ぜん哨しよう戦せんが無事に終わったことと『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』、『月げつ光こう祭さい』の余よ韻いんに浸ひたっていたいって思うのは決して贅ぜい沢たくじゃないはずだ。

「あ、空がとってもきれいです。お星さまがかがやいていて……」

　と、日和さんがそのちんまい顔を上げて空を指さす。

「秋の星座だな。空気が澄すみはじめてキレイに見えるんだ」

「そうなんですか……あっ、あれは何でしょう？　明るい四つのお星さまが四角形になっていて……」

「たぶんペガサス座じゃないか？　詳くわしくは分からんが、確かこの前朝にやっていたアニメ番組で見た時にあんな形だった気がする」

「わあ、ぺがさすさん……♪」

　そんな風に日和さんとまったりと秋の星座について会話をしていて。

　と、その時だった。




　グラリ……




「あ……っ……」

　首を上に向けていたから平へい衡こう感覚が少し狂くるったのかね。

　星空を見上げてぽわわ～んと顔を上にあげていた日和さんが……黒こく王おう号ごうの上でバランスを崩くずした。

　わたわたと両手を地味にばたつかせて、そのままふらふらと地面に落ちそうになる。

「──日和！」

「……あ、あうっ……」

　慌あわてて手を伸ばして。

　鞍くらからずり落ちる前に、日和のちんまい身体をキャッチすることに成功した──

　──と思いきや。

「……お……？」

「あ、お、おにーちゃん……？」

　キャッチする際に身を乗り出し過ぎて俺おれもバランスを崩くずしていた。

　思った以上に姿勢を崩していて、馬上での体勢を維い持じできない。

　そのままジェ●ガが倒たおれるかのごとくゆっくりと日和ひよりさんを胸に抱だいた状態のまま身体が傾かたむいていって──

　コロリ……ボトッ。

「お……うおおっ……」

「あ、あふうっ……」

　二人して地面に落ちた。

　まさにミイラ取りがミイラになった感じか。

「い、いててててて……」

「だ、だいじょうぶですか、おにーちゃん……！」

「あ、ああ、何とか……」

　割とダイレクトドロップだったが日和をかばおうとして背中から落ちたのと、下がならした柔やわらかい土だったことから、そこまでケガはないようだった。

　地面に手をつきながら身体を起こそうとして。

「……っ!?」

　と、そこで気付いた。

　今の俺たちの状じよう況きよう。

　それは……日和さんが俺の上に覆おおい被かぶさっているようなカタチ。

　身体の至るところはぴったりぺったりと密着していて体温が直に伝わってくるレベルだし、さらに顔なんてほとんどお互いに触ふれ合あってしまいそうなほどの距きよ離りにまで接近してしまっている。おまけに落下時の弾はずみでひらひらとしたスカートの裾すぞが少しばかりめくれ上がったりしてしまったりもしていて……

「あ、わ、悪い……！」

「え、あ、い、いえ……っ……！」

　慌あわてて身を起こして離はなれようとする。

　だけど──

「……」

「……」

「……」

　……どうしてだろうね。

　至し近きん距きよ離りで日和ひよりさんのつぶらで真まっ直すぐにこっちに向けられてくる目を見ていたら……なぜだかそれ以上身体を動かせなくなった。

　この体勢で……日和の温もりを感じたままもう少しこのままでいたいと……それどころか何だか目の前の日和さんをぎゅっと力いっぱい抱だきしめてしまいたいと思ってしまっている自分がいて……

「…………」

　……はっ！

　すんでのところで我に返った。

　まずいまずい、こんなところをだれかに目もく撃げきされようものならそれこそ即そく逮たい捕ほ→起き訴そ→陪ばい審しん員いんの全ぜん員いん一いつ致ちによる有罪確定→三面記事→懲ちよう役えきのフルコースだし、後夜祭の後に何やらむらむらとした性欲を持て余して『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』を襲おそったロリコンとして姫ひめ乃の宮みやの歴史に名を残してしまう……！

　慌あわてて理性を総動員させて身体を起こそうとして。




　──ぎゅっ……




「え……」

　身体に力が加えられた。

　見れば日和さんが……きゅっと目をつむりながら俺の身体を抱きしめていた。

「ひ、日和さん……？」

「あ、あの……も、もう少しこのままで……いたい、です……っ……」

「え……？」

「ゆー、ゆーおにーちゃんさえよければ……も、もうちょっとだけ、このままおにーちゃんをかんじていたくて……」

　顔を茹ゆで上あがったセイコガニみたいにかーっと真っ赤にしながらそう言ってくる。

　む、むう、その提案自体はまったくもって否定する部分がメダカのエラほどもないというか、まさに今俺もそうしたいなーと思っていたところではあるんだが……それをそのまま口にするのは何となくはばかられたため。

「……ゴホン、ちょっとだけだぞ」

「あ……」

　その返事に日和さんは顔を輝かがやかせて。

「ゆ、ゆーおにーちゃん……大好き、です……♪」




　──ちゅっ……♪
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「！」

　そんな言葉とともに、ほっぺたに何だか柔やわらかくて温かな感かん触しよくがドッキングした。

　……い、今のは……？

　ほとんど思考がオーバーヒートというか完全停止状態で言葉を失う俺おれに。

　日和ひよりさんは。

「……あ、あの、そ、その……ゆーおにーちゃんへの大好きが、あふれてしまいました……っ……」

　顔をさっきまで以上に茹ゆですぎたマツバガニみたいに真っ赤にして。

　そう──地味だけど黄金色溢あふれる表情で口にしたのだった。




　　　＊




　──まあ、だいたいこんな感じだった。

　色々あったものの、前ぜん哨しよう戦せん、『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』『月げつ光こう祭さい』も無事に終了して。

　後は本当にみんなで一いつ致ち団結して『薔ば薇らの祭典』に備えるだけ……そう思っていた。

　だけど──

「………」

　それは『姫ひめ薔ば薇ら祭さい』が終わってからちょうど三日後。

　放課後にいつものごとく『菜園部』への道のりを歩いている途と中ちゆうで……それを見つけた。

「……お？」

　何やら人がたくさん集まっていた。

　ぱっと見だけで五十人近くはいると思われる人の集まり。

　これだけの数は姫ひめ乃の宮みやにおいてはかなり珍めずらしい集団である。何だろうな……と思い覗のぞいてみると、そこには見慣れた顔があった。

　集まりの中心にいたのは……巨大な白い馬に乗った黄金お嬢じよう様の姿。

　鞍くらやら鐙あぶみやらに派手な装そう飾しよくがなされた黒こく王おう号ごうに比ひ肩けんするほどの大きさの馬の上で何やら演説のようなことをしている。

「…………」

　……何をやってるんだろうね？

『薔ば薇らの祭典』の選挙活動をもうやり始めたのだろうか。というか姫乃宮の敷しき地ち内ないとはいえこんな真っ昼間から普ふ通つうに馬に乗って大だい丈じよう夫ぶなのか……などというノンキな突つっ込こみをしていたんだが。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　馬の上の黄金お嬢様の口から発せられた言葉に……俺おれは思わず耳を疑った。

『──私、鷹たか匠じよう光琉ひかるが次の『薔薇の祭典』にエントリーすることは皆みなも知っている事実でしょう……。そのマニフェストを今ここに語ります。私はこの姫乃宮からあらゆる派は閥ばつをなくそうと考えている……。私が生徒会長に再任されたあかつきには……派閥の力がまかり通っている一部の部活や委員会、同好会などを解体することを約束いたします。そして……』




『──そして『菜園部』を廃はい部ぶとすることを、ここに宣言します！』





To be continued　












　あとがき




　こんにちは、五十嵐雄策です。

『小こ春はる原ばら日和ひよりの育成日記第⑤巻』をお届けいたします。




　今巻はLesson 1からエピローグまで全て書き下ろしとなっております。




　さて今回は文化祭のお話です。

　文化祭といえば本来ならば学校生活の一大イベントなのですが、僕ぼく自身は、中学の頃は文化祭というもの自体が行事として存在しておらず、また高校の頃は基本的にクラス単位で参加するかどうかを決められるシステムで、そして僕のクラスは不参加だったため、ほとんど思い出がありません。

　なのでこうであったら楽しかっただろうなあという思いを少しばかりこめてみました。準備で泊とまり込こみとかやってみたかったなあ……




　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。




　担当編集の和田さま三木さま。つ、次こそはがんばります……（原稿の進行的な意味で）。

　イラストの西又葵さま。本当に毎回毎回素敵なイラストをありがとうございます。お忙いそがしいとは思いますが、また次巻もどうぞよろしくお願いいたします。




　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の言葉を。




　それではまたお会いできることを願って──







　＊＊感想などをいただけるようでしたら、お手紙の他にも、こちらにコメントなどをくださればと思います。




　Twitter：@syaruruu

　ブログ：『She loves 雄』http://ameblo.jp/syaruruu/





二〇一二年七月末日　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の育成日記⑤。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。学園祭はあまり楽しい想い出がないので、逆に夢と希望を込めた物語が書きやすいそうです。しかも男女別学だっただけに……。
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イラスト／西にし又また 葵あおい

西又葵の育成日記⑤。東京都出身のＡ型。アニメ化もした話題作『SHUFFLE!』や『俺たちに翼はない』（Navel）など、多数のキャラデザを担当する人気イラストレーターながらも、文庫の挿絵は今シリーズでデビュー！
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小こ春はる原ばら日ひ和よりの育いく成せい日につ記き⑤








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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